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ご使用になる前に必ずお読みください

ここに記載した注意事項は、製品を安全に正しくご使用い
ただき、あなたや他の方々への危害や損害を未然に防ぐた
めのものです。

注意事項は誤った取り扱いで生じる危害や損害の大きさ、
または切迫の程度によって、内容を「警告」、「注意」の 2 つ
に分けています。これらは、あなたや他の方々の安全や機
器の保全に関わる重要な内容ですので、よく理解した上で
必ずお守りください。

火災・感電・人身障害の危険を防止するには

図記号の例

以下の指示を守ってください

警告
この注意事項を無視した取り扱いをすると、
死亡や重傷を負う可能性が予想されます 

• AC アダプターのプラグは、必ず  AC100Vの
電源コンセントに差し込む。 

• AC アダプターのプラグにほこりが付着して
いる場合は、ほこりを拭き取る。
感電やショートの恐れがあります。 

• 本製品はコンセントの近くに設置し、 AC ア
ダプターのプラグへ容易に手が届くように
する。 

• 次のような場合には、直ちに電源を切って 
AC アダプターのプラグをコンセントから抜
く。
○ ACアダプターが破損したとき
○ 異物が内部に入ったとき
○ 製品に異常や故障が生じたとき
修理が必要なときは、コルグ・サービス・セン
ターへ依頼してください。 

• 本製品を分解したり改造したりしない。 

• 修理、部品の交換などで、取扱説明書に書か
れている以外のことは絶対にしない。 

• AC アダプターのコードを無理に曲げたり、
発熱する機器に近づけない。また、 AC アダプ
ターのコードの上に重いものをのせない。
電源コードが破損し、感電や火災の原因にな
ります。 

• 大音量や不快な程度の音量で長時間使用し
ない。
万一、聴力低下や耳鳴りを感じたら、専門の
医師に相談してください。 

• 本製品に異物（燃えやすいもの、硬貨、針金な
ど）を入れない。 

• 温度が極端に高い場所（直射日光の当たる場
所、暖房機器の近く、発熱する機器の上など）
で使用や保管はしない。 

• 振動の多い場所で使用や保管はしない。 
• ホコリの多い場所で使用や保管はしない。 

• 風呂場、シャワー室で使用や保管はしない。 

• 雨天時の野外のように、湿気の多い場所や水
滴のかかる場所で、使用や保管はしない。 

• 本製品の上に、花瓶のような液体が入ったも
のを置かない。 

• 本製品に液体をこぼさない。 

• 濡れた手で本製品を使用しない。

注意
この注意事項を無視した取り扱いをすると、傷害を負う可
能性、または物理的損害が発生する可能性があります 

• 正常な通気が妨げられない所に設置して使
用する。 

• ラジオ、テレビ、電子機器などから十分に離
して使用する。
ラジオやテレビ等に接近して使用すると、本
製品が雑音を受けて誤動作する場合があり
ます。また、ラジオ、テレビ等に雑音が入るこ
とがあります。 

• 外装のお手入れは、乾いた柔らかい布を使っ
て軽く拭く。 

• AC アダプターをコンセントから抜き差しす
るときは、必ずプラグを持つ。 

• 長時間使用しないときは、電池の液漏れを防
ぐために電池を抜く。 

• 電池は幼児の手の届かないところへ保管す
る。 

• 長時間使用しないときは、 AC アダプターを
コンセントから抜く。

記号は、注意（危険、警告を含む）を示していま
す。
記号の中には、具体的な注意内容が描かれています。
左の図は「一般的な注意、警告、危険」を表してい
ます。

記号は、禁止（してはいけないこと）を示してい
ます。
記号の中には、具体的な注意内容が描かれることが
あります。左の図は「分解禁止」を表しています。

記号は、強制（必ず行うこと）を示しています。
記号の中には、具体的な注意内容が描かれることが
あります。左の図は「電源プラグをコンセントから
抜くこと」を表しています。

安全上のご注意
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• 付属の AC アダプターは、他の電気機器で使
用しない。
付属の AC アダプターは本製品専用です。他
の機器では使用できません。 

• 他の電気機器の電源コードと一緒にタコ足
配線をしない。
本製品の定格消費電力に合ったコンセント
に接続してください。 

• スイッチやツマミなどに必要以上の力を加
えない。
故障の原因になります。 

• 外装のお手入れに、ベンジンやシンナー系の
液 体、コン パウン ド質、強 燃性の ポリッ
シャーは使用しない。 

• 不安定な場所に置かない。
本製品が転倒してお客様がけがをしたり、本
製品が故障する恐れがあります。 

• 本製品の上に乗ったり、重いものをのせたり
しない。
本製品が損傷したり、お客様がけがをする原
因となります。 

• 本製品の隙間に指などを入れない。
お客様がけがをしたり、本製品が故障する恐
れがあります。 

• 地震時は本製品に近づかない。 
• 本製品に前後方向から無理な力を加えない。
本製品が転倒する危険性があります。 

•

 

MIDI および GENERAL MIDI は社団法人音楽電子事業協
会（ AMEI）の登録商標です。 

•
 

Apple、 Mac および Audio Units は、 Apple Computer,
Inc.の商標または登録商標です。 

•
 

Windows XPは、 Microsoft Corporationの登録商標です。 
•

 
VSTは、 Steinberg Media Technologies GmbH の商標で
す。 

•
 

RTASは、 Avid Technology, Inc.およびその関連会社、ディ
ビジョンの登録商標です。 

• その他の製品名および会社名は、各社の商標または登録商
標です。
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取扱説明書について

取扱説明書の構成と使用法 

X50には以下の取扱説明書が付属されています。 

•

 

Operation Guide

 

•

 

Parameter Guide（ PDFデータ、 CD-ROM に収録） 

Operation Guide
最初にお読みください。各部の名称とはたらき、接続方法、
基本的な操作方法、各モ－ドの概要から、音色やエフェク
トのエディットなどの必要な基礎的な知識を各モードご
とに説明しています。その他、アルペジエーター、ドラム
キットの作成方法について説明しています。

また、故障とお思いになる前に確認していただきたい項目
や、仕様等を説明しています。 

Parameter Guide
本機のパラメ－タ－の動作や設定法、設定時の留意点等
を、モ－ドのペ－ジごとに説明しています。その他、エフェ
クトの効果の説明やパラメ－タ－の設定法、設定時の留意
点等を説明しています。
わからないパラメ－タ－が表示されたときや、機能につい
てさらに詳しく知りたいときにご覧ください。

取扱説明書の表記
取扱説明書の省略名　 OG, PG
各取扱説明書の名称を次のように省略して表しています。 
OG: Operation Guide （オペレーション・ガイド） 
PG: Parameter Guide （パラメーター・ガイド）

スイッチやノブ類の表記   [   ]
本機のパネル上のスイッチやダイヤル、ノブ類は [  ] で
括って表しています。また、ボタン、タブ等はディスプ
レイ上のオブジェクトを表しています。

ディスプレイ中のパラメーター表記   “   ”
ディスプレイに表示されるパラメーターは “   ”で括って
表しています。 

1. 2. 3.  ...
操作の手順を表しています。

マーク    ,   ,  Note
これらのマークは、順番に、使用上の注意、 MIDI に関する
説明、ノートを表しています。

ディスプレイ表示
取扱説明書に記載されている各種のパラメーターの数値
などは表示の一例ですので、本体のディスプレイの表示と
必ずしも一致しない場合があります。 

MIDIに関する表記 
CC#は Control Change Number（コントロール・チェン
ジ・ナンバー）を略して表しています。 
MIDIメッセージに関する [　 ]内の数字は、すべて 16進数
で表しています。

このたびはコルグ・ミュージック・シンセサイザー X50をお買い上げいただきまして、まことにありがとうございます。
本製品を末永くご愛用いただくためにも、この取扱説明書をよくお読みになって正しい方法でご使用ください。
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クイック・スタート
すぐにでも X50を演奏してみたいという人は、まず、このクイック・スタートの手順に沿って操作してくだ
さい。

ここでは、セットアップ、プログラムの選び方とサウンド・コントロール、デモ・ソングの聞き方について

簡単に説明しています。

このクイック・スタートを読み終えたら、必ず以降の各説明をご覧ください。

セットアップ
各接続は、必ず電源オフの状態で行ってください。不注意な操作を行うと、スピーカー・システム等を

破損したり、誤動作を起こす原因となりますので十分に注意してください。 

1. 付属の ACアダプターを接続します。

付属の ACアダプター以外は使用しないでください。 

2.

 

X50をミキサーやモニター機器に接続します。 

X50の (MAIN OUTPUT) L/MONO、 R端子をアンプ内蔵モニター・スピーカーやミキサーなどに接続し
ます。

ヘッドホンでモニターする場合は、 X50 の左手前のヘッドホン端子に接続してください。 (MAIN
OUTPUT) L/MONO、 Rの出力を聞くことができます。

コード・フック 

ACアダプター 

電源端子 1

2

電源コード 3

4

コード・フックにコー
ドを引っかけると
きに、この部分を
必要以上に曲げな
いように注意して
ください。 

プラグをコンセン 
トに接続する。 

ACアダプターの接続 

電源スイッチ 

アースターミナル
付きコンセント 

2P-3P変換器
（市販） 

アース線 2P-3P変換器（市販） 
電源コード 

接地コンセント 

パワード･モニター 

電源スイッチ 

オーディオ出力機器の接続 

RL/MONO

PHONES

ヘッドホン 

INPUTINPUT
[VOLUME] 
スライダーの調節 
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3.

 

X50の [VOLUME]スライダーを下げます。

接続した機器のボリュームも最小にしてください。 

4. リア・パネルの電源スイッチを押して、電源をオンにします。 

5.

 

X50の [VOLUME]スライダーで適当な音量になるまで徐々に上げます。

プログラムやコンビネーションのサウンドを聞く
電源をオンにすると、工場出荷時の設定では Combinationモードが選ばれます。鍵盤を弾くと COMBI BANK
A の 000 番のコンビネーションのサウンドを聞くことができます。コンビネーションは、最大で 8つのプロ
グラムをスプリットやレイヤーにして重ねたものです。またアルペジエーターも 2 つ（プログラムは 1 つ）
同時に使用できますので、プログラムより複雑なサウンドを聞くことができます。

このまま、コンビネーションを切り替えて、聞いていくのもよいのですが、まずは基本となるサウンドであ

るプログラムの音を聞きましょう。 

Note: 鍵盤を弾いたときに音が聞こえない場合は、接続をもう一度確認してください。また、 X50の VOLUME
とパワード・アンプやステレオ・アンプの音量が適度に上がっていることを確認してください。

プログラムの選択 

1.

 

[PROG]キーを押します。（キーが点灯） 

Program モードに入ります。ディスプレイの上段に「 PROG 0: Play」（モード・ネーム、ページ・ナン
バー＆ネーム）が表示されていることを確認してください。 

2.

 

“Program Select”（プログラム・ナンバー＆ネーム）が選ばれていることを確認します。

選ばれていない場合は、クリッカブル・ポインター [ π ][ † ]で “Program Select”の表示を反転させます。  

3.

 

[VALUE]ダイヤルを回して、演奏するプログラムを選びます。

または、クリッカブル・ポインターのセンターを押してプログラム・ナンバーを反転させ、 [ π ][ † ] で選
び、センターを押して確定します。 

4.

 

PROG BANK [A]～ [GM]キーを押してバンクを切り替えます。

バンクを切り替えると、そのキーが点灯し、選択したバンクがディスプレイ左側に表示されます。

1 23 5 4

コントローラー・アサイン・リスト 

Program Select
（プログラム・ 
ナンバー 
＆ネーム） 

バンク・ 
ナンバー 

モード・ネーム ページ・ナンバー 
　＆ネーム 

タブ・ネーム 

タブ 

パラメーター・ネーム 

テンポ カテゴリー・ナンバー 
　　＆ネーム 
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例えばバンク Bを選ぶ場合、 PROG BANK [B]キーを押します。 [B]キーが点灯し、ディスプレイ左上に 
Bank B が表示されます。 [GM]キーの動作は、他のバンクと異なります。キーを押すたびに、 G→ g(d)
→ G→ g(d)→ Gの順番でバンクが切り替わります。

プログラムはバンクごとに 128ずつ収められています（ g(d)は除く）。異なるバンクを選び、プログラム・
ナンバーを選びます。 

5. 選択したプログラムの音は鍵盤を弾いて確認してください。

鍵盤を弾きながら、 [MOD]ホイール、 [PITCH]ホイール、 [SW1][SW2]、リアルタイム・コントローラー
を操作してサウンドを変化させます。各プログラムによって効果は異なりますので、これらの効果を試し
ながら、鍵盤を弾くとよいでしょう。
コントローラーの詳しい説明は、「コントローラーでサウンドを変化させる」（ ☞ p.5）を参照してください。

また、 [AUDITION] キーを押すと（キーが点灯）、プログラムの音色に適したリフ（フレーズ）が自動的
に演奏されます。 

“Select by Category”によるカテゴリー選択
この他にもプログラムを選ぶ方法はありますが、ここではキーボード、オルガン、ベースやドラム等のカテ

ゴリーからプログラムを選ぶ方法を説明します。 

1.

 

[CATEGORY]キーを押します。

カテゴリー・メニューが表示されます。 

2.

 

[PAGE+]キーまたは [PAGE–]キーを押して、カテゴリーを選びます。

例えば、 00: Keyboard を選ぶと、 Keyboard カテゴリーのプログラムだけが選べるようになります。 
Keyboard カテゴリーは、アコピ、エレピやクラビ系のプログラムが収められています。 

3.

 

[VALUE]ダイヤルまたはクリッカブル・ポインター [ π ][ † ]でプログラムを切り替えます。

次々に同じカテゴリーのプログラムが選択できます。 

4.

 

[MENU/OK]キーを押して決定します。選択しない場合は [EXIT/CANCEL]キーを押します。 

Note: カテゴリー・メニュー上段の “Category No.”をクリッカブル・ポインター [ √ ][ ® ]で選び、 [VALUE]
ダイヤルを回しても、カテゴリーが切り替わります。

31 42
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コンビネーションの選択 

1.

 

[COMBI]キーを押します。（キーが点灯） 

Combinationモードに入ります。ディスプレイの上段に「 COMBI 0: Play」（モード・ネーム、ページ・
ナンバー＆ネーム）が表示されていることを確認してください。 

2.

 

“Combi Select”（コンビネーション・ナンバー＆ネーム）が選ばれていることを確認します。

選ばれていない場合は、クリッカブル・ポインター [ π ][ † ]で “Combi Select”の表示を反転させます。  

3.

 

[VALUE]ダイヤルを回して、演奏するコンビネーションを選びます。 

4.

 

COMBI BANK [A]～ [C]キーを押してバンクを切り替えます。

バンクを切り替えると、そのキーが点灯し、選択したバンクがディスプレイ左側に表示されます。

例えばバンク Bを選ぶ場合、  COMBI BANK [B] キーを押します。 [B]キーが点灯し、ディスプレイ左上
に Bank Bが表示されます。

コンビネーションはバンクごとに 128ずつ収められています。異なるバンクを選び、コンビネーション・
ナンバーを選びます。 

5. 選択したコンビネーションの音は鍵盤を弾いて確認してください。

鍵盤を弾きながら、  [MOD]ホイール、 [PITCH]ホイール、 [SW1][SW2]、リアルタイム・コントローラー
を操作してサウンドを変化させます。各コンビネーションによって効果は異なりますので、これらによる
効果を試しながら、鍵盤を弾くとよいでしょう。 

Note:

 

 Combinationモードでは、 [AUDITION]キーでリフ（フレーズ）を再生することはできません。

カテゴリーによるコンビネーション選択 

Combnation モードでも Program モードと同じようにコンビネーションをカテゴリーから選ぶことができ
ます。選択方法は、「 “Select by Category”によるカテゴリー選択」（ ☞ p.3）を参照してください。

1 23 4

コントローラー・アサイン・リスト 

Combi Select
（コンビネーション・ 
ナンバー＆ネーム） 

バンク・ 
ナンバー 

モード・ネーム ページ・ナンバー 
　＆ネーム 

タブ・ネーム 

タブ 

パラメーター・ネーム 

テンポ カテゴリー・ナンバー 
　　＆ネーム 
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コントローラーでサウンドを変化させる 

X50は、 [MOD]ホイール、 [PITCH]ホイール、 [SW1][SW2]、リアルタイム・コントロールなどを操作する
ことによって、演奏に豊かな表情をつけることができます。 

[PITCH]ホイール、 [MOD]ホイール
キーボードの左上にある [PITCH] ホイール、 [MOD] ホイールで、ピッチ（音の高さ）やモジュレーション
の深さを調節します。プログラムやコンビネーションによって効果は異なりますが、通常、次図の効果がか

かります。 

REALTIME CONTROLS [1]、 [2]、 [3]、 [4]、 [SELECT]
リアルタイム・コントローラーは、 [1]～ [4]の各ノブと [SELECT]キーを操作して、サウンドやエフェクト
を変化させたり、アルペジエーターをコントロールします。演奏中に変化させたり、簡易エディットをする
ために使用します。

ここでは、 Program モードでのリアルタイム・コントローラーの使用方法を紹介します。 

1.

 

[PROG]キーを押します。（キーが点灯） 

2.

 

“Program Select”（プログラム・ナンバー＆ネーム）を選び、 [VALUE]ダイヤルを回して、リアルタイ
ム・コントローラーでサウンド等を変化させるプログラムを選びます。 

3.

 

REALTIME CONTROLS [SELECT]キーを押して右側「 A」の LEDを点灯させます。  

4.

 

[1]（  LPF CUTOFF）ノブを回すと、ローパス・フィルターのカットオフ周波数が調節され、音色の明る
さが変化します。プログラム・パラメーターの設定によってその効果は異なりますが、通常ノブを左に回
すと音色が暗くなり、右に回すと明るくなります。 

5.

 

[2]（ RESONANCE/HPF）ノブを回すと、ローパス・フィルターのレゾナンス・レベルまたはハイパス・
フィルターのカットオフ周波数が変化します。プログラムに設定されているフィルター・タイプによって
コントロールされる内容が異なります。フィルター・レゾナンス・レベルを調節すると、レゾナンス・レ
ベルが増減して、音色に独特のクセがつきます。ハイパス・フィルターのカットオフを調節すると、低音
域が削られ音の太さが変化します。 

6.

 

[3]（ EG-INTENSITY）ノブを回すと、フィルター EGインテンシティ（フィルター EGのかかり具合）が
調節されます。ノブを操作するとフィルター EGのかかり具合が変化します。通常ノブを左に回すとフィ
ルター EGの効果が浅くなり、右に回すと深くなります。フィルター EGは、フィルターのカットオフ周
波数を基準に動作しますので、 [1]ノブと [3]ノブの両方の操作によってフィルターによる音色変化をコン
トロールします。

ピッチが 
高くなります。 

ビブラートが 
深くなります。 

ピッチが 
低くなります。 

[SELECT]キー 

[1]～[4]ノブ 
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7.

 

[4]（ EG-RELEASE）ノブを回すと、フィルターとアンプの EGリリース・タイムが変化します。ノート・
オフから音が消えるまでの時間を設定します。ノブを操作するとフィルター EG、アンプ EGのリリース・
タイムが変化します。通常ノブを左に回すとリリース・タイムが短くなり、右に回すと長くなります。 

8.

 

REALTIME CONTROLS [SELECT]キーを押して右側「 B」の LEDを点灯させます。 

Bモードでは、プリロード・プログラム、コンビネーションごとに、効果的な機能が Bモードにアサイン
されています。音量、ポルタメント・タイム、パンやフィルターとアンプの EG、ピッチ LFO、マスター・
エフェクトへのセンド・レベル等がコントロールできます。
各ノブを回して効果を確認してください。 

Note:

 

 REALTIME CONTROLS [1]、 [2]、 [3]、 [4] ノブの B モードの機能は、 Program モードでは  0:
Play, Programページで、 Combinationモードでは 0: Play, Combinationページで確認することができ
ます。
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アルペジエーターを演奏する
プログラムやコンビネーションを聞いていくと、自動的に演奏が始まることがあったと思います。これらは

アルペジエーターによって起こります。

アルペジエーターとは、アルペジオ（分散和音）を自動的に発生する機能です。鍵盤で弾いた和音をアルペ
ジオに展開します。  X50 ではそれに加えて鍵盤で弾いた音程やタイミングを基準に、さまざまな和音展開や
フレーズ展開が可能なポリフォニック・アルペジエーター機能を持っています。この機能によってドラムス
やベースのフレーズ、ギターやキーボードのバッキング・リフなど多彩なパターンが演奏できます。また、
微妙にモーションするパッド、シンセ、 SE音などの音作りの一部としても効果的に使用できます。  

Programモードでは 1つのアルペジエーターが使用できます。 
Combinationモードと Multi モードでは、 2つのアルペジオ・パターンを同時に使用できます（デュアル・
ポリフォニック・アルペジエーター）。ドラムス・プログラム、ベース・プログラムに別々のアルペジオ・パ
ターンをかけたり、スプリットやベロシティによってアルペジオ・パターンを切り替えたり、さまざまなパ

フォーマンスも可能です。

ここでは、 Program モードでのアルペジエーターの使用方法を紹介します。

リアルタイム・コントローラーでアルペジエーターをコントロールする 

1.

 

[PROG]キーを押します。（キーが点灯） 

2.

 

“Program Select”（プログラム・ナンバー＆ネーム）を選び、 [VALUE]ダイヤルを回して、演奏するプ
ログラムを切り替えていくと [ARP ON/OFF]キーが点灯するプログラムがあります。鍵盤を弾くとアル
ペジオ演奏がスタートします。

また、その他のプログラムでも [ARP ON/OFF]キーを押すと（キーが点灯）、アルペジエーターがオンに
なります。鍵盤を弾くとアルペジオ演奏がスタートします。 

3.

 

REALTIME CONTROLS [SELECT]キーを押して右側「 C」の LEDを点灯させます。  

4.

 

[4]（ TEMPO）ノブを回すとテンポが変化します。 

5.

 

[1]（ ARP-GATE）ノブを回すとアルペジオ音の長さが変化します。 

Note:

 

 [1]～ [3]ノブの効果はセンター位置（ 12時方向）でプログラムで設定されている値になります。 

6.

 

[2]（ ARP-VELOCITY）ノブを回すとアルペジオ音の強さが変化します。 

7.

 

[3]（ ARP-LENGTH）ノブを回すとアルペジオ・パターンの長さが変化します。

アルペジオ・パターンの長さを変えることによってパターンの印象が変化します。プリセット・パターン
（ UP、 DOWN、 ALT1、 ALT2、 RANDOM）では無効です。

アルペジオ・パターンを変える 

X50には、 Preset-0～ Preset-4のプリセット・アルペジオ・パターンと、 U000～ 250のユーザー・アル
ペジオ・パターンが収められています。 

1.

 

[PAGE+]キーを数回押して、 PROG 0: Play, Arp. Playページを表示します。 

2. クリッカブル・ポインター [ √ ][ ® ][ π ][ † ]で “Pattern”を選び、 [VALUE]ダイヤル、または [INC][DEC]
キーでアルペジオ・パターンを選びます。ユーザー・アルペジオ・パターンは、テン・キー [0]～ [9] で
パターン・ナンバーを入力し、 [ENTER]キーを押すことによっても選択できます。 

3. 鍵盤を弾いて、さまざまなアルペジオ・パターンを確認してください。
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デモ演奏を聞く 

X50には、デモンストレーションのためにソングを内蔵しています。
デモ演奏を聞いて、 X50のさまざまな音色や豊かな表現力を確認してください。 

1.

 

[CATEGORY]キーを押しながら [AUDITION]キーを押します。 

Demo Song Playerページが表示されます。 

2.

 

[AUDITION]キーを押すと演奏が始まります。  

3. もう一度 [AUDITION]キーを押すと演奏が停止します。  

4. 再生するソングを選ぶにはクリッカブル・ポインター [ π ][ † ]でソング名（ “Demo Song Select”）を選
び、 [VALUE]ダイヤルでソングを切り替えます。 

5.

 

[EXIT/CANCEL]キーを押すと、 Demo Song Playerページから抜けます。 

[COMBI]、 [PROG]、 [GLOBAL]、 [MULTI]の各モード・キーを押してもページから抜けることができます。

再生方法を変更する 

• ソングを連続して再生する、または 1 曲のみを再生するには、クリッカブル・ポインター  [ √ ][ ® ][ π ][ † ]
で “Play Mode”を選び、 [VALUE]ダイヤル等で設定を切り替えます。 

Continue to next song：現在選ばれているデモ・ソングの再生が終了すると、次のデモ・ソングが自
動的に再生されます。 

Stop at end of selected song：現在選ばれているデモ・ソングの再生が終了すると、停止します。 

• すべてのソングを繰り返し再生するには、クリッカブル・ポインター [ √ ][ ® ][ π ][ † ]で “Repeat All”チェッ
ク・ボックスを選び、クリッカブル・ポインターのセンターを押してチェックします。  

Note:

 

 “Play Mode”が Continue to next songのときにのみ有効です。

以上で、クイック・スタートは終了です。引き続き以降の説明をご覧ください。

4.154.2

1 2, 3
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はじめに 

X50のおもな特長 

HI シンセシス・システムを採用した
高品位サウンド 

X50 は、音源システム HI (Hyper Integrated) シンセシ
ス・システムを採用した、ミュージック・シンセサイザー
です。 

HI (Hyper Integrated)シンセシス・システムは、音源や
モジュレーション、エフェクト・ルーティングなどに幅広
い自由度を実現した、音質劣化のないフル・デジタル・シ
グナル・プロセッシングによる PCM 音源システムです。

音源部： 

•
 

64MByte の PCM ROM に、幅広い用途に対応する 
470個のマルチサンプル、 518個のドラムサンプルが
プリセットされています。 

• サンプリング周波数 48kHz、最大同時発音数 62ボイ
スです。

フィルター／シンセシス部：  

•
 

24dB/oct Low Pass Resonanceタイプまたは 12dB/
oct Low Pass & High Passタイプのフィルターが使
用できます。レゾナンスをきかせたアクティブな音色
からハイパス・フィルターでの繊細な音色まで幅広い
フィルター効果を作り出せます。 

• きめ細かい音作りが行える豊富なエディット・パラ
メーターを備えています。

エフェクト部： 

•
 

1 系統インサート・エフェクト（ステレオ・イン－ス
テレオ・アウト）、 2 系統マスター・エフェクト（モ
ノ・イン－ステレオ・アウト）、 3 バンド・マスター 
EQ（ステレオ・イン－ステレオ・アウト）を同時に使
用できます。 89個類のエフェクト・アルゴリズムから
選択し、エディットが行えます。 

• 自由度の高いエフェクト・ルーティングが可能です。
独立アウトプットへのルーティングも自在です。

オルタネート・モジュレーションとエフェク
ト・ダイナミック・モジュレーション： 
• フィルター等のシンセシス部にオルタネート・モジュ
レーション機能、エフェクト部にエフェクト・ダイナ
ミック・モジュレーション機能を装備しています。ピッ
チ、フィルター、アンプ、 EG、 LFO、エフェクト等の
パラメーターに、モジュレーションを自在にかけるこ
とができます。 

•

 

LFOやディレイ・タイムなどのパラメーターを MIDI
クロック／テンポに同期させることができます。アル
ペジエーター演奏や外部の MIDI シーケンサー演奏の

テンポに同期させて音色やエフェクトをコントロール
することができます。

充実の  512種類のプログラム 

X50には、 512個のユーザー・プログラム、 GM 準拠の 
128+9（ドラムス）個の ROM プリセット・プログラム
が用意されています。工場出荷時には幅広い用途の高品位
プリロード・プログラムが収録されています。

さまざまなサウンドに対応するマルチサンプル
を使用したプログラム
ピアノ、ギターやトランペットなどのアコースティック楽
器、シンセサイザー・サウンドや SE（効果音）など、 470
個のマルチサンプル（オシレーター）を元に、豊富なエ
ディット・パラメーター（フィルターやアンプ等）やエ
フェクト、アルペジエーターを駆使した、プリセット・プ
ログラムが収録されています。

あらゆるジャンルのリズム・パートをサポート
するドラムス・プログラム 
40 個のユーザー・ドラムキットと GM2 準拠の 9 個の  
ROMドラムキットを元に、豊富なエディット・パラメー
ターやエフェクト、アルペジエーターを駆使した、多様な
音楽ジャンルに対応するプリセット・プログラムが収録さ
れています。

ドラムス・プログラムの元となるドラムキットは、鍵盤ご
とにドラムスやパーカッションなどの 518 個のドラムサ
ンプルを自由に割り当てたものです。これらは自分で作成
することができます。鍵盤ごとのサウンドに対してフィル
ターやアンプの設定、エフェクト、独立オーディオ出力へ
のルーティングも行なえます。

プログラムの自由な組み合わせを可能
にする  384種類のコンビネーション 

X50 には、 384 個のユーザー・コンビネーションが用意
されいます。工場出荷時にはアルペジエーターを駆使した
コンビネーションなど、多彩なプリロード・コンビネー
ションが収録されています。

コンビネーションは、最大 8 つのプログラムをレイヤー、
スプリット、ベロシティ・スイッチ等の設定により組み合
わせ、エフェクトや 2つのアルペジエーターを駆使し、プ
ログラムでは実現できないような複雑な音色を作り出す
ことができます。外部音源も同時に組み合わせる設定も可
能です。
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音作りから音場表現までをカバーす
るエフェクター 

X50 のエフェクトは、音作りから音場表現まで幅広く利
用できます。（ ☞ p.9「 HI シンセシス・システムを採用し
た高品位サウンド」の「エフェクト部：」参照） 

4chオーディオ・アウト
オーディオ・アウトプットには、  (MAIN OUTPUT) L/
MONO、 Rのメイン・ステレオ・オーディオ出力に加え、 
2系統の独立オーディオ出力を標準装備しています。オシ
レーター、ドラム、ティンバー／トラックや、インサー
ト・エフェクト通過後の音を自由にルーティングできま
す。

外部シーケンサーから複数トラック
の演奏データを受信するマルチ・
セット  

Multiモードは、外部シーケンサーなどから複数トラック
の演奏データを受信して、発音させる 16トラック MIDI
マルチ・ティンバー音源として使用します。エフェクトや 
2基のアルペジエーターを組み合わせて、単なる MIDIマ
ルチ・ティンバー音源としてではなく、より発展的な音源
として使用することができます。

また、 GM (General MIDI System Level 1) に準拠して
いますので、コンピューター・ミュージックの音源として
も手軽に鳴らすこともできます。

デュアル・ポリフォニック・アルペ
ジエーター
アルペジオ・パターンには、 5個のプリセット・パターン
（ UP、 DOWN、 ALT1、 ALT2、 RANDOM）、 251 個の
ユーザー・アルペジオ・パターンがあります。工場出荷時
には、多種多様なプリロード・アルペジオ・パターンが収
録されています。 

X50 は、一般的なアルペジエーターに加え、鍵盤で弾い
た音程やタイミングを基準にさまざまな和音展開やフ
レーズ展開が可能なポリフォニック・アルペジエーター機
能を備えています。この機能により、ドラムスやベースの
フレーズ、ギターやキーボードのバッキング・リフなど多
彩なパターンが演奏できます。また、微妙にモーションす
るパッド、シンセ、 SE音など音作りの 1部としても効果
が出せます。

さらに、 Combinationモード、 Multiモードでは、 2つの
アルペジオ・パターンを同時に動作できるデュアル・ポリ
フォニック・アルペジエーター構成となっています。ドラ
ムスやベースのプログラムに別々のアルペジオ・パターン
をかけたり、スプリットやベロシティによってアルペジ
オ・パターンを切り替えるなど、強力なパフォーマンスが
可能です。 

USB装備でコンピューターと直接接
続可能 

X50は USB 端子を装備していますので、 MIDIによる送
受信だけでなく、コンピューターに USBケーブル 1本で
簡単に接続し、使用することができます。 X50は Windows
XP、 Macintosh OS X 10.3以降に対応しています。

エディター「 X50 Plug-In Editor」
による DAWソフトウェア上でのエ
ディット対応
付属の「 X50 Editor」、「 X50 Plug-In Editor」は、 
Macintoshまたは Windowsで、 X50のプログラム、コ
ンビネーション、マルチ・セット、ドラムキット、アルペ
ジエーターやグローバル・セッティングのエディット等を
行うアプリケーションです。

「 X50 Editor」は、スタンドアローン・タイプのエディ
ターです。

「 X50 Plug-In Editor」は、 VST、 Audio Units、 RTASフォー
マットに対応したエディターです。 DAW（デジタル・オー
ディオ・ワークステーション）ソフトウェアなどのホス
ト・アプリケーション上で、 X50 をプラグイン・インス
トゥルメントのように扱うことができます。
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1. [PITCH]ホイール、 [MOD]ホイール
ピッチや、モジュレ－ションをコントロ－ルします。

上下方向へ操作することでコントロ－ルします。コント
ロールする機能は、各種プログラム・パラメ－ターやエ
フェクト・パラメーターで設定します。（ ☞ p.39） 

2. [SW1]、 [SW2]キー
プログラムやエフェクト・パラメーターをコントロールし
たり、 [PITCH]ホイールのロック機能などのオン／オフを
切り替えます。

コントロールする機能は、各種プログラム・パラメ－ター
やエフェクト・パラメーターで設定します。 

3. [VOLUME]スライダー 

(MAIN OUTPUT) L/MONO、 R端子とヘッドホン端子か
ら出力する音量を調節します。 

4. REALTIME CONTROLS

 

[SELECT]キー 

[1]～ [4]ノブ
リアルタイム・コントローラーの A /B/C モードを 
[SELECT] キーで選び、演奏時に [1]～ [4] の各ノブを操
作して、音色、エフェクト、 MIDIコントロール・チェン
ジ、アルペジエーター等をコントロールします。（ ☞ p.41、 
p.89） 

5. Arpeggiator

 

X50 のアルペジエーターは、ポリフォニック・アルペジ
エーターです。 

[ARP ON/OFF]キー
アルペジエーター機能のオン／オフを切り替えます。オン
のときはキーが点灯します。（ ☞ p.89）

ノブ  [4]上の LEDは、調節したテンポに対して 4 分音符
のタイミングで点滅します。 

REALTIME CONTROLS Cモード時、 [1]、 [2]、 [3]、 [4]
ノブで、アルペジオ・パターンをリアルタイムに変化させ
ることができます。 

6. MODE
各モードに入るためのキーです。 X50には  4 つのモード
があります。（ ☞ p.19）

キーを押して（ LED点灯）、各モードに入ります。 

[COMBI] キー 

[PROG]キー 

[GLOBAL]キー 

[MULTI]キー 

7. ディスプレイ
ディスプレイに表示されるページ、タブ、パラメーターを
選び、値を設定します。（ ☞ p.15） 

8. CATEGORY
プログラム、マルチサンプル、コンビネーション、ティン
バー／トラックのプログラム、エフェクトやドラムサンプ
ルをカテゴリーから選びます。 

[CATEGORY]キー
このキーを押してカテゴリー・メニューを表示して、リス
トからプログラム等を選択します。カテゴリー・メニュー
が表示されるのは、該当するモード、ページまたはパラ
メーターが選ばれているときです。（ ☞ p.36、 p.46、 p.80、 
p.104） 

9. AUDITION、 Demo Song Player 

[AUDITION]キー  

Programモードで [AUDITION]キーを押すと（キーが点
灯）、プリロードおよびプリセット・プログラムの音色に
適したリフ（フレーズ）が繰り返し鳴ります（オーディ
ション機能）。オーディションを終了するには、もう一度 
[AUDITION] キーを押します。

デモ・ソング・プレイヤー 

[CATEGORY]キーを押しながら [AUDITION]キーを押す
と、 Demo Song Playerページが表示されます。

曲を選び、 [AUDITION] キーを押すと演奏が始まります。
もう一度 [AUDITION]キーを押すと演奏が停止します。 

[EXIT/CANCEL]キーを押すと、このモードから抜けます。
（ ☞ p.8） 

10. VALUEコントローラー
選択したパラメーターの値を設定します。（ ☞ p.20） 

[VALUE]ダイヤル 

[INC]、 [DEC]キー

テン・キー [0]～ [9]、 
[–]、 [./HOLD]、 [ENTER]キー
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11. PAGE、 CURSOR 

[PAGE+] [PAGE–]キー
このキーを押すと 1 タブ単位でページが前後に移動しま
す。 

[MENU/OK] キーを押しながら、このキーを押すと、 0、 
1、 2のように 1ページ単位で前後に移動します。（ ☞ p.19）

クリッカブル・ポインター
クリッカブル・ポインターは多機能なコントローラーで
す。

クリッカブル・ポインター（ [ √ ][ ® ][ π ][ † ]）を傾けるこ
とによって、パラメーターを選択します。
数値等を選択後にセンターを押すと、数値が反転し、 
[

 

π

 
][

 

†

 
] で値を増減できます。数値を確定するには、もう

一度、センターを押します。

また、センターを押すことで、ダイアログを表示したり、
数値等をエディット待機状態にしたり、スイッチのオン／
オフ設定を切り替えたりします。ユーティリティ・メ
ニュー、ページ・メニューまたはテキスト・エディット・
ボタン（ ☞ p.15）上で押すと、選択したコマンドやページ
が表示します。チェックボックスではセンターを押すたび
にオン／オフが切り替わります。また OKや CANCELな
どのボタンを選び、そして押すとそれらが確定します。 

[MENU/OK]キー
このキーを押すと、ページ・メニューを表示します。
（ ☞ p.19） 

[MENU/OK]キーは、他のキーと同時に押したときに、指
定したページへ移動させるなどの使い方ができます。
（ ☞ p.19） 

[MENU/OK]キーを押しながら、テン・キー [0]～ [9]で
ページ・ナンバーを押すと、選んだページへ移動します。 

[MENU/OK]キーを押しながら、 [PAGE+]または [PAGE–]
キーを押すと、 1ページ単位で前後に移動します。

また、ダイアログが開いているときは、ダイアログでの設
定を決定し、ダイアログを閉じます（ OKボタンに相当し
ます）。 

[EXIT/CANCEL]キー
各モードの 0 ページ以外にいるとき、このキーを押すと
そのモードの 0ページに移動します。

ダイアログが開いているときは、ダイアログでの設定を
キャンセルし、ダイアログが閉じます（ Cancel ボタンに
相当します）。また、ユーティリティ・メニューやページ・
メニューが開いているときに押すと、それらが閉じます。 

12. BANK SELECT

 

PROG BANK [A]、 [B]、 [C]、 [D]、 [GM]キー 
COMBI BANK [A]、  [B]、  [C]キー
プログラム、コンビネーションのバンクを切り替えます。
キーの LEDが点灯して現在のバンクを示します。
（ ☞ p.36、 p.43） 

Programモードでは、プログラム・バンクを選びます。 

Combinationモードでは、以下の 2つの機能があります。 

• コンビネーション・バンクを選びます。 

• ティンバーのプログラムにカーソルがあるときは（反
転表示）、プログラム・バンクを切り替えます。
（ ☞ p.55、 p.58） 

Multiモードでは、トラックのプログラムにカーソルがあ
るときは（反転表示）、プログラム・バンクを切り替えま
す。（ ☞ p.68） 

13. UTILITY、 COMPARE 

[UTILITY]キー
ユーティリティ機能を使用するときに押します。
（ ☞ p.21） 

[COMPARE]キー
プログラム、コンビネーションまたはマルチ・セットにお
いて、ライトされている（エディットしていない）サウン
ドと現在エディットしているサウンドとを比較します。
（ ☞ p.21） 

14. ヘッドホン端子
ヘッドホンのステレオ・ミニ・プラグを接続します。 
(MAIN OUTPUT) L/MONOと R 端子からの出力と同じ
信号を出力します。

ヘッドホンの音量は [VOLUME] スライダーで調節しま
す。
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リア・パネル 

1. AUDIO OUTPUT
アンプ、ミキサーなどの INPUT 端子に接続します。 
(MAIN OUTPUT) L/MONO、 Rのメイン・ステレオ・オー
ディオ出力に加え、 2系統の独立オーディオ出力がありま
す。オシレーター、ドラム、ティンバー／トラック、イン
サート・エフェクト通過後の音を自由にルーティングでき
ます。（ ☞ p.25） 

MAIN OUTPUT L/MONO、 R端子  

INDIVIDUAL OUTPUT 1、 2端子  

2. PEDALS
ダンパー・ペダル、フット・スイッチ、フット・ペダルを
接続します。接続することにより、コントロールできる機
能や効果を広げることができます。（ ☞ p.26） 

ASSIGNABLE PEDAL 端子  

ASSIGNABLE SWITCH 端子 

DAMPER 端子  

3. MIDI

 

X50と、 MIDI で接続したコンピューターや他の MIDI機
器を接続します。ノート・データなどの演奏情報やサウン
ド設定などを MIDIで送受信します。（ ☞ p.34） 

MIDI IN 端子 

MIDI OUT 端子 

4. USB

USB端子（ for connecting to computer）
コンピューターを接続するための端子です。コンピュー
ターと X50との間で、ノート・データなどの演奏情報や
サウンド設定などを MIDIで送受信します。（ ☞ p.31） 

USBは、 Universal Serial Bus の略で、コンピューター
との周辺機器でデータをやりとりするためのインター
フェイスです。 

Note:

 

 X50の USB端子は、 MIDIデータの送受信のみが
可能です。 

5. 電源
「電源のオン／オフ」（ ☞ p.23）を参照して、正しい方法
でご使用ください。

電源  スイッチ
電源をオン／オフします。 

ACアダプター電源端子
付属の ACアダプターを接続します。 

AC アダプターは必ず付属のものをお使いください。
他の  AC アダプターを使用した場合、故障などの原
因となります。

コード・フック
接続した付属の ACアダプターのコードをかけます。プラ
グが抜けないように、 AC アダプターのコードを X50 リ
ア・パネルのコード・フックに引っかけて固定します。

プラグの付け根部分を必要以上に曲げないように注

意してください。

124 35
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ディスプレイの名称と機能   

a: カレント・ページ表示
現在選ばれているモードのページを表しています。

左から、モード・ネーム、ページ・ナンバー：ネーム、タ
ブ・ネーム、エディット・セルのパラメーター・ネームが
表示されます。 

b: タブ  
ほとんどのページは複数のタブで分けられています。 
[PAGE+][PAGE–] キーを押してタブを選び、そのページ
を表示します。 

c: パラメーター
ディスプレイにはさまざまな設定を行うためのパラメー
ターが配置されています。クリッカブル・ポインター 
[

 

√

 
][

 

®

 
][

 

π

 
][

 

†

 
]で選びます。 

d: エディット・セル
クリッカブル・ポインター [ √ ][ ® ][ π ][ † ] を操作すると、
ディスプレイのパラメーター表示が反転します。これをエ
ディット・セルといい、反転部分がエディットの対象とな
ります。値の変更方法については「 3. パラメーターの選
択と値の変更」（ ☞ p.20）をご覧ください。 

e: チェック・ボックス
チェック・ボックスをクリッカブル・ポインター [ √ ][ ® ]
[

 

π

 
][

 

†

 
]を操作して選び、 [VALUE]ダイヤルやクリッカブ

ル・ポインター・センター、 [INC][DEC] キーなどの VALUE
コントローラーを操作して、チェック・マークをつける、
またははずします。

チェック・マークをつけるとパラメーターは機能し、
チェック・マークをはずすとパラメーターは機能しませ
ん。

＊ ユーティリティ・メニュー

各ページで [UTILITY]キーを押すと、ユーティリティ・メ
ニューが表示されます。ユーティリティは、そのページで
有効なコマンドです。選択するページによって表示される
ユーティリティが異なります。

ユーティリティの選択と実行方法については「 4. ユー
ティリティの選択と実行」（ ☞ p.21）をご覧ください。

＊ ダイアログ  
ユーティリティ・コマンド等を選択するとダイアログが表
示されます。

パラメーターの選択はクリッカブル・ポインター [ √ ][ ® ]
[

 

π

 
][

 

†

 
]を使用します。パラメーター値は [VALUE]ダイヤ

ルやクリッカブル・ポインター・センター [ π ] [ † ]、 
[INC][DEC] キーなどの VALUEコントローラー（ ☞ p.16）
を操作して入力します。ダイアログでプログラムやコンビ
ネーション・ナンバーなどを選択するときは、 VALUEコ
ントローラーの他に、バンクの入力に PROG BANK/
COMBI BANK キーが使用できます。

実行するときは [MENU/OK] キーを押します。実行しな
いときは [EXIT/CANCEL]キーを押します。ダイアログが
閉じます。 [EXIT/CANCEL]キーは “Cancel”、 “Done”、 
“Exit” に相当します。

＊ テキスト・ダイアログ 

 などのテキスト・ボタンをクリッカブル・ポインター 
[

 

√

 
][

 

®

 
][

 

π

 
][

 

†

 
]で選び、センターを押すと、テキスト・ダ

イアログが表示されます。

このダイアログでテキスト（プログラム、コンビネーショ
ン、マルチ・セットの各ネーム等）をリネームします。
（ ☞ p.108）

＊ ファンクション・ボタン
これらのボタンをクリッカブル・ポインター [ √ ][ ® ]
[

 

π

 
][

 

†

 
]で選び、センターを押すことによって、機能を選

択します。

b: タブ 

a: カレント・ページ表示 d: エディット・セル e: チェック・ボックス 

c: パラメータ 

モード・ネーム パラメータ・ネーム ページ・ナンバー：ネーム 
タブ・ネーム 
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＊ スクロール・バー
リスト等で表示しきれない選択項目やパラメーターがあ
ることを示します。クリッカブル・ポインター [ π ][ † ]等
で移動します。

＊ ページ・メニュー 

Combination、 Program、 Global、 Multi モードで、 
[MENU/OK] キーを押すとそのモードを構成している
ページが一覧で表示できます。

ページを選ぶには、選択するページをクリッカブル・ポイ
ンター [ √ ][ ® ][ π ][ † ]で選び、センターを押します。
（ ☞ p.19「ページ・メニューによる移動」） 

“Page Menu Style” = Icon 設定時 

“Page Menu Style” = List設定時 

Note: 

 

“Page Menu Style” は GLOBAL 0: System,
Preferenceページで設定します。

＊ その他のオブジェクト
スライダーやノブの形をしたオブジェクトのパラメー
ター値を変更するときは、クリッカブル・ポインター 
[

 

√

 
][

 

®

 
][

 

π

 
][

 

†

 
]でそれらを選び、 VALUEコントローラー

の操作で値を変更します。

その他、エフェクトのルーティングなどがあります。

スライダー ノブ

ルーティング

スクロール・バー 
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基礎知識 

X50のモード概要   
X50 には、プログラム／コンビネーションを演奏やエ
ディットしたり、外部 MIDIシーケンサーからの演奏デー
タを X50で再生したり、またはトランスポーズやチュー
ンなど X50 全体に影響する設定を行うなど、さまざまな
機能があります。これらの機能をグループ化したものが
モードです。 X50には 4つのモードがあります。 

Program （プログラム）モード
プログラムは、最も基本となるサウンドです。 
Programモードでは次のことが行えます。 

• プログラムを選択して、演奏します。 

• プログラムをエディットします。

オシレーター（マルチサンプル／ドラムキット）、フィ
ルター、アンプ、 EG、 LFO やエフェクト等の詳細な
エディットが可能です。（ ☞ p.44） 

•

 

1 つのアルペジエーターを設定し、コントロールする
ことができます。 

Combination （コンビネーション）モード
コンビネーションは、複数（最大 8 つ）のプログラムを
組み合わせたもので、単独のプログラムでは実現できない
複雑なサウンドを作り出すことができます。 Combina- 
tion モードでは次のことが行えます。 

• コンビネーションを選択して、演奏します。 

•

 

8 トラックのマルチ・ティンバー音源として使用しま
す。 

• コンビネーションをエディットします。

トーン・アジャスト機能で、ティンバーのプログラム
を簡易エディットができます。

複数ティンバー（プログラム）のボリューム、パン、
レイヤー／スプリットや、エフェクト等を設定します。
（ ☞ p.58） 

•

 

2 つのアルペジエーターを設定し、コントロールする
ことができます。 

Multi（マルチ）モード 
Multiモードは、外部 MIDI シーケンサーからの GMなど
の演奏データを受信し、再生します。 

•

 

16トラックのマルチ・ティンバー音源として使用しま
す。 

• マルチ・セットをエディットします。

トーン・アジャスト機能で、トラックのプログラムを
簡易エディットができます。

複数トラック（プログラム）のボリューム、パン、レ
イヤー／スプリットや、エフェクト等を設定します。
（ ☞ p.67） 

•

 

2 つのアルペジエーターを設定し、コントロールする
ことができます。 

Global （グローバル）モード 
X50全体に関係する設定を行います。 Globalモードでは、
次のことが行えます。 

• マスター・チューン、トランスポーズなど、全体に関
する設定を行います。（ ☞ p.85） 

• リア・パネルに接続するペダル等のコントローラーの
機能を設定します。（ ☞ p.87） 

• グローバル MIDI チャンネル等の本体全体に関わる 
MIDI設定をします。 

• ユーザー・スケールを設定します。（ ☞ p.87） 

• プログラム、コンビネーションのカテゴリー・ネーム
を設定します。 

• ドラムキットを作成します。 

• アルペジオ・パターンを作成します。（ ☞ p.96） 

•

 

MIDI エクスクルーシブ・データのダンプ出力を行い
ます。
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IFX MFX 1

MFX 2

MEQ

Insert / Master Effect

Arpeggiator 

OSC 1 Multi Sample - H
Drum Kit 

Multi Sample - L 

PITCH1 FILTER1 AMP1

OSC 2

Multi Sample - L 

PITCH2 FILTER2 AMP2

Multi Sample - H

IFX MFX 1

MFX 2

MEQ

TRACK 1

TRACK 8

TRACK 2

TRACK 3

TRACK 4

TRACK 5

TRACK 6

TRACK 7

Insert /Master Effect

Arpeggiator - A

Arpeggiatpr - B

TRACK 9

TRACK 16

TRACK 10

TRACK 11

TRACK 12

TRACK 13

TRACK 14

TRACK 15PROGRAM

PROGRAM

PROGRAM

PROGRAM

PROGRAM

PROGRAM

PROGRAM

PROGRAM

PROGRAM

PROGRAM

PROGRAM

PROGRAM

PROGRAM

PROGRAM

PROGRAM

PROGRAM

PROGRAM

IFX MFX 1

MFX 2

MEQ

TIMBRE 1

TIMBRE 8

TIMBRE 2

TIMBRE 3

TIMBRE 4

TIMBRE 5

TIMBRE 6

TIMBRE 7

PROGRAM

PROGRAM

PROGRAM

PROGRAM

PROGRAM

PROGRAM

PROGRAM Insert /Master Effect

Arpeggiator - A

Arpeggiatpr - B

PROGRAM MODE

MULTI MODE

COMBINATION MODEGLOBAL MODE

Drum Sample / Sample - L

 Drum Sample / Sample - H
Key
Assign

ARPEGGIATOR PATTERN

User Pattern: Preset-0 - 4

DRUM KIT

User Pattern: U000 - 250
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基本的な操作方法 

X50の電源立ち上げ後、以下のような手順でモード、ペー
ジを選び、エディットなどの作業をします。 

1. モードの選択 

•

 

X50の各機能を使用するときは、最初にモードを選び
ます。

フロント・パネルのモード・キーを押して、各モード
に入ります。 

[COMBI]キー：  Combination（コンビネーション）モード 

[PROG]キー：  Program（プログラム）モード 

[GLOBAL]キー：  Global（グローバル）モード 

[MULTI]キー：  Multi（マルチ）モード 

2. ページ、タブの選択
モード内にはさまざまなパラメーターがあります。これら
はページ・グループごとに分けられています。
さらに 1 つのページは、最大で 8 つのタブ（見だし）で
分けられています。 

• 選択したいモードが選ばれていることを確認してくだ
さい。

モードを選択するには、上記「 1. モードの選択」を参
照してください。

ここでは Combinationモードを例として説明します。 
[COMBI]キーを押してください。 

Note: 

 

COMBI 0: Play ページが表示されます（ディスプ
レイ左上で確認できます）。 
Globalモードを除く Combination、 Program、 Multiモー
ドでは、通常、この 0: Play ページで演奏します。また同
時に簡単な音作り（エディット）もできます。そして、 1
ページ（ COMBI 1: Ed-Tone Adjustなど）以降で詳細な
エディットを行います。

ページの選択

ページ・メニューによる移動
各モードで [MENU/OK] キーを押すと、そのモードを構
成しているページが一覧で表示できます。   

1.

 

[MENU/OK]キーを押します。

ページ・メニューが表示されます。 
[MENU/OK] キーを押したときにいたページは、目印
として表示が反転しています。 

2. 表示したいページをクリッカブル・ポインター [ √ ][ ® ]
[

 

π

 
][

 

†

 
]で選びます。 

3. 選んだら、クリッカブル・ポインターのセンターを押
します。

選択したページにジャンプし、そのページが表示され
ます。

ここでは例として “Key Zone” を選んでください。 5:
Ed–Key Zoneページが表示されます。 

Note: それぞれで選ばれるページは直前に選んでいたタ
ブのページです。 

Note:

 

 Globalモードの “Page Menu Style” を Listに設
定すると、下図のようにページとタブを選び、移動するこ
とができます。（手順 2は “Page Menu Style” = Icon設
定時の表示です。） 

[MENU/OK]キー＋ [PAGE+] [PAGE–]キーに
よる移動 
•

 
[MENU/OK]キーを押しながら、 [PAGE+]（ [PAGE–]）
キーを押します。 

Combinationモードでは、 0: Play←→ 1: Ed–Tone Adjust
←→  2: Ed–Timbre Param ←→ 3: Ed–MIDI Filter 1←→・・・
のようにページ単位で移動します。それぞれで選ばれる
ページは直前に選んでいたタブのページです。
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[MENU/OK]キー＋テン・キー  [0]～  [9]キー
による移動 
•

 
[MENU/OK] キーを押しながら、表示するページ・ナ
ンバーをテン・キー [0]～ [9]で指定します。

指定したページ・ナンバーを表示します。それぞれで
選ばれるページは直前に選んでいたタブのページで
す。 

[EXIT/CANCEL]キー 

•
 

[EXIT/CANCEL]キーを押すと、どのページからでも、 
0ページへ移動します。

タブの選択 

[PAGE+] [PAGE–]キー
このキーを押すと 1タブ単位で前後に移動します。 

1.

 

[PAGE+] キーを押すと、次（右側）のタブで仕切られ
たページが表示されます。（ [PAGE–]キーを押すと、前
（左側）のタブで仕切られたページが表示されます。）

図例では、 COMBI 0: Playの Combinationページか
ら Progページが表示されています。 

2.

 

[PAGE+] または [PAGE–] キーを押していくと、順番
にタブが切り替わります。ページの一番後ろのタブが
表示されているときは、次ページの 1つめのタブが選
ばれます。また、ページの一番前のタブが表示されて
いるときは、前ページの最後のタブが選ばれます。 

3. パラメーターの選択と値の変更 

1. クリッカブル・ポインター [ √ ][ ® ][ π ][ † ] でエディッ
トするパラメーターを選びます。

表示が反転し、ディスプレイ右上にパラメーター名が
表示されます。（エディット・セル） 

2. エディット・セルのパラメーター値は、 VALUE コン
トローラー（ [VALUE]ダイヤル、 [INC][DEC]キー、テ
ン・キー [0]～ [9]、 [–]キー、 [./HOLD] キー、 [ENTER]
キー）またはクリッカブル・ポインターで設定します。

また、パラメーターによっては、 PROG BANKキーで
プログラム等のバンクを設定したり、パラメーターの
値を設定します。また [ENTER] キーを押しながら鍵
盤を押して、ノートやベロシティ値を入力するキー
ボード入力が可能です。 

Note: 

 

[COMPARE] キーを押すことによって、エディッ
ト前の音と後の音を比較することができます。 

VALUEコントローラー 

[VALUE]ダイヤル
選択したパラメーターの値を増減します。選択項目などが
多く、スクロールするときに便利です。 

[INC]、 [DEC]キー
選択したパラメーターの値を 1ステップずつ増減します。
細かな設定を行うときに使用すると便利です。

クリッカブル・ポインター
数値等を選択後にクリッカブル・ポインターのセンターを
押すと、数値が反転し、 [ π ][ † ] で値を増減できます。数
値を確定するには、もう一度、センターを押します。

また、センターを押すことで、チェック・ボックスやス
イッチのオン／オフを切り替えることができます。

テン・キー [0]～ [9]、 
[–]、 [./HOLD]、 [ENTER]キー
パラメーターの値を数値で入力します。入力する値が分
かっているときに便利です。テン・キー [0]～ [9]、 [–]お
よび  [ . /HOLD] キーを使用して、値を入力した後、 
[ENTER]キーを押して決定します。  

[–]キーは、パラメーター値の符号（ +/–）を切り替えます。 

[./HOLD]キーは、小数点を入力します。また Programま
たは Combination モードの P0: Play ページでは、この
キーを押すごとにカテゴリー機能、 10’s ホールド機能が
使用できます。 

[ENTER] キーを押しながら、鍵盤を押すことによって、
次の入力ができます。
ノート・ナンバー（ G4、 C#2など）を設定するパラメー
ターでは、 [ENTER] キーを押しながら鍵盤を押すことに
よって、対応するノート・ナンバーを直接入力できます。
また、ベロシティ値を設定するパラメーターでは、ベロシ
ティ値を直接入力できます。 

[ENTER]キー＋鍵盤（音名、ベロシティの入
力など）
パラメーターの値として音名を入力するときや、ベロシ
ティの値を入力するときは、 X50 の鍵盤を使うことがで
きます。 [ENTER] キーを押しながら、値として入力する
鍵盤を押すと、その音名やそのときのベロシティ値が入力
されます。 

Global 4: Drum Kit の画面が表示されているときに 
[ENTER] キーを押しながら鍵盤を押すと、押した鍵盤に
割り当てられている設定が呼び出されます。（ベロシティ
値を設定するパラメーターが選ばれている場合は、そこに
ベロシティ値を入力します。）

また、 [ENTER] キーを繰り返し押すタイミングで、テン
ポを設定できます（タップ・テンポ）。 

PROG BANK [A]、  [B]、  [C]、  [D]、  [GM]キー  
COMBI BANK [A]、 [B]、 [C]キー
プログラム、コンビネーションのバンクを切り替えます。
キーの LEDが点灯して現在のバンクを示します。 

Programモードでは、プログラム・バンクを選びます。



 

は
じ
め
に
 

基本的な操作方法 

21

 

Combination モードでは、以下の 2つの機能があります。 

• コンビネーション・バンクを選びます。 

• ティンバーのプログラムにカーソルがあるときは（反
転表示）、プログラム・バンクを切り替えます。 

Multiモードでは、トラックのプログラムにカーソルがあ
るときは（反転表示）、プログラム・バンクを切り替えます。 

[COMPARE]キー
エディットしているプログラムやコンビネーションの音
色と、エディット前の（保存されている）音色を比較する
ときに使用します。

プログラム、コンビネーションのエディット中にこのキー
を押すと（ LED点灯）、そのプログラム・ナンバー、コン
ビネーション・ナンバーに最後にライト（保存）した設定
が呼び出されます。もう一度押すと（ LED消灯）、元のエ
ディット中の設定に戻ります。 

[COMPARE] キーを押して呼び出した設定（保存されて
いる設定）をエディットしてしまうと、その時点で LED
は消灯し、もう一度押しても [COMPARE]キーを押す前
の設定には戻りません。 

Globalモードではコンペア機能は効きません。 

4. ユーティリティの選択と実行

ユーティリティは、ライト（保存）やコピー機能など、
ページごとに有効なコマンドです。選択するページによっ
て使用できるユーティリティが異なります。

例えば、 Programモードには、ライト（保存）を行うユー
ティリティや、エディットするときに便利なオシレーター
／エフェクトのコピー機能や、 2 つの EG を一緒にエ
ディットするシンク機能などのコマンドがあります。 

1.

 

[UTILITY]キーを押します。

ユーティリティ・メニューが表示されます。 

2. クリッカブル・ポインター [ π ][ † ] でコマンドを選び
ます。 

3. クリッカブル・ポインターのセンターを押します。

選んだユーティリティのダイアログが表示されます。

（また、もう一度 [UTILITY] キーを押す、もしくは 
[MENU/OK]キーを押すことによってもダイアログは
表示します。）

チェック・タイプのコマンドについては、ダイアログ
は表示しないで、その状態を切り替えます。 

Note:

 

 [ENTER]キーを押しながら、テン・キー [0]～ 
[9] を押すと、メニューを表示させることなく、 10 番
目までのユーティリティのダイアログが表示します。 

4. ダイアログのパラメーターは、クリッカブル・ポイン
ター [ √ ][ ® ][ π ][ † ]で選択します。 

5. パラメーター値は [VALUE]ダイヤルやクリッカブル・
ポインターのセンター、 [ π ][ † ]、 [INC][DEC] キーな
どの VALUE コントローラーを操作して入力します。
ダイアログでプログラムやコンビネーション・ナン
バーなどを選択するときは、 VALUE コントローラー
の他に、バンクの入力に PROG BANK/COMBI BANK
キーが使用できます。 

6. 実行するときは [MENU/OK]キーを押します。

実行しないときは [EXIT/CANCEL] キーを押します。 
[EXIT/CANCEL]キーは “Cancel”、 “Done”、 “Exit”
に相当します。

ダイアログが閉じます。 

• ユーティリティ・メニューが表示されているときに、 
[EXIT/CANCEL]キーを押すとメニューが閉じます。 

5. ライト（保存方法）
エディットをした後は、必要に応じてライト（保存）して
ください。

例えば、プログラムをエディットしたときに、他のプログ
ラムを選んだり、電源をオフにすると、エディットしてい
た内容は消えてしまいます。コンビネーションやマルチ・
セットについても同様です。

また、 Global モードでエディットした各設定は、電源を
オンにしている間は内容を記憶していますが、電源をオフ
にするとエディットしていた内容は消えてしまいます。

ライトについては以下のページをご覧ください。 

• プログラム　 ☞ p.43 
• コンビネーション　 ☞ p.59 
• マルチ・セット　 ☞ p.73 
• グローバル・セッティング（ページ 0～ 3）　 ☞ p.88 
• ドラムキット　 ☞ p.106 
• アルペジオ・パターン　 ☞ p.101 
• 「データの保存」 ☞ p.111
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セットアップ

電源のオン／オフ 

ACアダプターの接続 

Note:

 

 X50の電源スイッチが STANDBY（押し出されて
いる状態）になっていることを確認してください。 

1. 付属の ACアダプターのプラグを X50 リア・パネルの
電源端子に接続します。 

2. 電源コードのコネクターを AC アダプターに接続しま
す。 

3. 付属の AC アダプターには、アース端子がついていま
す。感電と機器の損傷を防ぐためにアース接続を確実
に行って、コンセントに接続してください。

電源は必ず AC100Vを使用してください。

接地コンセントに接続する場合は、直接プラグをコン
セントに差し込んでください。 

AC アダプターは必ず付属のものをお使いください。
他の AC アダプターを使用した場合、故障などの原
因となります。

アースターミナル付きコンセントに接続する場合は、 
2P-3P変換器（市販）をプラグに付け、アース線を接
続した後にコンセントに差し込んでください。

アースターミナル付きコンセントでは、必ずアース
端子を先に接続してからコンセントにプラグを差し
込んでください。コンセントから外す場合は、必ず
プラグを先に抜いてからアースを外してください。

接続方法が分からないときは、コルグお客様相談窓
口にご相談ください。 

4. プラグが抜けないように、 AC アダプターのコードを 
X50リア・パネルのコード・フックに引っかけて固定
します。このときプラグの付け根部分を必要以上に曲
げないように注意してください。

電源オン 

1.

 

X50の [VOLUME]スライダーを下げます。
パワード・モニターやステレオ・アンプ等を接続して
いるときは、それらの機器のボリュームを最小にして
ください。 

2.

 

X50リア・パネルの電源スイッチを押して、電源をオ
ンにします。

ディスプレイに機種名、ソフトウェアのバージョンが
表示されます。

（下図は工場出荷時の表示です。 Version表示は予告な
く変更される場合があります。） 

3.

 

X50 から音声を送るパワード・モニターやステレオ・
アンプ等の電源をオンにします。 

4.

 

X50の [VOLUME]スライダーを適当の位置まで上げ、
パワード・モニターやステレオ・アンプのボリューム
を調節します。 

Note:  電源オンにしたときの状態は、 “Power  On
Mode”の設定により異なります。（ ☞ p.86）

コード・フック 

ACアダプター 

電源端子 1

2

電源コード 3

4

コード・フックにコー
ドを引っかけるとき
に、この部分を必
要以上に曲げない
ように注意してく
ださい。 

プラグをコンセン 
トに接続する。 

ACアダプターの接続 

電源スイッチ 

アースターミナル付
きコンセント 

2P-3P変換器
（市販） 

アース線 2P-3P変換器（市販） 

電源コード 

接地コンセント 
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電源オフ
エディットをした後は、必要に応じてライト（保存）

してください。
プログラムをエディットしたときに、他のプログラ
ムを選んだり、電源をオフにすると、エディットし
ていた内容は消えてしまいます。コンビネーション

やマルチ・セットについても同様です。
また、 Global モードでエディットした各設定は、電
源をオンにしている間は内容を記憶していますが、

電源をオフにするとエディットしていた内容は消え
てしまいます。 

1.

 

X50の [VOLUME]スライダーを下げます。

また、パワード・モニターやステレオ・アンプのボ
リュームを 0にします。 

2. パワード・モニターやステレオ・アンプ等の電源をオ
フにします。 

3.

 

X50の電源スイッチを押して、電源をオフにします。

内部メモリーへデータが書き込まれている間は、絶
対に電源をオフにしないでください。

処理中に電源をオフにすると、メモリーへの書き込
みが正常に終了しません。このような場合、再度電
源をオンにすると X50は内部メモリーを正常化する
ために、自動的にイニシャライズ（初期化）します。
これは故障ではありません。

以下の操作時に、内部メモリーへデータが書き込ま

れます。データの書き込み処理をしている間は、ディ
スプレイに “Now writing into internal memory”
が表示されます。 

•

 

Program、 Combination、 Multi set、 Global Setting、 
Drum Kits、 Arpeggio Patternsのライト（アップデー
ト） 

•

 

Program、 Combination、 Multi set、 Global Setting、 
Drum Kit、 Arpeggio Patternの Preload Dataロード時 

•

 

Program、 Combination、 Multi set、 Global Setting、 
Drum Kit、 Arpeggio Pattern の MIDIダンプ・データ
受信
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接　続
各接続は、必ず電源オフの状態で行ってください。
不注意な操作を行うと、スピーカー・システム等を
破損したり、誤動作を起こす原因となりますので十

分に注意してください。

基本接続
次の接続図を参考にして、オーディオ・ケーブルを接続し
てください。

オーディオ出力機器の接続
アンプ内蔵のモニター・スピーカー（パワード・モニター）
や、オーディオ・システムなどに接続して、 X50 のサウ
ンドを出力します。 

MAIN OUTPUT L/MONO、 Rの接続
アンバランス型フォーン・タイプのメイン出力端子です。
音量は [VOLUME]スライダーで調節します。工場出荷時
のすべてのプログラム、コンビネーションはこの端子から
出力します。

プログラムやコンビネーションをエディットするときや、
外部 MIDI シーケンサーを使って Multi モードでプレイ
バックさせるとき、 “BUS Select” を “L/R”に設定する
と、この端子から出力することができます。 

1.

 

(MAIN OUTPUT) L/MONO、 R 端子と、パワード・
モニターやミキサーなどの INPUT端子を接続します。

ステレオで出力するときは、 (MAIN OUTPUT) L/
MONO端子と R端子へ接続します。モノラルで出力
するときは、 (MAIN OUTPUT) L/MONO端子へ接続
します。できるだけステレオで再生することをおすす
めします。

オーディオ・ステレオ・アンプや外部入力端子のある
ステレオ・ラジカセなどで再生するときは、 LINE IN
または AUX IN、外部入力を書かれている端子に接続
してください（必要に応じてプラグ変換アダプター・
ケーブルなどをご用意ください）。

オーディオ・ステレオ・アンプに接続した場合、大
音量で鳴らすとスピーカー・システムを破損するこ
とがありますので音量を上げすぎないよう注意して

ください。 

INDIVIDUAL OUTPUT 1、 2の接続
必要に応じて、 2系統のインディビジュアル（独立）出力
を接続します。アンバランス型フォーン・タイプのイン
ディビジュアル（独立）出力端子です。 

(MAIN OUTPUT) L/MONO、 R端子とは別に、 X50の音
を独立させて出力できます。レコーディングや複雑なライ
ブ設定などに使用すると便利です。 

1.

 

(INDIVIDUAL OUTPUT) 1、 2 端子とミキサー等の 
INPUT端子を接続します。 

Note:

 

 [VOLUME] スライダーで 1、 2 端子の音量を調節
できません。 

Note:

 

 “BUS Select” を 1、 2または 1/2に設定すると、
この端子から出力します。

パワード･モニター 

電源スイッチ 

オーディオ出力機器の接続 

RL/MONO

PHONES

ヘッドホン 

INPUTINPUT
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ヘッドホン 

1. ヘッドホンを使用するときは、 X50の前部左端にある
ヘッドホン端子に接続します。

ヘッドホンの音量は [VOLUME] スライダーで調節し
ます。 X50 のヘッドホン端子は (MAIN OUTPUT) L/
MONOと R端子からの出力と同じ信号を出力します。 

Note: 

 

(INDIVIDUAL OUTPUT) 1、 2をモニターする場合
は外部ミキサー経由で使用してください。

ダンパー・ペダル、フット・ス
イッチ、フット・ペダルの接続
ダンパー・ペダル、フット・スイッチ、フット・ペダルを
接続することにより、以下のようにコントロールできる機
能や効果が広がります。

ダンパー・ペダルは、演奏時にダンパー効果をかけること
ができます。
フット・スイッチは、ソステヌート、ソフト・ペダル効果
のオン／オフ、アルペジエーターのオン／オフ、プログラ
ムやコンビネーションの切り替え、タップ・テンポ等をコ
ントロールできます。
フット・ペダルは、音量やモジュレーション等をコント
ロールできます。

ダンパー・ペダルの接続 

DAMPER端子は、別売の DS-1Hダンパー・ペダルを接
続することによって、ハーフ・ダンパー効果が得られます。 

1.

 

DAMPER端子に別売の DS-1Hダンパー・ペダルを接
続します。 

DS-1Hを接続した場合、ハーフ・ダンパー効果が得ら
れます。それ以外のスイッチ・タイプのペダルを接続
した場合、ダンパー・スイッチとして機能します。 

2. 電源オン後、ハーフ・ダンパー・ペダルをより確実に
動作させるために、スイッチの極性とハーフ・ダンパー
の調整をしてください。（ ☞ PG p.77、 p.80）

フット・スイッチの接続 

ASSIGNABLE SWITCH 端子は、別売の PS-1 ペダル・
スイッチ等のオン／オフを切り替えるタイプのフット・ス
イッチを接続することによって、サウンドやエフェクトに
モジュレーションをかけたり、タップ・テンポの設定等が
できます。

選択しているプログラム、コンビネーション、マルチ・
セットに関係なく常に同じ動作をします。 Global モード
の 0:System, Footページで機能を設定します。 

1.

 

ASSIGNABLE SWITCH端子に、別売の PS-1などの
フット・スイッチを接続します。 

2. 電源オン後、フット・スイッチでコントロールする機
能や、フット・スイッチの極性を GLOBAL 0: System,
Foot ページの “Foot SW Assign”、 “Foot SW
Polarity”で設定します。（ ☞ p.87）

パワード･モニター 

ミキサー 

R
1

2L/MONO

INPUTINPUT
 

PHONES

ヘッドホン 

SWITCH DAMPERPEDAL
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フット・ペダルの接続 

ASSIGNABLE PEDAL端子は、別売の EXP-2フット・コ
ントローラー、 XVP-10エクスプレッション／ボリューム・
ペダルを接続することによって、サウンドやエフェクトに
モジュレーションをかけたり、全体のボリュームを調節す
ることができます。

選択しているプログラム、コンビネーション、マルチ・
セットに関係なく常に同じ動作をします。 Global モード
の 0: System, Footページで機能を設定します。 

1.

 

ASSIGNABLE PEDAL 端子に、別売の XVP-10 また
は EXP-2を接続します。 

2. 電源オン後、フット・ペダルでコントロールする機能
を GLOBAL 0: System, Foot ページの “Foot Pedal
Assign”で設定します。（ ☞ p.87）

コンピューターとの接続 

X50 をコンピューターと接続して、入力用キーボード兼 
MIDI音源として使用することができます。

また、付属のエディターを使用してコンピューター上で 
X50をエディットすることができます。 

X50とコンピューターを接続する方法は、次の 2 とおり
です。 

•

 

USBケーブルで接続する。 

Note: 下記の「 KORG USB-MIDIドライバ動作環境」
の条件を満たすコンピューターと X50を USBで接続
するときは、 KORG USB-MIDI Driver を使用してく
ださい。 

• 市販の MIDI インターフェイスを使ってコンピュー
ターと X50を MIDI端子経由で接続する。 

KORG USB-MIDIドライバとエディ
ター・ソフトウェアの動作環境 

CD-ROMの内容
□ X50 Editor/Plug-In Editor 

(for Windows XP / Mac OS X)

□ KORG USB-MIDI Driver 
(for Windows XP / Mac OS X)

□ パラメーター・ガイド（ PDF）

□ Editor/Plug-In Editor取扱説明書（ PDF）

□ ソフトウェア使用許諾契約（ PDF）

使用前のご注意 

• 本製品のソフトウェアの著作権は、すべて（株）コル
グが所有しています。 

• 本製品のソフトウェアの使用許諾契約が別途に付属さ
れています。ソフトウェアをインストールする前に、
必ずこの使用許諾契約をお読みください。ソフトウェ
アをインストールすると、この契約にご同意いただい
たことになります。 

KORG USB-MIDIドライバ動作環境 

Windows:
対応コンピューター :
Microsoft Windows XP の動作環境を満たす USB ポー
ト搭載のコンピューター

対応  OS:
Microsoft Windows XP Home Edition/Professional/
x64 Edition（ x64 Edition 用ドライバはベータ版です。）
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Macintosh: 
対応コンピューター : 
Mac OS Xの動作環境を満たす USBポート搭載の Apple
Macintosh

対応  OS:
Mac OS X 10.3 以降

上記の環境を満たしていても、お客様がご使用にな
るコンピューターによっては動作しないこともあり

ます。あらかじめご了承ください。 

X50 Editor/Plug-In Editor動作環境 

X50 とコンピューターを USB で接続して、 X50
Editor/Plug-In Editorを使用するときは、必ず  KORG
USB-MIDI Driverをインストールしてください。 

X50 Editorおよび X50 Plug-In Editorは、  OS上に
複数起動することができません。そのため、同時に 
2 台以上の X50を、これらのエディターでエディッ
トすることはできません。 

Windows

 

• 対応コンピューター 

CPU: Intel Pentium Ⅲ / 1 GHz以上
メモリ : 256MB以上
モニタ : 1,024 x 768、 16bitカラー以上 
Microsoft Windows XP の動作環境を満たす USB
ポート搭載のコンピューター 

• 対応 OS

Microsoft Windows XP Home Edition/
Professional Edition Service Pack 1以降 

Macintosh

 

• 対応コンピューター 

CPU: Apple G4/400MHz以上
メモリ : 256MB以上
モニタ : 1,024 x 768、 32000色カラー以上 
Mac OS X の動作環境を満たす USB ポート搭載の 
Apple Macintosh

 

• 対応 OS

Mac OS X v.10.3.9以降 

Windows XP:
KORG USB-MIDIドライバとエディ
ター・ソフトウェアのインストール  

microX/X50アプリケーション・インス
トール 

microX/X50アプリケーション・インストーラーは、付属
する CD-ROM に収録されている KORG USB-MIDI
Driver Tools や X50 Editor/Plug-In Editor を自動的にイ
ンストールします。 

Note: 

 

X50とコンピューターの USBでの接続は、 KORG
USB-MIDI Driver Tools をインストールしてから行って
ください。 

1. 付属  CD-ROM をコンピューターの CD-ROMドライ
ブに挿入します。

通常、「 microX/X50 Application Installer」が自動的
に起動します。

コンピューターの設定などで自動的に起動しない場合
は、  CD-ROM の中の「 KorgSetup.exe」をダブルク
リックします。 

2. リストから「 KORG X50 MUSIC SYNTHESIZER」を
選択して、 [次へ ]をクリックします。 

3. インストールしたいアプリケーションをリストから選
び、  [Install]をクリックします。

順次、選んだアプリケーションのインストールが始ま
ります。  

4. 画面の指示に従って、それぞれのアプリケーションを
インストールします。

手順  2の画面のように設定した場合、はじめに KORG
USB MIDI Driver Tools Installerの画面が表示されま
す。  

•［次へ＞］をクリックします。
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•「使用許諾契約書」が表示されますので、内容をよく
確認の上、同意される場合は［同意する］をクリッ
クしてから［次へ＞］をクリックします。 

• インストール先を設定します。画面にはインストー
ル先のフォルダーが表示されるので、変更したい場
合は［変更］を押してインストール先を選択してく
ださい。 

•［次へ  >］をクリックし、インストールを開始します。 

• インストールが終了したら［完了］をクリックして
終了します。

同様の操作で、次のアプリケーションをインストール
してください。 

5. 手順 2で、 X50 Editor/X50 Plug-In Editor を選んだ
場合は、 Installer の画面でインストールするアプリ
ケーションを選択します。 

•

 

Editor(Standalone)、 Plug-In Editor(VST)、 Plug-In
Editor(RTAS)から必要なアプリケーションを順番に
選び、インストールします。

例えば、スタンドアローン版をインストールすると
きは、［スタンドアローン版のインストール］をク
リックします。そして、画面の指示に従って、イン
ストールを行い、正常にインストールされたときは、
［閉じる］をクリックします。

プラグイン版をインストールする場合は、 Installer
の画面でお使いになるフォーマットのプラグイン版
をクリックして、インストールしてください。 

• 必要なアプリケーションのインストールが終了した
ら、［インストールの終了］をクリックして、インス
トールを終了します。 

6. 選択したすべてのアプリケーションのインストールが
終了したら、 [Finish] をクリックしてアプリケーショ
ン・インストーラーを終了させます。 

7.

 

X50 を初めてコンピューターの USBポートに接続す
ると、自動的に Windows 標準の USB-MIDI ドライ
バがインストールされます。
ご使用になる USBポートに対して、 KORG USB-MIDI
Driver for Windows XPを次の手順でインストールし
直してください。 

KORG USB-MIDI Driverのインストール 

1. コンピューターへ KORG USB-MIDI Driver Tools の
インストールを済ませておいてください。
そして、コンピューターの OSを起動し、 X50の電源
をオンにします。（ ☞ p.23） 

Note:

 

 ドライバーのインストールは USB のポートご
とに必要です。 KORG USB-MIDI Driver for Win- 
dows XPをインストールしたときと異なる USBポー
トに X50を接続して使用する場合は、同様の手順で新
たに KORG USB-MIDI Driver をインストールし直し
てください。 

2.

 

X50 の USB 端子とコンピューターの USB ポートを 
USBケーブルで接続します。

コネクタの向きに注意し奥まで確実に差し込みます。 

Windowsが X50の接続を認識します。

そして、標準のドライバが自動的にインストールされ
ます。 

3. タスクバーの［スタート］→［すべてのプログラム］
→［ KORG］→［ KORG USB-MIDI Driver Tools］→
［ KORG USB-MIDIデバイスのインストール］を選び、
セットアップ・ユーティリティーを起動します。

上部のリストに現在コンピューターに接続されている 
KORG USB-MIDI デバイスが表示されます。下部に
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は、これからインストールする KORG USB-MIDI
Driverのバージョン情報が表示されます。 X50を上部
のリストから選択し、［ Install］をクリックします。ド
ライバのインストールが始まります。 

4. インストールの途中、デジタル署名認証の警告ダイア
ログが表示される場合がありますが、［続行］をクリッ
クして先に進めます。 

5. ドライバのインストールが終了しました。［ Finish］を
クリックして、インストーラーを終了させます。 
Windowsの再起動を求められた場合には、［はい］を
選んで再起動させてください。 

Note: インストール、セットアップの詳細やアンインス
トール等については、コンピューター上の「インストー
ル・マニュアル」（ HTML）をご覧ください。「インストー
ル・マニュアル」を表示するには、タスクバーの［スター
ト］→［すべてのプログラム］→［ KORG］→［ KORG
USB-MIDI Driver Tools］→［インストール・マニュア
ル］を選びます。 

X50とドライバのポートについて 

KEYBOARD ポート
本機の MIDI メッセージ（鍵盤やコントローラーのデー
タ）をコンピューターのアプリケーションで受信するとき
に使用します。 

SOUNDポート
コンピューターのアプリケーションの MIDIメッセージを
本機の内部音源で発音させるときに使用します。 

X50 Editor/Plug-In Editorの
セットアップ 

X50 Editor./Plug-In Editor のセットアップや使用方法に
ついては、「 Editor/Plug-In Editor取扱説明書」（ PDF）を
ご覧ください。 

Mac OS X:
KORG USB-MIDIドライバとエディ
ター・ソフトウェアのインストール  

KORG USB-MIDI Driverのインストール 

Note: 「 KORG USB-MIDIドライバ動作環境」（ ☞ p.27）
の条件を満たすコンピューターと X50 を USB で接続す
るときは、 KORG USB-MIDI Driverを使用してください。 

1. 付属  CD-ROM をコンピューターの CD-ROMドライ
ブに挿入します。 

2.

 

CD-ROMの中の「 KORG USB-MIDI Driver」フォル
ダ内にある「 KORG USB-MIDI Driver.pkg」をダブル
クリックして、インストーラーを起動します。 

3.

 

OS のバージョンによっては、ここで認証のダイアロ
グが表示されます。その場合は、パスワードを入力し
［ OK］をクリックします。インストーラーが起動する
と、以下の画面が表示されますので、［続ける］をク
リックします。 

4.「大切な情報」が表示されますので、内容を確認してか
ら［続ける］をクリックします。 

5.「使用許諾契約」が表示されますので、内容をよく確認
の上［続ける］をクリックします。
ソフトウェア使用許諾契約同意のダイアログが表示さ
れますので、同意される場合は［同意します］をクリッ
クします。 

6.「インストール先を選択」の画面が表示されますので、
インストール先を選択し［続ける］をクリックします。
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7.「簡易インストール」のダイアログが表示されます。［イ
ンストール］をクリックします。 

8.

 

OS のバージョンによっては、ここで認証のダイアロ
グが表示されます。その場合は、パスワードを入力し
［ OK］をクリックします。 

9. 正常にインストールされたら、［閉じる］をクリックし
てインストーラーを終了します。 

X50とドライバのポートについて 

KEYBOARDポート
本機の MIDI メッセージ（鍵盤やコントローラーのデー
タ）をコンピューターのアプリケーションで受信するとき
に使用します。 

SOUNDポート
コンピューターのアプリケーションの MIDIメッセージを
本機の内部音源で発音させるときに使用します。 

X50 Editor/Plug-In Editorの
インストール 

Mac OS Xへのインストールは以下の手順で行います。 

1. 付属 CD-ROMをコンピューターの CD-ROMドライ
ブに挿入します。 

2.

 

CD-ROMの中のエディター用フォルダ「 X50 Editor」
内にある「 X50 Editor Installer.pkg」をダブルクリッ
クして、インストーラーを起動します。 

3. 画面の指示に従って、アプリケーションをインストー
ルします。

表示される画面ついては、「 KORG USB-MIDI Driver
のインストール」（ ☞ p.30）を参照してください。 

4. 正常にインストールされたら、［再起動］をクリックし
ます。 

Note: 

 

Mac OS X の場合、プラグイン版も所定のフォル
ダにインストールされます。 

X50 Editor/Plug-In Editorの
セットアップ 

X50 Editor/Plug-In Editor のセットアップや使用方法に
ついては、「 Editor/Plug-In Editor取扱説明書」（ PDF）を
ご覧ください。 

X50の USB端子接続とセットアップ 

USB端子（ for connecting to computer） 

X50の USB端子は、 X50とコンピューターを接続するこ
とによって、コンピューターと X50 との間で、ノート・
データなどの演奏情報やサウンド設定などを MIDIで送受
信します。 

Note:

 

 X50 の USB端子は、 MIDI データの送受信のみが
可能です。 

Note: 「 KORG USB-MIDIドライバ動作環境」（ ☞ p.27）
の条件を満たすコンピューターと X50 を USB で接続す
るときは、 KORG USB-MIDI Driverを使用してください。 

1.

 

X50 の USB 端子とコンピューターの USB ポートを 
USBケーブルで接続します。

コネクターの向きに注意し奥まで確実に差し込みま
す。 

2.

 

X50の Globalモードで、必要な各設定を行います。

後述の「 X50 の Global モードでの各設定」を参照し
てください。 

MIDIによるコンピューターとの接続
市販の MIDI インターフェイスを使って、コンピューター
と接続することができます。 

1.

 

X50 の MIDI OUT 端子と MIDI IN 端子を、 MIDI イ
ンターフェイスを介したコンピューターに接続しま
す。 

MIDI インターフェイスについては、 MIDI インター
フェイスに付属されている取扱説明書をご覧くださ
い。 

USB-MIDI インターフェイス機器によっては、 X50
の MIDI エクスクルーシブ・メッセージを送受信で
きない場合があります。 

2.

 

X50の Globalモードで、必要な各設定を行います。

後述の「 X50 の Global モードでの各設定」を参照し
てください。

コンピューター 

X50

USBケーブル

USB

コンピューター 

MIDI IN

MIDIインターフェイス 

MIDI INMIDI OUT

MIDI OUT

X50



セットアップ 

32

 

X50の Globalモードでの各設定 

“Local Control On”の設定
コンピューターや外部 MIDI シーケンサーと X50 を接続
するときは、エコー・バックをオンにします。エコー・
バック・オンにすると、コンピューターや外部 MIDIシー
ケンサーは、 MIDI IN/USBで受信したデータをそのまま 
MIDI OUT/USBから送信します。
そして X50 のローカル・コントロールをオフに設定しま
す。ローカル・コントロールをオフにすると、 X50 内部
でキーボード部と音源部が切り離されます。 

X50 の鍵盤を弾くと、演奏データが外部 MIDI シーケン
サーやコンピューターに送信され、これらのエコー・バッ
クで  X50の音源が発音することになります。 
X50 のローカル・コントロールをオフにすることで、鍵
盤を弾くことによる発音とエコー・バックによる発音と
で、二重に発音するのを防ぐことができます。

アルペジエーター機能がオンになっている場合、鍵盤を弾
いてもアルペジエーターは動作せずに、鍵盤を弾いた演奏
情報のみが送信されます。エコー・バックにより MIDI IN/
USB で受信したノートに対してのみアルペジエーターは
動作します。つまり、ローカル・コントロールをオフにす
ることで、アルペジエーターが二重にかかってしまうこと
を防ぎ、正常に発音します。

外部  MIDIシーケンサーやコンピューターにアルペジエー
ターをトリガーさせるノートのみをレコーディングし、レ
コーディング時のモニターや、プレイバック時に、エコー・
バックによるノートでアルペジエーターを動作させると
きに設定します。 

Note:

 

 アルペジオのノート情報をそのまま外部シーケン
サー／コンピューターに取り込みたい場合は、ローカル・
コントロールをオンにして演奏し、外部シーケンサー／コ
ンピューターのエコー・バックをオフにしてください。

ローカル・コントロールの初期設定はオンです。ローカ
ル・コントロールをオフに設定するには、  GLOBAL 1:
MIDIページ “Local Control On” チェック・ボックスの
チェックをはずします。 

X50だけで使用するときは、ローカル・コントロール・オ
ンに設定します。（オフ時は、単体で鍵盤を弾いても音が
出ません。） 

Note:

 

 X50 Editor/Plug-In Editorを起動時、自動的に

X50のローカル・コントロール情報は適切な状態に設定

されます。 

MIDI Filter “Exclusive”の設定
システム・エクスクルーシブ・データを送受信するとき
は、 GLOBAL 1: MIDI ページ MIDI Filter “Exclusive”
チェック・ボックスのチェックをつけます。コンピュー
ターなどを接続し、本機をエディットするとき、または双
方でエディットするときはチェックしておきます。 X50
Editor/Plug-In Editorを使用するときは、チェックをつけ
てください。 MIDI Filter “Exclusive” の初期設定は
チェックがついています。 

“Convert Position”の設定 

X50 は、  GLOBAL 0: System, Basic ページで “Key
Transpose”、 “Velocity Curve” で、それぞれトランス
ポーズ、ベロシティの効き具合を変更できます。

また、 MIDI IN/USB、 MIDI OUT/USBデータや鍵盤での
演奏に対して、これらがどのように影響するかを、 
“Convert Position”（ GLOBAL 1: MIDIページ）で設定
します。 

•

 

X50 から外部 MIDI 音源をコントロールする場合、 
“Convert Position” を PreMIDIにしてください。送
信する MIDI データに各設定が反映されます。  
受信したデータには、 “Key Transpose” 0、 “Velocity
Curve” 4で対応します。 

• 外部  MIDI機器から X50の音源をコントロールする場
合、  “Convert Position”を PostMIDIにしてください。
受信する MIDIデータに各設定が反映されます。  
送信するデータには “Key Transpose”0、 “Velocity
Curve”4で対応します。

各初期設定は、 “Key Transpose” +00、 “Velocity Curve”
4 (Normal)、 “Convert Position” PreMIDI です。 

“Multi Mode”の設定 

Multiモードは、通常、外部 MIDIシーケンサーの複数ト
ラックの演奏データを同時に鳴らすマルチ・ティンバー音
源として使用しますが、外部 MIDI音源をコントロールす
るなどのマスター・キーボードとして使用することもでき
ます（通常、マスター・キーボードとして使用するときは 
Combinationモードを使用します）。 

X50 では、この 2 つの用途に合わせて設定を変更するこ
とができます。 GLOBAL 0: System, Preferenceページ
の “Multi Mode”で設定します。 

for Ext-Seq は、  X50 をマルチ・ティンバーとして使用
するときに設定します。 X50 でマルチ・セットを切り替
えたときに、（ “Status”を EXTや BTHに設定したトラッ
クは）プログラム・チェンジ等の MIDIメッセージを出力
しません。そのため外部 MIDIシーケンサーでのエコー・
バックによって、 X50 の同一の MIDI チャンネルに設定
されたトラックのプログラム、パンやボリュームなどは、
同じ設定に切り替わることを防げます。 

for Masterは、 X50 をマスター・キーボードとして使用
するときに設定します。この場合、 X50 でマルチ・セッ
トを切り替えたときに、 “Status” を EXTや BTHに設定
したトラックで、プログラム・チェンジ等の MIDI メッ

MIDI IN
USB

MIDI OUT
USB

MIDI IN
USB

MIDI OUT
USB

アルペジ
エーター

OFF ON

トリガー 
音源部

キーボード 

シーケンサーまたは 
コンピューター 
（エコー・バック・オン） 

ローカル・コン
トロールをオフ
にすると、この
部分の接続が切
り離されます。 



 

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
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セージを出力して、外部 MIDI音源をセットアップできま
す。 

Globalモードでの各設定方法
各パラメーターは次のように設定します。 

1.

 

[GLOBAL] キーを押して（キーが点灯）、 Global モー
ドに入ります。 

2.

 

[MENU/OK]キーを押して、ページ・メニューを表示
します。 

3. クリッカブル・ポインター [ √ ][ ® ][ π ][ † ] でページを
選び、クリッカブル・ポインターのセンターを押しま
す。 

•

 

Local Control On

 

•

 

MIDI Filter Exclusive

 

•

 

Convert Position

これらを設定するときは “MIDI”を選びます。 

GLOBAL 1: MIDIページが表示されます。 

•

 

Multi Mode

これを設定するときは “System”を選びます。 

GLOBAL 0: System のいずれかのページが表示され
ます。 [PAGE+]、 [PAGE–] キーを押して、 Preference
ページを選んでください。 

4. クリッカブル・ポインター [ √ ][ ® ][ π ][ † ] で、設定を
変更するパラメーターを選びます。 

“Local Control On”、 “Exclusive”は、パラメーター
を選択して、クリッカブル・ポインターのセンターを
押すと、オン／オフが切り替わります。 
“Local Control On”は、チェックをはずすと、ローカ
ル・コントロール・オフになります。 

“Convert Position”、 “Multi Mode”は、パラメーター
を選び、 [VALUE]ダイヤルを回して、設定を変更しま
す。

エディター X50 Editor/Plug-In 
Editor使用時の接続例 

X50 のオーディオ信号と、オーディオ・インターフェイ
スから出力されるホスト・アプリケーション上のオーディ
オ信号とを一緒にミキシングするときは、以下のような設
定します。 

X50 のオーディオ信号にプラグイン・エフェクトをかけ
たり、 X50 のオーディオ信号をホスト・アプリケーショ
ン上でその他のオーディオ・トラックのデータなどと一緒
にコントロールしたいときは、以下のような設定します。
それぞれのご使用のホスト・アプリケーションに合わせて
設定してください。  

詳しいセットアップは、「 Editor/Plug-In Editor取扱説明
書」（ PDF）をご覧ください。

USB

USBケーブル

コンピューター

オーディオ・ 
インターフェイス

R

1

2L/MONO

 

パワード･モニター 

INPUTINPUT

 

X50

USB

USBケーブル

コンピューター

オーディオ・ 
インターフェイス

R

1

2L/MONO

 

パワード･モニター 

INPUTINPUT

X50
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MIDI機器との接続 

X50の MIDI端子は、 X50と外部 MIDI機器を接続する
ことによって、外部 MIDI 機器と X50 との間で、ノート・
データなどの演奏情報やサウンド設定などを MIDIで送受
信します。 

MIDIとは？ 

MIDIとは  Musical Instrument Digital Interfaceの略で、
電子楽器やコンピューターの間で、演奏に関するさまざま
な情報をやりとりするための世界共通の規格です。 MIDI
機器同士を MIDI ケーブルなどで接続することで異なる
メーカーの電子楽器やコンピューターとの間で演奏情報
のやりとりをすることができます。 

MIDI端子 

MIDI IN: 

 

MIDIメッセージを受信します。

接続した外部の MIDI機器や外部 MIDIシーケンサーで本
機の音源を鳴らすときは、この端子に MIDIケーブルを接
続します。 

MIDI OUT: 

 

MIDIメッセージを送信します。

接続した外部の MIDI機器をコントロールしたり、本機で
の演奏を外部 MIDIシーケンサーにレコーディングすると
きは、この端子に MIDI ケーブルを接続します。 

X50から外部 MIDI音源をコント
ロールする場合 

X50の鍵盤やコントローラー、アルペジエーターなどで、
外部 MIDI 音源を鳴らしたりコントロールするときは、 
X50の MIDI OUT端子と外部 MIDI音源の MIDI IN端子
を MIDIケーブルで接続します。

外部 MIDI機器から X50の音源をコ
ントロールする場合
他の MIDI キーボードやシーケンサーなどで、 X50 の音
源を鳴らしたりコントロールするときは、外部  MIDI機器
の MIDI OUT 端子と X50 の MIDI IN端子を MIDIケー
ブルで接続します。 

X50から複数の外部 MIDI音源をコ
ントロール 

MIDIパッチベイを使用して複数の MIDI機器を同時にコ
ントロールできます。

外部 MIDIシーケンサーとの接続 

X50 を外部 MIDI シーケンサーと接続して、入力用キー
ボード兼 MIDI音源として使用する場合は次のように接続
します。 

1.

 

X50の MIDI OUT端子と MIDIシーケンサーを MIDI
IN端子、 X50の MIDI IN 端子と MIDI シーケンサー
を MIDI OUT端子を接続します。 

2.

 

X50の Globalモードで、必要な各設定を行います。

「 X50 の Global モードでの各設定」（ ☞ p.32）を参照
してください。

MIDI OUT MIDI IN MIDIキーボード X50

MIDI IN MIDI OUT MIDIキーボード X50

MIDI IN

MIDI OUT
MIDI IN

MIDI OUT

MIDIキーボード 

MIDI音源 

MIDIパッチベイ 

MIDI IN

MIDI OUT X50

MIDI
シーケンサー 

MIDI IN

MIDI OUT MIDI IN

MIDI OUT

X50
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プログラムの演奏とエディット

プログラムとは？
プログラムは X50 の基本となるサウンドで、 Program
モードで演奏します。

また、プログラムは Program モード以外で使用でき、 
Combination モードではプログラムを複数重ねて複雑な
音色を作ったり、 Multi モードでは複数のプログラムを 

DAW ソフトウェアなどの MIDI シーケンサーの複数ト
ラックから MIDIメッセージを受信して鳴らすことができ
ます。

ここでは Programモードでのパネル・スイッチの使い方
や基本的なエディット方法など、プログラムの基本的な使
用方法について説明します。

プログラムの演奏

プログラムの選択
プログラムの選択方法は次のとおりです。 

• フロント・パネルでの選択 :
“Program Select”による選択
・ [VALUE]ダイヤルを回す。
・ [INC][DEC] キーを押す。
・テン・キー [0]～ [9]でプログラム・ナンバーを入力
して、 [ENTER] キーで確定する。

・クリッカブル・ポインターのセンターを押して表示
を反転させ、 [ π ][ † ]で選び、センターを押して確定
する。

・ PROG BANK [A]～ [GM]キーで選択する。
・ 10’s HOLDによる選択（ ☞ p.37）

プログラム・カテゴリーによる選択
ピアノやドラムスなどのカテゴリーからプログラムを
選択する。

・ “Select by Category”によるカテゴリー選択
（ ☞ p.36）
・ Cat. HOLDによるカテゴリー選択（ ☞ p.36） 

• 接続したフット・スイッチによる選択：
フット・スイッチでプログラムを選択する。 

• MIDI プログラム・チェンジを受信して選択：
外部 MIDIシーケンサー、または外部 MIDIコントロー
ラーからプログラムを切り替えます。

詳しくは以降をご覧ください。

フロント・パネルでのプログラム選択 

1.

 

[PROG]キーを押します。（キーが点灯） 

Program モードに入ります。ディスプレイの上段に
「 PROG 0: Play」（モード・ネーム、ページ・ナンバー
＆ネーム）が表示されていることを確認してください。 

2.

 

“Program Select”（プログラム・ナンバー＆ネーム）
が選ばれていることを確認します。

選ばれていない場合は、クリッカブル・ポインター 
[

 

π

 
][

 

†

 
]で “Program Select”の表示を反転させます。 

3.

 

[VALUE]ダイヤル等を操作して、演奏するプログラム
を選びます。

次のいずれかの方法で選択します。 

•

 

[VALUE]ダイヤルを回します。 

•

 

[INC]または [DEC]キーを押します。 

• テン・キー [0]～ [9]でプログラム・ナンバーを入力し
て、 [ENTER]キーで確定します。 

• クリッカブル・ポインターのセンターを押して表示を
反転させ、 [  π ][ † ]で選び、センターを押して確定しま
す。

コントローラー・アサイン・リスト 

Program Select
（プログラム・ 
ナンバー 
＆ネーム） 

バンク・ 
ナンバー 

モード・ネーム ページ・ナンバー 
　＆ネーム 

タブ・ネーム 

タブ 

パラメーター・ネーム 

テンポ カテゴリー・ナンバー 
　　＆ネーム 

1 23 5 4



プログラムの演奏とエディット 

36

 

4.

 

PROG BANK [A]～ [GM]キーを押してバンクを切り
替えます。

バンクを切り替えると、そのキーが点灯し、選択した
バンクがディスプレイ左側に表示されます。

例えばバンク Bを選ぶ場合、 PROG BANK [B]キーを
押します。 [B]キーが点灯し、ディスプレイ左上に Bank
Bが表示されます。 

•

 

[GM] キーは、押すたびに次の順番でバンクが切り替
わります。 

G→ g(d)→ G→ g(d)→ G・・・

音の確認 

5. 選択したプログラムの音は鍵盤を弾いて確認してくだ
さい。

また、 [AUDITION]キーを押すと（キーが点灯）、プロ
グラムの音色に適したリフ（フレーズ）が自動的に演
奏されます。（オーディション機能）

プログラム・バンクの概要
工場出荷時の X50 には、 512のプリロード・プログラム
が収録されています。また、自分で作ったプログラムを保
存することができます。

プログラムは次表のように 5 つのバンクに分けて収録し
ています。 

Programバンク

カテゴリーによるプログラムの選択
プログラムをキーボード、リード・シンセ、ベース、ドラ
ムスなどのカテゴリーから選ぶことができます。

工場出荷時、プログラムは 16個のカテゴリーに分類され
ています。カテゴリーを選択し、そのカテゴリーに含まれ
るプログラムを選びます。 

PROG 0: Playページで、以下の方法で選択します。 

“Select by Category”によるカテゴリー
選択 

1.

 

[CATEGORY]キーを押します。

カテゴリー・メニューが表示されます。ディスプレイ
の左側にはカテゴリー、右側には選択したカテゴリー
に含まれるプログラムのリストが表示されます。 

2.

 

[PAGE+] または [PAGE–] キーを押すと、 1 つずつカ
テゴリーが切り替わります。 

3.

 

[VALUE]ダイヤル、またはクリッカブル・ポインター 
[

 

π

 
][

 

†

 
]でプログラムを選びます。 

4.

 

[MENU/OK]キーを押して決定します。選択しない場
合は  [EXIT/CANCEL]キーを押します。 

Note: カテゴリー・メニュー上段の “Category No.”をク
リッカブル・ポインター [ √ ][ ® ]で選び、 [VALUE]ダイヤ
ルを回しても、カテゴリーが切り替わります。 

Cat. HOLDによるカテゴリー選択 

1.

 
[./HOLD]キーを押して “Cat. HOLD” を表示します。

カテゴリーが固定されます。 

2. クリッカブル・ポインターで “Category” を選び、 
[INC][DEC] キーまたは [VALUE] ダイヤルでカテゴ
リーを選びます。 

BANK Prog 
No. 説　明 

A、 B、 
C、 D

000..
.127

プリロー
ド・プロ
グラム

工場出荷時に収められているこ
れらのプログラムは、さまざま
なマルチサンプル（ PCM）、エ
フェクト、アルペジオ・パター
ンなどを使用しています。
各 128プログラム（合計 512）
です。これらのバンクでは、ラ
イト（保存）し、書き替えるこ
とができます。 

G
001...
128

GMプロ
グラム

ＧＭ の音色配列に準拠した 128
プログラム、 9ドラムス・プロ
グラムです。このバンクのプロ
グラムは読み出し専用です。
バンク Gは 001～ 128までの 
128プログラム、 g(d)では 9プ
ログラムです。これらのバンク
には、ライト（保存）すること
はできません。 

g(d)
001...
128

GM2 ド
ラムス・
プログラ
ム

Sel (Select)Category No. 

カテゴリー プログラム 

31 42
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3. クリッカブル・ポインターで “Program Select”を選
びます。 [INC][DEC]キーまたは [VALUE]ダイヤルで、
同じカテゴリーのプログラムを順番に選びます。 

4. 解除するときは、 [./HOLD] キーを 2 回押して “Cat.
HOLD”の表示を消します。 

Note: 

 

PROG 0: Play で [./HOLD] キーを押すと “Cat.
HOLD”→ “10’s HOLD”→ “解除 ”の順番で動作します。 

10’s HOLDによるプログラムの選択
プログラム・ナンバーの 10の位を固定してプログラムを
選びます。 

1.

 

“Program Select”を選択します。 

2.

 

[./HOLD]キーを押して “10’s HOLD”を表示します。

プログラム・ナンバー 10 の位が固定されます。 

3. テン・キー [0] ～ [9] を押すと、 1 の位がワン・アク
ションで入力できます。 

4.

 

[INC][DEC]キーを押すと、 10の位が変わります。 

5. 解除するときは、 [./HOLD]キーを押して “10’s HOLD”
の表示を消します。

接続したスイッチによるプログラム
の選択 

ASSIGNABLE SWITCH 端子に接続したフット・スイッ
チでプログラムを切り替えることができます。機能を割り
当てることによって、プログラム・ナンバーが上順または
降順で 1ずつ切り替わります。

パフォーマンス中などの手が離せないときに、フット・ス
イッチでプログラムを素早く切り替えるときなどに使用
すると便利です。

次のように設定します。 

1. リア・パネルの ASSIGNABLE SWITCH端子に、フッ
ト・スイッチを接続します。

別売の PS-1ペダル・スイッチをお使いください。 

2.

 

[GLOBAL]キーを押して、 Globalモードに入ります。 

3.

 

[EXIT]キーを押して、 GLOBAL 0: System ページを
表示します。 

4.

 

[PAGE+]キーを押して、 Footタブを表示します。  

5.

 

“Foot SW Assign” を選び、 Program Up または 
Program Down を設定します。 

Program Up にすると、フット・スイッチを押すた
びに、 1つ上のプログラム・ナンバーが選択できます。 

Program Downにすると、フット・スイッチを押す
たびに、 1 つ下のプログラム・ナンバーが選択できま
す。 

6.

 

“Foot SW Polarity” を接続したペダルと同じ極性に
設定します。

別売の PS-1 ペダル・スイッチを接続したときは、（ -） 
KORG Standardに設定します。

これでフット・スイッチを踏むと、プログラムが 1ず
つ切り替わります。

電源オフ後も設定を保存しておく場合は、必ずライト
してください。（ ☞ p.43） 

7.

 

[PROG]キーを押して PROG 0: Playに入り、フット・
スイッチを押すと、プログラムが切り替わります。 

Note:

 

 この設定はコンビネーションの選択にも同様に機
能します。 

MIDIプログラム・チェンジによる
プログラムの選択
外部  MIDI機器（ DAWソフトウェアなどの MIDIシーケ
ンサーや、 MIDIコントローラーなど）から X50に、 MIDI
プログラム・チェンジ・メッセージを、 MIDIバンク・セ
レクトと一緒に送ることによって、 6つあるバンクの、ど
のプログラムでも選択できます。

また、付属のエディター「 X50 Plug-In Editor」を DAW
ソフトウェアなどのプラグインとして組み込むことに
よって、 X50のプログラムやコンビネーションを DAW上
のリストから簡単に選ぶことができます。詳しくは、付属
の「  Editor/Plug-In Editor取扱説明書」（ PDF）をご覧く
ださい。 

MIDIチャンネルの設定 

MIDI で X50 を鳴らすときは、送信側（ MIDI シーケン
サーまたはコンピューター）と受信側（ X50）の MIDI
チャンネルを合わせておく必要があります。 Program
モードは、グローバル MIDIチャンネルのデータを受信し
ます。 

1.

 

X50と外部 MIDI機器またはコンピューターが正しく
接続されていることを確認してください。

接続方法については p.27を参照してください。 

2.

 

[GLOBAL]キーを押して Globalモードに入ります。 

3.

 

[MENU]キーを押して、 PAGE MENUを表示します。 

4. クリッカブル・ポインター [ √ ][ ® ][ π ][ † ] で “MIDI”
を選び、センターを押します。 

GLOBAL 1: MIDIページが表示されます。
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5. クリッカブル・ポインター [ √ ][ ® ][ π ][ † ] で “MIDI
Channel” を選び、 [VALUE] ダイヤルでグローバル 
MIDIチャンネルを設定します。

初期設定ではグローバル MIDI チャンネル “MIDI
channel”は 01に設定されています。

プログラムの選び方
プログラムを切り替えるときは、外部  MIDI機器またはコ
ンピューターから MIDI プログラム・チェンジを送信しま
す。

バンクを切り替えるときは、コントロール・チェンジ・
メッセージのバンク・セレクト（ CC#0：上位バイト、 
CC#32：下位バイト）を送信します。なお、 X50 はバン
ク・セレクトに続いてプログラム・チェンジを受信した時
点で指定バンクのプログラムに切り替わります。 

Note:

 

 バンク Gは、プログラム・ナンバー 000から 127
が 001～ 128に対応します。 

Note:

 

 「 R」 (Receive)は受信のみ対応します。 

Note:

 

 GLOBAL 1: MIDI の MIDI Filter で “Bank” が
チェックされていないときはバンク・セレクトは送受信し
ません。 

Note:

 

 上記の表は “Bank Map”を GMに設定したときの
動作です。 KORG用のマッピングについては PG p.78を
参照してください。

コントローラーの使用方法 

X50は、  [MOD]ホイール、ピッチベンド・ホイール、 [SW
1][SW2]、リアルタイム・コントロールなどの、さまざま
な演奏法によって豊かな表情をつけることができるコン
トローラーを備えています。

これらのコントローラーを使って、演奏中に音色、音程、
音量、エフェクトなどをリアルタイムに変化させることが
できます。

例えば、ピアノの音色などは鍵盤だけでもリアルな演奏表
現が行えますが、ダンパー・ペダルを接続すればより表現
が広がります。またギターや管楽器などの音色では 
[PITCH]ホイールでピッチをコントロールしたり、 [MOD]
ホイールでビブラートなどをかけることができます。 

Note:

 

 以下では、コントローラー専用の機能を中心に説明
しますが、これらのコントローラーは、オルタネート・モ
ジュレーションやエフェクト・ダイナミック・モジュレー
ションのソースとして使用することができますので、説明
する以外にもさまざまな効果を調節できます。これらにつ
いては、「オルタネート・モジュレーションを使用する」
（ ☞ p.49）と PG p.151をを参照してください。

鍵盤（キーボード）

ベロシティ（ Velocity）
鍵盤を打鍵する強さで音の表情を調節できます。弱く弾く
と小さい音、強く弾くと大きい音という音量の調節だけで
なく、音色の明るさやエンベロープ（音の立ち上がりや余
韻の長さなど）の速さなども調節できます。 
Combinationモードや Multiモードではベロシティ・ス
イッチで複数のプログラムをキー・タッチ（弾く強さ）で
弾き分けることができます。 

• キー・タッチで音量や、音量の変化を調節する　 PROG
6: Ed-Amp1/2, Mod（ ☞ p.53、 PG p.22） 

• キー・タッチで音色の明るさや、音色の変化を調節す
る　  PROG 4: Ed-Filter1/2, Basic, Mod. 1（ ☞ p.52、 
PG p.16） 

• キー・タッチでピッチの変化を調節する 
PROG 2: Ed-Pitch, OSC1/2（ ☞ PG p.10）

ノート・ナンバー（ Note Number）
鍵盤の位置（ノート・ナンバー）によって音の表情を調節
します。高音域を演奏するほど、サウンドが明るくなるよ
うにしたりします。通常は、音量、音色（カットオフ・フ
リケンシー）、 LFOの感度、 EGの速さなどをコントロー
ルすることができます。 

X50 
Bank # X50 Program #

Bank 
Select 
CC#0

Bank 
Select 
CC#32

 

Program 
#

 

A 0 – 127 63 0 0 – 127

B 0 – 127 63 1 0 – 127

C 0 – 127 63 2 0 – 127

D 0 – 127 63 3 0 – 127

G

1 – 128 121 0, 1 – 9 0 – 127

1 – 128: R 56 0 0 – 127

1 – 128: (XG) R 0 0, 1 0 – 127

1 – 128: (GS) R
0 0 0 – 127

1 0 0 – 127

g(d)
1 – 128 120 0 0 – 127

1 – 128: R 62 0 0 – 127



 

プ
ロ
グ
ラ
ム
 

コントローラーの使用方法 

39

 

[PITCH]ホイール、 [MOD]ホイー
ル
キーボードの左上にある [PITCH] ホイール、 [MOD] ホ
イールで、ピッチ（音の高さ）やモジュレーションの深さ
を調節します。プログラムごとに異なりますが、通常、次
図の効果をかけるために使用します。 

•

 

[PITCH]ホイールでピッチの変化幅（ベンド・レンジ）
を調節する 
PROG 2: Ed-Pitch, OSC1（ ☞ p.50、 PG p.10） 

•

 

[PITCH] ホイールでカット・オフの変化幅（ベンド・
レンジ）を調節する　 
PROG 4: Ed-Filter1/2, Mod.2（ ☞ PG p.18） 

•

 

[MOD]ホイールでビブラートの深さを調節する　 
PROG 2: Ed-Pitch, OSC1/2 LFO（ ☞ p.50、 PG p.11） 

•

 

[MOD]ホイールでワウの深さを調節する　 
PROG 4: Ed-Filter1/2, LFO Mod.（ ☞ PG p.18） 

•

 

[MOD]ホイールで LFOの速さを調節する　 
PROG 3: Ed-LFOs, OSC1/2 LFO1/2（ ☞ PG p.14） 

Note:

 

 [SW1]、 [SW2] キーに Pitch Bend Lock を設定す
ることにより、 [PITCH]ホイールを中央に戻した後も、そ
の効果を持続させることができます。（ ☞ PG p.161） 

SW1、 SW2 

[SW1]、 [SW2]キーに機能をアサインすることによって、
オクターブ単位で鍵盤をトランスポーズしたり、ポルタメ
ント機能のオン／オフの切り替えや、 [PITCH]ホイールの
効果をロックすることができます。 

[SW1]、 [SW2] キーの動作は、キーを押すたびにオン／
オフが切り替わる Toggleと、またはキーを押している間
だけオンになる Momentaryに設定することができます。 

[SW1]、 [SW2] キーの機能は、 Program モードでは 0:
Play, Program ページで、 Combination モードでは 0:
Play, Combination ページ、 Multi モードでは 0: Play,
Multiページで確認できます。（ ☞ p.35 図コントローラー・
アサイン・リスト） 

• オクターブを切り替えるには　 
PROG 7: Ed-Arp/Ctrls, Controls（ ☞ PG p.27） 

• ポルタメント機能のオン／オフを切り替えるには 
PROG 7: Ed-Arp/Ctrls, Controls（ ☞ PG p.27） 

•

 

[PITCH]ホイールの効果をロックするには　 
PROG 7: Ed-Arp/Ctrls, Controls（ ☞ PG p.27） 

• ピッチ EGレベルの変化幅を変えるには　 
PROG 2: Edit-Pitch（ ☞ PG p.10） 

[SW1]、 [SW2] キーの機能の設定方法は p.109を参照し
てください。 

Note:

 

 プログラム、コンビネーションとマルチ・セットの
ライト時に [SW1]、 [SW2] キーのオン／オフの状態が保
存されます。 

REALTIME CONTROLS [1]、 [2]、 
[3]、 [4]、 [SELECT]
リアルタイム・コントローラーは、 [1] ～ [4] の各ノブと 
[SELECT]キーを操作して、サウンドやエフェクトを変化
させたり、アルペジエーターをコントロールします。演奏
中に変化させたり、簡易エディットをするために使用しま
す。

具体的には、フィルターのカットオフ周波数、レゾナン
ス、アンプとフィルター EGや、音量、ポルタメント・タ
イム、パンや、ピッチ LFO、マスター・エフェクトへの
センド・レベル等がエディットできます。その他、アルペ
ジエーターのテンポ、ゲート、ベロシティ、レングスが変
更できます。詳しくは p.41、 p.89を参照してください。 

1.

 

REALTIME CONTROLS [SELECT]キーを押して、リ
アルタイム・コントローラーの機能を A、 Bまたは C
モードに切り替えます。 

2. コントロールしたいノブを回して、音色等を変化させ
ます。 

REALTIME CONTROLS [1]、 [2]、 [3]、 [4]ノブの Bモー
ドの機能は、 Programモードでは 0: Play, Programペー
ジで、 Combination モードでは 0: Play, Combination
ページ、 Multiモードでは 0: Play, Multiページで確認で
きます。（ ☞ p.35）

ペダルによるコントロール

ダンパー・ペダル（サスティン・ペダル）
ダンパー・ペダルはサスティン・ペダルとも呼ばれ、ア
コースティック・ピアノのペダルと同じ働きをします。ペ
ダルを踏み込んでいる間は鍵盤から手を離しても、音は持
続し続けます。

ハーフ・ダンパー効果 
X50は、別売の DS-1Hダンパー・ペダルを使用すること
をおすすめします。別売の PS-1ペダル・スイッチも使用
できますが、ハーフ・ダンパー効果はかかりません。 DS-
1Hダンパー・ペダルはサスティンを微妙にコントロール
することができます。ハーフ・ダンパーは、特にピアノ・
サウンドを使用するときに効果を発揮します。

リア・パネルの DAMPER端子に DS-1Hダンパー・ペダ
ルを接続すると X50 は自動的にハーフ・ダンパー・ペダ
ルとして認識します。

ピッチが 
高くなります。 

ビブラートが 
深くなります。 

ピッチが 
低くなります。 
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ペダルをより確実に動作させるためには、 Global モード
のユーティリティ “Half Damper Calibration” でペダル
の調節をしてください。（ ☞ PG p.77）

アサイナブル・フット・スイッチ
別売の PS-1ペダル・スイッチなどのフット・スイッチを
リア・パネルの ASSIGNABLE SWITCH端子に接続して、
割り当てた機能のオン／オフを切り替えます。

機能を割り当てることによって、次のことが行えます。 

• サウンドやエフェクトのモジュレーション 

• ポルタメントのオン／オフ 

• プログラムの選択 

• アルペジエーターのオン／オフ 

• タップ・テンポ（スイッチを踏むタイミングでテンポ
を調節します。） 

• フロント・パネルの各コントロール（ [MOD] ホイー
ル、リアルタイム・ノブ、 [SW1][SW2]キー）

上記の「サウンドやエフェクトのモジュレーション」を除
く機能は GLOBAL 0: System, Footページで、現在のプ
ログラム、コンビネーション、マルチ・セットに関係な
く、同じように動作します。
設定方法は「 Assignable Switch, Assignable Pedalの機
能を設定する」（ ☞ p.87）を参照してください。

アサイナブル・フット・ペダル
別売の EXP-2 フット・コントローラー、 XVP-10 エクス
プレッション／ボリューム・ペダルなどをリア・パネルの 
ASSIGNABLE PEDAL 端子に接続して、割り当てた機能
をコントロールします。

機能を割り当てることによって、次のことが行えます。 

• マスター・ボリューム 

• チャンネル・ボリューム、パン、エクスプレッション 

• サウンドのモジュレーション 

• エフェクト・センド・レベル 

• フロント・パネルの各コントロール（ [MOD] ホイー
ル、リアルタイム・ノブ、 [SW1][SW2]キー）

上記の機能は GLOBAL 0: System, Footページで、現在
のプログラム、コンビネーション、マルチ・セットに関係
なく、同じように動作します。
設定方法は「 Assignable Switch, Assignable Pedalの機
能を設定する」（ ☞ p.87）を参照してください。

各種コントローラーの MIDIによる
コントロール 

X50 コントローラーを操作すると、対応または設定して
いるコントロール・チェンジが送信されます。なお、 
[PITCH]ホイールを操作した場合のみベンド・チェンジが
送信されます。 

Program モードでは、グローバル MIDI チャンネルで送
受信します。 

X50 コントローラーを操作したときに送信される MIDI
メッセージ、また MIDIメッセージに対応する AMS（オ
ルタネート・モジュレーション・ソース）、 DMS（ダイナ
ミック・モジュレーション・ソース）の関係については、
「本機コントローラー操作時の MIDI送信」（ ☞ PG p.166）
をご覧ください。
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プログラムの簡易エディット 

X50 に収録されているすべてのプログラムはエディット
することができます。また、初期化した状態から作ること
もできます。 

X50 は、詳細なエディットが可能なエディット・ページ
へ移ることなく、パフォーマンス・エディターのディスプ
レイ上の 8 つのスライダーや、フロント・パネルのリア
ルタイム・コントローラーのノブとスイッチで簡易的にエ
ディットができます。

パフォーマンス・エディット
パフォーマンス・エディターの 8 つのスライダーを調節
して、音作りをします。

各スライダーには、複数のプログラム・パラメーターがア
サインされています。 1つのスライダーを調節すると、同
時に複数のパラメーターをエディットできます。 

1.

 

Programモード（ PROG 0: Play ページ）で、エディッ
トするプログラムを選びます。 

2.

 

[PAGE+]（または [PAGE–]）キーを押して、 PROG 0:
Play, Perform. Editページを表示します。 

3. クリッカブル・ポインター [ √ ][ ® ][ π ][ † ] で、調節す
るパフォーマンス・エディターを選びます。 

4.

 

[VALUE]ダイヤル等で値を変更します。（ ☞ p.20） 

Note:

 

 値を元に戻すときは、テン・キー [0] を押し、 
[ENTER] キーを押すことによって簡単に設定を戻せ
ます。 

Octave: オクターブを変えます。 

Pitch Stretch: オシレーターのトランスポーズと
チューンを同時に調節します。元音のキャラクターを
損なうことなく、豊かな音色変化やバリエーションが
得られます。

特にギターやベース、ピアノなどのアコースティック
系のプログラムで効果的です。さまざまなプログラム
を選び、確認してください。 

OSC Balance:

 

 オシレーター 1、 2のレベル・バラン
スを調節します。 

Note:

 

 “Oscillator Mode”（ PROG 1: Ed-Basic, Prog
Basicページ）が Singleのプログラムでは、オシレー
ター 2 は発音しません。オシレーター１のレベルのみ
が変化します。また Drums のプログラムでは、この
パフォーマンス・エディターによる効果はありません。 

Amp Level:

 

 アンプ・レベルを調節します。プログラ
ム全体の音量を設定します。 

Attack Time: フィルター EG、アンプ EG のアタッ
ク・タイムを調節します。ノート・オンからの音の立
ち上がりの速さを設定します。 

Note:

 

 アタック・タイムの調節はその効果を最大限に
生かすために、同時にアンプ EGのスタート・レベル、
アタック・レベル、スタート・レベル・モジュレーショ
ン、アタック・タイム・モジュレーションも調節します。 

Decay Time:

 

 フィルター EG、アンプ EG のディケ
イ・タイム、スロープ・タイムを調節します。 

IFX Balance:

 

 インサート・エフェクトの “W/
D”(Wet/Dry)をまとめて調節します。 

MFX Balance:

 

 マスター・エフェクトのリターン 1、 
2パラメーターをまとめて調節します。 

Note:

 

 各エディターは、プログラム・パラメーターの
設定によって、あまり変化のない場合もあります。 

5. エディットした音を保存したい場合は、ユーティリ
ティ “Write Program”を選び、ライトしてください。
（ ☞ p.43）

エディットした内容は、他のプログラムを選択する
か、電源をオフにすると消えてしまいます。 

REALTIME CONTROLS [1]、 
[2]、 [3]、 [4]、 [SELECT]
リアルタイム・コントローラーは、 [1] ～ [4] の各ノブと 
[SELECT]キーを操作して、サウンドやエフェクトを変化
させたり、アルペジエーターをコントロールします。 

1.

 

REALTIME CONTROLS [SELECT]キーを押して、リ
アルタイム・コントローラーの機能を A、 Bまたは C
モードに切り替えます。

押すたびに A、 B、 C のモードが順番に選ばれて LED
が点灯します。 

Note:

 

 REALTIME CONTROLS A モードと、 B モー
ドに CC#70～ 79 をアサインしているとき、 [1]～ [4]
ノブでエディットした音は、プログラム・ライトによっ
て保存できます。（ ☞ p.43）
また Cモードでのアルペジエータに関する設定も保存
できます。

[SELECT]キー 

[1]～[4]ノブ 
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2. コントロールしたいノブを回して、音色等を変化させ
ます。以降をご覧ください。 

Aモードのコントロール 

A モードのときに、 [1] ～ [4]ノブを操作すると、以下を
コントロール／エディットできます。 

Note:

 

 ノブをセンター位置（時計 12 時方向）にするとプ
ログラム・パラメーターでの設定値になります。 

[1]ノブ : LPF CUTOFF
ローパス・フィルターのカットオフ周波数を調節します。

フィルターのカットオフを調節すると、音色の明るさが変
化します。プログラム・パラメーターの設定によってその
効果は異なりますが、通常ノブを左に回すと音色が暗くな
り、右に回すと明るくなります。 

[2]ノブ : RESONANCE/HPF
ローパス・フィルターのレゾナンス・レベルまたはハイパ
ス・フィルターのカットオフ周波数を調節します。

プログラムに設定されているフィルター・タイプによって
コントロールされる内容が異なります。

フィルター・レゾナンス・レベルを調節すると、レゾナン
ス・レベルが増減して、音色に独特のクセがつきます。

ハイパス・フィルターのカットオフを調節すると、低音域
が削られ音の太さが変化します。 

[3]ノブ : EG-INTENSITY
フィルター EGインテンシティ（フィルター EGのかかり
具合）を調節します。

ノブを操作するとフィルター EGのかかり具合が変化しま
す。通常ノブを左に回すとフィルター EGの効果が浅くな
り、右に回すと深くなります。フィルター EGは、フィル
ターのカットオフ周波数を基準に動作しますので、 [1] ノ
ブと [3]ノブの両方の操作によってフィルターによる音色
変化をコントロールします。 

[4]ノブ : EG-RELEASE
フィルターとアンプの EG リリース・タイムを調節しま
す。ノート・オフから音が消えるまでの時間を設定します。

ノブを操作するとフィルター EG、アンプ EG のリリー
ス・タイムが変化します。通常ノブを左に回すとリリー
ス・タイムが短くなり、右に回すと長くなります。

周波数 
高い 低い カットオフ 

周波数 

レベル 

LPF

レベル 

カットオフ 
周波数 

LPF HPF

レベル 

時間 

レベル 

時間 

アタック・タイム 
ディケイ・タイム スロープ・タイム リリース・タイム 

アタック・レベル 

スタート・レベル 

サステイン・ 
レベル 

ブレイク・レベル 
ノート・オン ノート・オフ 

リリース・ 
レベル 



 

プ
ロ
グ
ラ
ム
 

エディットしたプログラムを保存する 

43

 

Bモードのコントロール
音量、ポルタメント・タイム、パンやフィルターとアンプ
の EG、ピッチ LFO、マスター・エフェクトへのセンド・
レベル等をコントロールすることができます。

プリロード・プログラム、コンビネーションごとに、効果
的な機能が Bモードにアサインされています。 

B モードのときの機能は、プログラム、コンビネーショ
ン、マルチ・セットに対してそれぞれ設定できます。 

REALTIME CONTROLS [1]、 [2]、 [3]、 [4] ノブの Bモー
ドの機能は、 Programモードでは 0: Play, Programペー
ジで、 Combination モードでは 0: Play, Combination
ページ、 Multiモードでは 0: Play, Multiページで確認で
きます。（ ☞ p.35）

また、 B モードの各ノブは、オルタネート・モジュレー
ションやエフェクト・ダイナミック・モジュレーションの
ソースとして使用し、プログラム・パラメーターやエフェ
クト・パラメーターをコントロールすることができ、さま
ざまな効果を調節できます。 

Cモードのコントロール
アルペジエーターの効果をリアルタイムでコントロール
します。

詳しい操作方法は p.89 を参照してください。

エディットしたプログラムを
保存する
エディットをした後、必要に応じてライト（保存）してく
ださい。保存の手順は以下の通りです。

プログラムの音色を変更したり、他のバンクやナン

バーにライトすると、その変更したプログラムがコ
ンビネーションで使用されている場合は、コンビ
ネーションの音色も変わりますので、注意してくだ
さい。 

1.

 

[UTILITY] キーを押してユーティリティ・メニューを
表示します。 

2. クリッカブル・ポインターで “Write Program”（ライ
ト・プログラム）を選び、クリッカブル・ポインター
のセンターを押します。 

Write Programダイアログが表示されます。

このユーティリティ・コマンドは、 [ENTER] スイッチ
を押しながらテン・キー [0] を押して、呼び出すこと
もできます。 

Note:

 

 “Memory protected”が表示される場合は、プ
ログラムのメモリー・プロテクトがオンに設定されて
います。そのときは GLOBAL 0: System, Preference
ページの Memory Protect “Program”のチェックを
はずしてください。（ ☞ p.86） 

3. 必要に応じて、保存場所（バンクとプログラム・ナン
バー）を選んだり、プログラム・ネームやカテゴリー
を変更します。 

• 保存する先のバンクとナンバーを変えるときは、 “To”
の右側のプログラム・ネームをクリッカブル・ポイン
ターで選び、 [VALUE]ダイヤルで保存先を選択します。 

PROG BANKキー、テン・キーと [ENTER]スイッチ
で保存先を選択することもできます。 

Note:

 

 バンク G、 g(d)には保存できません。 

• 名前を変更する場合は、テキスト・ボタン（ ）をク
リッカブル・ポインターで選び、クリッカブル・ポイ
ンターのセンター押して、テキスト・エディット・ダ
イアログを表示します。

ディスプレイ上のキーボードを使用して、プログラム
に名前をつけます。（ ☞ p.108）
名前の入力が終了したら、 [MENU/OK] キーを押しま
す。

テキスト・エディット・ダイアログが閉じて、 Write
Programダイアログに戻ります。 

• カテゴリーを設定する場合は、 “Category” をクリッ
カブル・ポインターで選び、 [VALUE]ダイヤルで選択
します。

ここで設定したカテゴリーは、 [CATEGORY]キーによ
るカテゴリー選択ができます。

以下のページで選択できます。 

PROG 0: Playページ 
COMBI 0: Play, Progページ “Program Select”
COMBI 1: Ed-Tone Adjust, Progページ 
MULTI 0: Play, Programページ 

4.

 

Write Programダイアログで、  [MENU/OK]キーを押
してライト（保存）を実行します。 

5. 確認のメッセージが表示されますので、このまま保存
してよい場合は、再度、 [MENU/OK] キーを押します。

プログラムが保存されました。
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プログラムの詳細なエディット
プリロード・プログラムをエディットする、あるいは初期
化されたプログラム（ Bank D 127: Init. Program）を最
初からエディットすることによって、オリジナルなサウン
ドを作ることができます。これらのプログラムは、バンク 
G、 g(d)を除く、バンクにライト（保存）することができ
ます。

エディットをはじめる前に

音の 3要素  「音程」「音色」「音量」
音は、「音程」「音色」「音量」という 3つの基本的な要素
からなります。 

X50では、これらの要素をコントロールするために、「ピッ
チ」「フィルター」「アンプ（アンプリファイア）」という
各セクションを持ちます。

音程を変えるには「ピッチ」を、音色を変えるには「フィ
ルター」を、音量を変えるには「アンプ」をそれぞれ設定
していきます。 

X50の「ピッチ」「フィルター」「アンプ」 

X50では、「ピッチ」を設定するのは PROG 1: Ed-Basic
と PROG 2: Ed-Pitchページです。 Ed-Basic ページで波
形（マルチサンプル）と基本となる波形の音の高さを設定
し、  Ed-Pitch ページでキー位置でのピッチ等を設定しま
す。

「フィルター」は PROG 4: Ed-Filter1 と PROG 5: Ed-
Filter2 ページで設定します。音色を調節します。

そして、「アンプ」は PROG 6: Ed-Amp1/2ページで設定
します。音量を調節し、そして出力します。

これらのセクションを設定していくことによって、基本的
なプログラムができ上がります。 

EG、 LFO、キーボード・トラック、 AMS、 
Dmod、コントローラー
その他にも、音は、時間の経過、音域、演奏表現などに
よって、さまざまに変化します。

それらをコントロールするのが、 EG（エンベロープ・ジェ
ネレーター）、 LFO（ロー・フリケンシー・オシレーター）
や、キーボード・トラック、 AMS（オルタネート・モジュ
レーション・ソース）、 Dmod（ダイナミック・モジュレー
ション）、 [PITCH] ホイール、 [MOD] ホイールなどのモ
ジュレーターやコントローラーです。これらのモジュレー
ターやコントローラーで基本的なプログラムに変化を与
えることができます。

図「プログラムの構造と対応ページ」をご覧ください。 
Oscillator/Pitch → Filter→ Ampという信号の流れが確
認できます。それに EGや LFOなどの関わり方が確認で
きます。

また、プログラムは、図に示すように、 OSC1/2、エフェ
クト、アルペジエーター等で構成されています。 

OSC 1/2

 

OSC 1は、 Oscillator/Pitch、 Filter、 Amp、 EG、 LFOな
どで構成されています。 X50には OSC 1と OSC 2があ
り、これらを組み合わせることによって、より複雑なプロ
グラムを作ることができます。 

Note:

 

 Pitch EGは OSC1 と OSC2で共用です。

エフェクト 

OSC 1/2の出力は、インサート・エフェクト、マスター・
エフェクト、マスター EQへ送られます。ルーティングを
コントロールするミキサー部で、自由に送り先を決めるこ
とができます。 

1系統のインサート・エフェクト、 2系統のマスター・エ
フェクトに、 89種類のエフェクトから選択することがで
きます。マスター EQはステレオ 3バンド EQです。

OSC 1
OSC 2

AUDIO OUTPUT
L/MONO, R

AUDIO OUTPUT
INDIVIDUAL 1, 2

Oscillator / Pitch Filter Amplifier Effect

OSC1, 2

Insert Effect
Master Effect
Individual-
Output

Insert Effect :
 8-1

1-1、9-4等は、本体でエディットするときに使用するページ画面を示します。

プログラムの構造と対応ページ

Oscillator1 Basic : 1-2, 4 Filter1(A/B) : 4-1 Amp1 Level/Pan : 6-1

Pitch EG : 2-5

Filter1 EG : 4-5 Amp1 EG : 6-3

OSC1 LFO1 : 3-1

Filter1 Mod. : 4-2,3

Filter1 LFO Mod. : 4-4

OSC1 Pitch Mod. : 2-1, 2

OSC1 LFO2 : 3-2

Amp1 Mod. : 6-2

Program Basic : 1-1

Insert Effect: 
8-2, 3

Master Effect 1, 2: 
9-1...3

MasterEQ : 9-4

Controller Setup: 
7-3

Arpeggiator : 
7-1, 2
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アルペジエーター
プログラムは 1 つのアルペジエーターを使用することが
できます。アルペジオ・パターンの選択、展開する音域
や、アルペジエーターが動作するノート（鍵盤）の範囲
や、ベロシティの範囲を設定します。

エディット・ページの概要 

PROG 0: Playページは、プログラムを選択して演奏した
り、パフォーマンス・エディターやリアルタイム・コント
ローラーを使用して簡易的なエディットをします。また、
アルペジエーターの設定を調節したりします。

他のページでは、サウンドをより詳細にエディットするこ
とができます。

各モード、ページ、ユーティリティ・コマンドへのアクセ
ス方法、また値の変更方法などの説明は、「基本的な操作
方法」（ ☞ p.19）を参照してください。

コンペア（エディット前後の音を比
較する）
コンペア機能は、エディットしているサウンドと、エ
ディットを始める前の（保存されている）サウンドを比較
するときに使用します。

エディット中に [COMPARE]キーを押すと（ LED点灯）、
最後に保存した設定が呼び出されます。もう一度押すと
（ LED消灯）、元のエディット中の設定に戻ります。 

[COMPARE] キーを押して呼び出した設定（保存されて
いる設定）をエディットしてしまうと、その時点で LED
は消灯し、もう一度押しても [COMPARE]キーを押す前
の設定には戻りません。 

0: Play
•プログラムの選択と演奏。 
•パフォーマンス・エディターによる簡
易エディット。 

•アルペジエーターの調節。 

1: Ed–Basic

•プログラム・タイプをシングル、ダブ
ル、ドラムに設定。 

•マルチサンプルの選択。 
•モノ・ボイスとポリ・ボイスの割り当
ての選択。 

•音階（例、平均律）の選択。 

2: Ed–Pitch •ピッチ EGを含む、ピッチに関連する
設定。 

3: Ed–LFOs

•各オシレーターに対する 2つの LFO
それぞれ LFO タイプ、スピードなど
を設定。（ピッチ、フィルター、アン
プそれぞれのページで、ここで設定し
た LFO のかかり具合を調節する。） 

4: Ed–Filter1 •フィルター EGを含む、フィルター
（音色）に関連する設定。 5: Ed–Filter2

6: Ed–Amp1/2 •アンプ EG、パン（定位）を含む、ア
ンプ 1／ 2（音量）に関連する設定。 

7: Ed–Arp/Ctrls
•アルペジエーターの設定。（ 0: Playの
パラメーターとは共通のものは、どち
らでもエディット可能） 

•コントローラーの設定。 

8: Ed–InsertFX
•オシレーター出力の BUS とマスター・
エフェクトへのセンド・レベルを設定。 

•インサート・エフェクトのルーティン
グ、選択と設定。 

9: Ed–MasterFX •マスター・エフェクトの選択と設定。 
•マスター EQ の設定。
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オシレーターの基本設定

プログラム・タイプ（シングル、ダ
ブル、ドラムキット）の設定
プログラムのタイプ（オシレーターを 1つ、  2 つまたはド
ラムキットを使う）を設定します。 PROG 1: Ed-Basic,
Prog Basic “Oscillator Mode”で設定します。 

Single（シングル・プログラム）は 1 オシレーターを、 
Double（ダブル・プログラム）は 2オシレーターを使用
します。各オシレーターはベロシティ・マルチサンプル・
スイッチでマルチサンプルを切り替えることができます。 

Drums（ドラムス・プログラム）はシングル・プログラ
ムに似ていますが、マルチサンプルの代わりにドラムキッ
ト（ Globalモードで作成）を使用します。

同時発音数
同時発音数は、和音などの同時に鳴らすことができるノー
ト数です。  プログラム・タイプによって発音数が異なりま
す。

ポリフォニック／モノフォニックで
の発音
ポリフォニック（ Poly）、モノフォニック（ Mono）で発
音するかを PROG 1: Ed-Basic, Prog Basic “Voice
Assign Mode”で設定します。 

Polyにすると和音が弾けます。 Monoにすると複数の鍵
盤を同時に押さえても 1音のみが発音します。通常、 Poly
にしますが、アナログ・シンセサイザー系のベースやシン
セ・リード系の音色で演奏するときは、 Mono にすると
効果的です。 

Poly、 Mono を切り替えて演奏し、その効果を確認して
ください。

マルチサンプルを配置する

マルチサンプルとは？
シングルおよびダブル・プログラムでは、オシレーターの
マルチサンプルを使用します。マルチサンプルは、ピア
ノ、ベース、ギター、ストリングス、オルガン、アナロ
グ・シンセサイザーなどの楽器音や、その他の自然音や人
工音などを録音したものです。 470収録しています。

また、オシレーターごとに、最大 2 つのマルチサンプル
が配置でき、ベロシティの強さで発音するマルチサンプル
を切り替えることができます。これをベロシティ・マルチ
サンプル・スイッチングといいます。

マルチサンプルとドラムキット
マルチサンプルとドラムキットは、サンプルを次のように
配置している点が異なります。 

• マルチサンプルは、複数または 1つのサンプルを鍵盤
上に割り当てたものです。シンプルなギターのマルチ
サンプルを例にとると、各弦に対応するサンプルを 1
つずつ配置し、合計 6つのサンプルで構成します。 

• ドラムキットは、その名の通り、複数のドラム・イン
ストゥルメントのサンプルをドラムのセットのように
配置したものです。

マルチサンプルを選択する 

OSC1に Highと Lowの 2つのマルチサンプルを配置し、
この 2 つのマルチサンプルがベロシティによって切り替
わる（ベロシティ・マルチサンプル・スイッチング）例を
説明します。 

Note:

 

 音を確認しやすくするために、プログラム・タイプ
を “Oscillator Mode”で Singleにしてください。 

1.

 

PROG 1: Ed-Basic, OSC1ページを選びます。 

2.

 

“High Multisample” をクリッカブル・ポインター 
[

 

√

 
][

 

®

 
][

 

π

 
][

 

†

 
]で反転表示にします。 

•

 

[VALUE]ダイヤルまたはテン・キーと [ENTER] キー
で選びます。 

• または、カテゴリーからマルチサンプルを選択するこ
とができます。 

“High Multisample”を反転表示にした状態で、 [CAT- 
EGORY]キーを押すとカテゴリー・メニューが表示し
ます。（ ☞ p.36）

プログラム・タイプ 同時発音数

シングル 62

ダブル 31

ドラムス 62
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[PAGE+] または [PAGE–] キーを押してカテゴリーを
選びます。

そして、 [VALUE]ダイヤルでマルチサンプルを選びま
す。 

[MENU/OK]キーを押して決定します。 

3. オシレーターの基本となるピッチを設定します。 
“Octave”で設定します。 

4. 同じ手順で “Low Multisample” にマルチサンプルを
配置します。

これで “High”と “Low”にマルチサンプルが割り当て
られました。次にベロシティ・レンジを設定します。 

5.

 

“Velocity SW L

 

→

 

H”を設定します。

設定したベロシティ値未満で鍵盤を弾くと Low のマ
ルチサンプルが発音し、ベロシティ値以上で鍵盤を弾
くと Highのマルチサンプルが発音します。

例えば、 “Velocity SW L → H” を 100 に設定すると、
鍵盤を弱く弾いたときは “Low” で設定したマルチサ
ンプルが発音し、鍵盤を強く弾いたときは “High”で設
定したマルチサンプルが発音します。 

6.

 

High、 Lowそれぞれの “Level”（レベル）を設定して
音量のバランスをとります。 

Note:

 

 この機能を使用しないときは、 “Velocity SW
L

 
→

 
H”の値を 001 にします。 Highのマルチサンプルのみ

が発音します。 

Rev (Reverse)チェック・ボックス 
“Reverse” にチェックをつけると、選択したマルチサン
プルが逆再生します。これは、サウンド・エフェクトとし
て、あるいは他の特異なサウンドとして面白い結果が得ら
れます。通常は、チェックをつけません。

オシレーター 1と 2でデチューン・サウン
ドを作る
ダブル・プログラム（ “Oscillator Mode” Double時）で
デチューン・サウンドを作る場合は次のように設定しま
す。 

1.

 

OSC1と 2のマルチサンプルと EG等を同じ設定にし
ます。

ユーティリティ “Copy Oscillator”で、オシレーター
間の設定をそろえるとよいでしょう。 

2.

 

OSC1と OSC2の再生ピッチを設定します。

同じマルチサンプルで “Tune”を少しずらすと、音に厚
みが増します。いわゆるデチューン・サウンドが得ら
れます。

オシレーター 1、 2の発音をベロシティで
切り替える

ダブル・プログラムでは、ベロシティによるオシレーター 
1と 2の発音範囲を設定します。

上の画面のように設定すると、発音範囲は以下のようにな
ります。 

•

 

OSC1はどのベロシティ値でも発音します。 

•

 

OSC2は強く弾いたとき（ 64以上）だけに発音します。 

• さらにベロシティ・マルチサンプル・スイッチング機
能を併用できます（ ☞ p.46 “ マルチサンプルを選択す
る ”）。例えば “Velocity SW L→  H”を  OSC1ページ
で 32、 OSC2ページで 96に設定します。べロシティ・
ゾーン表示の中に縦線で表示されます。

この例では、マルチサンプルの発音は  4段階になります。

ベロシティ値  001～ 031:
オシレーター 1の Lowマルチサンプルのみ発音します。

ベロシティ値  032 ～ 063:
オシレーター 1の Highマルチサンプルのみ発音します。

ベロシティ値  064 ～  095:
オシレーター 1の Highマルチサンプルとオシレーター 
2の Lowマルチサンプルが発音します。

ベロシティ値  096 ～ 127:
オシレーター 1の Highマルチサンプルとオシレーター 
2の Highマルチサンプルが発音します。 

OSC1と OSC2の設定をコピーする
プログラム・パラメーターの多くは OSC1 と OSC2 で
別々に設定します。別々に設定するパラメーターは以下の
通りです。 

•

 

Pitch EG（タブ）を除いた Ed-Pitch ページのすべて
のパラメーター 

•

 

Ed-Filterページのすべてのパラメーター 

•

 

Ed-Ampページのすべてのパラメーター 

•

 

Ed-LFOsページのすべてのパラメーター

ユーティリティ “Copy Oscillator”を実行して、これらの
パラメーターを別のオシレーターにコピーすることがで
きます。異なったプログラムのオシレーターからでもコ
ピーすることができます。

このコマンドは、 2つのオシレーターを同じ設定にすると
きや、以前使用した設定を複製するときに役に立ちます。
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ドラムキットを配置する

ドラムキットとは？
プログラムに、ドラムキットを使用するためには、 
“Oscillator Mode” を Drums に設定します。そして 40
のユーザー・ドラムキット、または 9個の GM対応ドラ
ムキットから選択し、配置します。

ドラムス・プログラムは、オシレーターに「ドラムキッ
ト」を使用します。ドラムキットは、複数のドラム・イン
ストゥルメントのサンプルをキーに配置したものです。 
518収録しています。（ ☞ p.46 “マルチサンプルとドラム
キット ”）

ドラムキット自身は、 Global モードで作成またはエ
ディットします。鍵盤上の各ノートに最大 2つ（ Highと 
Low）のドラム・サンプルを配置でき、ベロシティの強
さで発音するドラム・サンプルを切り替えることができま
す。その他、エフェクトやオーディオ出力端子へのルー
ティングを設定します。（ ☞ p.104「ドラムキットの作成」）

ドラムキットを選択する 

1.

 

PROG 1: Ed-Basic, Prog Basicページを選びます。 

2.

 

“Osillator Mode”を Drumsに設定します。 

3.

 

PROG 1: Ed-Basic, OSC1ページを選びます。 

4.

 

“Drum Kit”をクリッカブル・ポインター [ √ ][ ® ] 
[

 

π

 
][

 

†

 
]で反転表示にします。 

[VALUE] ダイヤルまたはテン・キーと [ENTER]キー
で選びます。 

5. オシレーターの基本となるピッチを設定します。ドラ
ムキットの “Octave”は +0 [8’]に設定してください。 

LFOとエンベロープ（ EG）を
設定する 

LFOを設定する
各オシレーターには 2つの LFO（ LFO1、 LFO2）があり
ます。 LFO1と LFO2は各ボイスに個別のものです。

これらの LFOを使用して、以下のプログラム・パラメー
ターを変化させることができます。 

• ピッチ（ビブラート）：  PROG 2: Ed-Pitch, OSC1
LFO “Intensity”、  OSC2 LFO の同パラメーター 

• フィルター（ワウ・エフェクト）：  PROG 4: Ed-Filter1,
LFO Mod. “Intensity to A”、 “to B”、 PROG 5: Ed-
Filter2 同パラメーター 

• ボリューム（オート・トレモロ：  PROG 6: Ed-Amp
1/2, Mod, LFO1 Mod. “Intensity”、 LFO2 Mod.同
パラメーター） 

LFO は上記以外にも、オルタネート・モジュレーション
やエフェクト・ダイナミック・モジュレーションのソース
として使用することができ、さまざまなパラメーターを変
化させることができます。 “Pan AMS”（ PROG 6: Ed-
Amp 1/2, Level/Pan）に LFO をアサインすると、オー
ト・パン効果が得られます。

基本的な LFO設定 
Note:

 
 選択しているプログラムによっては、以下のエ

ディットによる効果が確認できない場合があります。
前述のいずれかの “Intensity” パラメーターの値を上げ
て、効果が分かりやすくなるように設定してください。

例えば、 OSC1 LFO1でフィルター 1を変化させるには、 
PROG 4: Ed-Filter1, LFO Mod. LFO1 “Intensity to A”
または “Intensity to B” の値を大きくしておいてくださ
い。 

1.

 

PROG 3: Ed-LFOs, OSC1 LFOページを選びます。  

2.

 

“Waveform”を選びます。 

3.

 

[VALUE]ダイヤル等で LFO波形を選びます。

ディスプレイで形状が確認できます。

数多くの波形がありますが、それぞれに適した使い方
があります。 

Triangle と Sineは、ビブラート、トレモロ、パン、
フィルター・ワウ・エフェクト用の典型的な LFO 波
形です。 

Squareは、ゲート・フィルターや音量変化用に適し、
ピッチを変化させるとサイレン音のような効果になり
ます。
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Guitar は、ギターのビブラートをシミュレートしたも
ので、基本値から上方向にだけ変化します。 

Saw と Exp. Saw Down は、リズミカルなフィル
ターや音量変化用に適しています。 

Random 1 (S/H)は、レゾナント・フィルターの変化
に適した、典型的なサンプル・ホールドの効果を作り
ます。 

4. 各波形を確認した後は、 Triangleを選んでください。 

5.

 

“Frequency”で LFOのスピードを設定します。 

6.

 

“Fade” と “Dly”（ Delay）の設定で、ノート・オン直
後  どのように LFO がかかるかをコントロールできま
す。 

LFO についての詳細は、「 PROG 3: Ed–LFOs」（ ☞ PG
p.14）を参照してください。

これらのパラメーターは LFO自体の動きをコントロール
するものです。 LFO で実際のサウンドに効果をかけるに
は、 Filter、 Pitch、 Amp ページの LFO 専用のパラメー
ターを設定したり、 AMSに LFOを設定して使用します。

フリケンシー・モジュレーション（ Freq. 
Mod） 

Freq. Modの “AMS1”と “AMS2”は、 LFOの速さを変え
るために使用します。これはコントローラーを操作するこ
とによって、あるいは EGやキーボード・トラックの設定
によって、 LFOのスピードを変化させます。（ ☞ PG p.14） 

MIDI/テンポ・シンク 

MIDI/Tempo Sync. の “Sync.” をチェックすると、 
“Frequency”の設定は無視され、 LFOは [TEMPO]ノブ
で設定したテンポ、あるいは外部 MIDIクロックに同期し
ます。

これでアルペジエーター、あるいは外部シーケンサーに同
期したビブラート、ワウ、オート・パン、トレモロ効果が
得られます。 

EG（ Envelope Generator：
エンベロープ・ジェネレーター） 

EGは、指定した時間をかけて、あるレベルまで変化させ、
また別に指定した時間をかけて、別のレベルへ移行させる
ことによって、モジュレーション信号を作ります。 

X50 には、ピッチ、フィルター、アンプ用に 3 つの EG
があります。これらはそれぞれ音程、音色、それと音量を
時間的に変化させます。なお、これらは AMSとして使用
することによって、他の多くのプログラム・パラメーター
を変化させることもできます。

オルタネート・モジュレー
ションを使用する 

“AMS”（ Alternate Modulation Source）として、以下
のソースを割り当てることができます。 

•

 

[PITCH]ホイール、 [MOD]ホイール、リアルタイム・
コントロールの各ノブのような X50本体のコントロー
ラー 

• 受信した MIDI コントロール・チェンジなどの MIDI
メッセージ 

•

 

Filter EG、 Pitch EG、 Amp EGまたは LFOのような
モジュレーター 

“Intensity”は、  AMS がモジュレーションをコントロー
ルするモジュレーションの度合い（スピード、デプス、量、
他）を設定するパラメーターです。 

[PITCH] ホイール、を使用してピッチを変化させるよう
な、いくつかの使用頻度の高いモジュレーション・ルー
ティングは AMSとは別に専用のルーティングとして用意
されています。

モジュレーションによっては、いくつかの AMSは使用で
きませんので、ご注意ください。

オルタネート・モジュレーションと AMSの詳細について
は、「 Alternate Modulation Source (AMS)」（ ☞ PG
p.151）を参照してください。 

AMSを使用するときのヒント
オルタネート・モジュレーションを設定するときは、作り
出したい効果を頭に浮かべ、どんなタイプのモジュレー
ションが必要なのか、オシレーター、フィルター、アンプ
のどのパラメーターをコントロールする必要があるかを
考えてください。

次に、オルタネート・モジュレーション・ソース（ AMS）
を選択し、 “ Intensity ”を設定します。このように論理的
に作業していけば、希望する効果が得られます。

例えば、ギター・サウンドのプログラムで、 [MOD]ホイー
ルを動かしてフィードバックが起こるようにコントロー
ルしたいときは、 [MOD]ホイールでフィルター・フリケ
ンシーとレゾナンスを変化させるように設定します。

レベル

時間

アタック・タイム
ディケイ・タイム スロープ・タイム リリース・タイム

アタック・レベル

スタート・レベル

サステイン・
レベル

ブレイク・レベル
ノート・オン ノート・オフ

リリース・
レベル
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ピッチを調節する
オシレーターで選択したマルチサンプルのピッチ（音程）
変化を調節します。ピッチ EG や LFOによって、時間の
経過とともにピッチを変化させます。 

Note:

 

 マルチサンプルの基本となるピッチは PROG 1:
Ed-Basic, OSC1または OSC2ページの “Octave”で設定
します。

鍵盤の位置でピッチを変化させる
（ピッチ・スロープ）
ピアノやオルガンなとの鍵盤楽器は、右側の鍵盤を弾くほ
どピッチが高くなり、左側を弾くほど音が低くなります。

この設定は “Pitch Slope”で設定します。 
+の値に設定すると、右側の鍵盤を弾くほどピッチが高く
なります。 – の値に設定すると、右側の鍵盤を弾くほど
ピッチが低くなります。
通常は、 +1.0に設定します。

ピッチにモジュレーションをかける

ピッチ・ベンド 

“PBend+” と “PBend–”の設定は、 MIDIピッチ・ベン
ド・メッセージを受信したとき、あるいは [PITCH]ホイー
ルを動かしたときに変わるピッチ・チェンジ（半音単位
で）の量を設定します。 +12に設定するとピッチが最大 1
オクターブ上がり、 –12 に設定すると最大 1 オクターブ
下がるようにコントロールできます。 

“Ribbon (#16)”は、 CC#16 を受信したとき（または、接
続した KORG TRITON Extreme などのリボン・コント
ローラーを操作したとき）に、半音単位で変わるピッチ・
チェンジの量を設定します。

ポルタメント
ポルタメントは、前のピッチと次のピッチに移行するとき
に、なめらかにピッチが変化します。 “Enable”にチェッ
クしたとき、ポルタメントがかかります。 

“Time” では、ピッチが変化する時間を設定します。値が
大きいほど、ピッチがゆっくりと変化します。 000 では
ポルタメントがかかりません。 

[SW1]または [SW2]キーに Porta. SW(CC#65) を割り
当てると、キーでポルタメントのオン／オフが切り替えら
れます。

ビブラートをかける 
LFO によってピッチを周期的に変化させて、ビブラート
効果をかけることができます 

LFO1と LFO2の  “ Intensity ”は、 LFOによってピッチ
が変化する効果の深さを設定します。 +12.00に設定する
と、ビブラートは最大± 1 オクターブの範囲でピッチが
変化します。 

“Mod. Whl Int.”は、  [MOD]ホイールを奥方向に回した
ときや CC#1を受信したときに、 LFOによるビブラート
効果がかかる深さを設定します。 

“AMS Intensity”は、 AMS（オルタネート・モジュレー
ション・ソース）を操作したときに、 LFOによるビブラー
ト効果がかかる深さを設定します。例えば、 “LFO1
AMS”を KnobM1 [+] (Knob Mod1: CC#17)に設定し、 
“AMS Intensity”を上げます。 Knob B Assign “Knob 1-
B”に Knob Mod. 1 (CC#17)を設定しているときに、 X50
のノブ [1] を回したり、 CC#17 を受信するとビブラート
がかかります。

ピッチ EG 

PROG 2: Ed-Pitch, OSC1 または OSC2 の Pitch EG
“

 
Intensity

 
”の値が +12.00に設定されているとき、 Pitch

EGページで設定するピッチ EGで、最大± 1オクターブ
のピッチが変化します。

弦を引っ掻いたときや、ブラス、ボーカル・サウンドのア
タック部分でピッチがほんの少し変わるようなピッチ変
化を作るときは、 EGを使用してアタック部分にわずかな
ピッチ・チェンジを設定します。
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フィルターを調節する
オシレーターで選択したマルチサンプルの周波数成分を、
フィルターで削ったり、強調したりすることによって音色
を調節します。音色はフィルターの設定によって大きく変
化します。 

X50 のフィルターは OSC1 用の Filter1、 OSC2 用の 
Filter2があります。これらのフィルターはそれぞれ 2種
類（ Low Pass Resonance、 Low Pass & High Pass）
から選ぶことができます。 “Oscillator Mode”が Double
のときに Filter2が使用できます。

フィルター・タイプ
フィルター・タイプで、フィルターによって影響を受ける
部分を選びます。

ローパス・フィルター（ Low Pass）
低音域を通過させて高音域をカットする最も一般的な
フィルターです。高音域の倍音を削ると、明るい（鋭い）
音色が暗く（丸く）なります。 

24dB/oct、 12dB/oct とは、カットの度合を示します。 
24dB/oct は 1 オクターブで（周波数が倍で）ゲインが 
24dB落ちます。 12dB/octは 12dB落ちます。 24dB/oct
のほうがカットのカーブが急峻です。

ハイパス・フィルター（ High Pass）
高音域を通過させ、低音域をカットするフィルターです。
音色を細くするときに使用します。ただし、カットオフ周
波数（ Frequency）を上げすぎると音量が極端に下がり
ます。

レゾナンス
フィルター・タイプに、 Low Pass Resonanceを設定し
たときは、レゾナンスが調節できます。レゾナンスは、下
図のように、カットオフ周波数付近の周波数を強調しま
す。

レゾナンスを 0 に設定すると強調はされず、カットオフ
以降の周波数はなだらかに減衰します。

中程度の設定では、レゾナンスはフィルターの音色を変
え、鼻にかかったようなサウンド、あるいはより過激なサ
ウンドになります。非常に高い設定では、レゾナンスは口
笛のように聞こえます。

レゾナンスをキーボード・ピッチに従って変化させるに
は、「 4–2a: Keyboard Track」（ ☞ PG p.17）を参照してく
ださい。

フィルターの選択と音色調節
フィルター・タイプを選択して、 “Frequency”（カット
オフ周波数）や “Resonance”（レゾナンス・レベル）を
設定します。 

1.

 

“Type”で、フィルター・タイプを選びます。 

Low Pass Resonance：レゾナンス付 24dB/octロー
パス・フィルターです。 

Low Pass & High Pass： 12dB/octローパス・フィ
ルターと 12dB/oct ハイパス・フィルターのシリーズ
接続したものです。 

2. フィルター・タイプに Low Pass Resonance 設定時
は、 Filter Aで該当するパラメーターを調節します。 

“Frequency” はカットオフ周波数を設定します。設定
したカットオフ周波数より高音域がカットされ、音色
が暗く（丸く）なります。

レベル 

周波数(音の高さ)

元のマルチサウンドに 
含まれる倍音 
 

レベル 

周波数(音の高さ)

フィルターの特性 

フィルター 
通過後の倍音 

この部分の倍音が 
削られます 

Filter

周波数

レベル

Low Pass

12dB/oct

24dB/oct

レベル

周波数

High Pass

12dB/oct

レゾナンスによる効果

Low Pass
Level

レゾナンス値が小さい レゾナンス値が大きい



プログラムの演奏とエディット 

52

 

“Resonance” でレゾナンス・レベルを設定します。 
“Frequency” で設定した周波数付近の倍音成分が強
調され、音色にクセがつきます。 

Low Pass & High Passを設定時は、ローパス・フィ
ルターを Filter A で、ハイパス・フィルターを Filter
Bで調節します。 

Filter Aの “Frequency”は、設定したカットオフ周波
数より高音域がカットされ、音色が暗く（丸く）なり
ます。 

Filter Bの “Frequency”は、設定したカットオフ周波
数より低音域がカットされます。低音を削ることに
よって、音色が細くなります。

フィルターにモジュレーションをか
ける
フィルターのカットオフ周波数を、 Filter EG、 LFO、キー
ボード・トラッキング、 X50のコントローラー、 MIDIコ
ントローラーを使用してモジュレーションをかけること
ができます。これはプログラムの音色に豊かな変化を与え
る方法です。 

Keyboard Track（キーボード・トラック）
ほとんどのアコースティック楽器はピッチが高くなるほ
ど音色が明るくなります。このような効果をシンセサイ
ザーで作るには、キーボード・トラックで高音域になるに
したがってローパス・フィルターのカットオフ周波数が高
くなるように設定します。同じように、音色が全音域にわ
たって変化しないようにするには、キーボード・トラック
での調節が必要です。 

•

 

Ramp:“

 

Low

 

” を＋の値にすると、低いキーを弾くほ
どカットオフ周波数が上がり音が明るくなります。－
の値にすると低いキーを弾くほどカットオフ周波数が
下がり音が暗くなります。 

•

 

Ramp:“

 

High

 

” を＋の値にすると、高いキーを弾くほ
どカットオフ周波数が上がり音が明るくなります。－
の値にすると高いキーを弾くほどカットオフ周波数が
下がり音が暗くなります。 

•

 

“

 

Int. to A

 

”、 “ Int. to B ”でフィルター A、 Bへのかか
り具合を調節します。

詳しくは、「 4–2a: Keyboard Track」（ ☞ PG p.17）を参照
してください。

フィルター EG
フィルター EGも、フィルターにモジュレーションをかけ
る以外に、他のプログラム・パラメーターに対してモジュ
レーションをかけることができます。 
EG自体は Filterページで設定しますが、フィルターをコ
ントロールする以下のパラメーターは、 Filter Mod ペー
ジで設定します。 

“

 

Int. to A

 

” と “ Int. to B ”は、フィルター A、 Bにそれぞ
れかかる EGによるモジュレーションの量を設定します。 

“

 

Vel to A

 

”と “ Vel to B ” は、ベロシティの強さで EGを
コントロールするモジュレーションの量を設定します。 

“

 

AMS

 

”の設定は、フィルター A、 Bへのフィルター EG
のかかり具合を変化させる AMSモジュレーション・ソー
スを選択します。 2つのフィルターは、個別にインテンシ
ティを設定し、 1つの AMSでコントロールします。 

LFOモジュレーション
フィルターは、 LFO1、 LFO2でモジュレーションをかけ
ることができます。 LFO でのフィルターのモジュレー
ションは、オート・ワウの効果を作り出します。 

Ed-Filter1, LFO Mod.（または Ed-Filter2）ページで各 
LFOの以下のパラメーターを設定します。 

“

 

Intensity to A

 

”と “ Intensity to B ”は LFOが音色をど
の程度変えるかを設定します。 

“JS-Y Int. to A”と “JS-Y Int. to B”は、 CC#2を受信した
ときに、 LFOによるワウ効果の深さを設定します。 

“

 

AMS

 

” は、フィルター A、 B にかかる LFOの量を変化
させるモジュレーション・ソースを選択します。 2 つの
フィルターは、個別にインテンシティを設定し、 1 つの 
AMS でコントロールします。

例えば、 Knob B Assign “Knob 1-B” に Knob Mod. 1
(CC#17)を設定しているときに、 “AMS”を KnobM1#17
に設定すると、 REALTIME CONTROLS Bモードのノブ 
[1]を回すことでオート・ワウ・エフェクトがかかります。
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AMSモジュレーション 
EG、 LFO、キーボード・トラックの他に、 2 つの AMS
でフィルターにモジュレーションをかけることができま
す。例えば、 [PITCH]ホイールを操作して、音の明るさを
コントロールできます。

アンプを調節する
アンプ・セクションは、音量とパンをコントロールしま
す。 Amp EG、 LFO1/2、キーボード・トラック、ベロシ
ティ、および他の AMSを使って音量をコントロールしま
す。 

OSC1用の  Amp 1と、 OSC2用の Amp2があります。

音には、その音ごとに特有な音量の形があります。

例えば、ピアノの音量は、鍵盤を押さえると同時に大きく
なり、徐々に小さくなっていきます。オルガンの音量は、
鍵盤を押さえてから離すまで一定です。また、バイオリン
や管楽器などの音の音量は、奏法（弓を引く強弱、息を吹
き込む量の多少）によって変わります。

基本となるアンプ・レベルの設定 

“Amp Level”は基本となる音量レベルです。

この “Amp Level”の音量に、以下のモジュレーションを
使用して音量を変化させます。

アンプにモジュレーションをかける 

Keyboard Track（キーボード・トラック）
オシレーターの音量をキーボード・トラックでコントロー
ルします。鍵盤上の高音域や低音域へ移るにしたがって音
量が変化します。
（ ☞ p.52「 Keyboard Track（キーボード・トラック）」）

ベロシティ（ Amp Mod.）
ほとんどのプログラムは、鍵盤を弱く弾くと音量が下が
り、強く弾くと音量が上がります。これは “Velocity Int”
でコントロールします。
通常はアンプ・モジュレーションの値は + の値に設定し
ます。この数値を上げると、弱く弾いたときと強く弾いた
ときの音量差が大きくなります。 

LFO 1/2 Mod.

 

LFOによる音量変化（トレモロ効果）を設定します。 

LFO で音量を変化させる値は、 LFO1 Mod. と LFO2
Mod.の “Intensity”で設定します。

また “ AMS ”（ LFO1 AMS または LFO2 AMS）と 
“

 
Intensity

 
” は、 AMS とそれによる効果の深さと方向を

設定します。

例えば、  “AMS”（ LFO1 または LFO2）を JS–Y #02 に
設定すると、 CC#2を受信したときに、トレモロ効果が得
られます。 

Amp EG（アンプ・エンベロープ・
ジェネレーター） 

Amp EG は、オシレーターの音量に時間による変化を与
えます。

前述しましたが、音には、それぞれ特有な音量の形（ Amp
EG）があります。例えば、これは楽器等を認識するため
に大変重要な部分といえます。

また、発想を変えて、ある楽器の Amp EGを他の楽器の 
Amp EG 使用すると面白い独特なサウンドが得られま
す。例えば、ストリングスの Amp EGをオルガンのマル
チサンプルに使用するなどです。

音量

時間

ピアノ

徐々に音量が小さく
なっていきます。

音量

時間

オルガン

鍵盤から手を離すまで
一定の音量で鳴ります。
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パン（音の定位）を設定する

音声信号がオシレーター、フィルター、アンプを通った後
のパン（音の定位）を設定します。

通常は、これを C064に設定します。 “Oscillator Mode”
を Double にしてステレオ感を得たいときは、 “Amp1
Pan”と “Amp2 Pan”で OSC1と OSC2の出力を左と右に
設定します。 

Random（ランダム）は、定位が X50で鍵盤を弾くたび
にランダムに変わり、面白い効果が得られます。

パン AMSとインテンシティ 

“Intensity”は “Pan AMS”のソースによるパン効果のデ
プスを設定します。

例えば、 “Pan”を C064に、 “  Pan AMS ”を Note Number
に設定すると、 “Intensity” が＋の値のときは、 C4 を境
にして高音を弾くほど音が右側に移動します。また、低音
を弾くほど左側に移動します。－の値にするとこれらは逆
の効果になります。 

LFO1や LFO2 に設定すると、音が左右に振れ、オート・
パンの効果が得られます。

パン  – ドラムス・プログラムのパン “Use 
DKit Setting”を使用する 

“Oscillator Mode”が Drums のときに有効です。

標準のプログラムと違って、ドラムキットは Key ごとに
異なるパン設定がされています。 “ Use DKit Setting ”
は、ドラムキットに設定されているパン設定を使用する
か、プログラムのパン設定を使用するかを設定します。 

“Use DKit Setting”をチェックすると、プログラムはド
ラムキットのパン設定が有効になります。通常、チェック
します。

エフェクト
エフェクトの詳しい説明は、 p.77をご覧ください。

インサート・エフェクト
インサート・エフェクトは PROG 8: Ed-Insert FXページ
で設定します。

各 OSCやプログラム全体の出力を、インサート・エフェ
クトへ送ります。ディストーションやコンプレッサー、
コーラスやリバーブなどの、どのタイプのエフェクトでも
使用できます。

インサート・エフェクトは (MAIN OUTPUT) L/MONO、 
R 端子にも、 (INDIVIDUAL OUTPUT) 1、 2端子にもルー
ティングすることができます。（ ☞ p.79）

マスター・エフェクト
マスター・エフェクトは PROG 9: Ed–Master FXで設定
します。 

“Send1”と “Send2”を介して個々のオシレーターやプ
ログラム全体、またはインサート・エフェクト通過後に 2
つのマスター・エフェクトへ送ることができます。これら
はリバーブやディレイのようなエフェクトが最も適して
いますが、どのタイプのエフェクトでも使用できます。
（ ☞ p.81）

マスター EQ
マスター EQは PROG 9: Ed–Master FXで設定します。

マスター EQは、（ MAIN）  L/MONO、 R出力の直前にあ
ります。全体の音質調節に使用します。（ ☞ p.81）

ピアノ 

オルガン 

ストリングス 
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コンビネーションの演奏とエディット

コンビネーションとは？
コンビネーションは、複数（最大 8 つ）のプログラムを
スプリットやレイヤー設定して組み合わせたもので、単独
のプログラムでは実現できない複雑な音色を作り出すこ

とができます。 Combination モードで演奏およびエ
ディットします。

ここではパネル・スイッチの使い方や基本的なエディット
方法など、コンビネーションの基本的な使用方法について
説明します。

コンビネーションの演奏

コンビネーションの選択
コンビネーションの選択方法は次のとおりです。 

• フロント・パネルでの選択 :
“Combi Select” による選択
・ [VALUE]ダイヤルを回す。
・ [INC][DEC] キーを押す。
・テン・キー [0]～ [9]でコンビネーション・ナンバー
を入力して、 [ENTER]キーで確定する。

・クリッカブル・ポインターのセンターを押して表示
を反転させ、 [ π ][ † ]で選び、センターを押して確定
する。

・ COMBI BANK [A]～ [C]でバンクを選択する。
・ 10’s HOLDによる選択（ ☞ p.37）

コンビネーション・カテゴリーによる選択：
ピアノやドラムなどのカテゴリーからコンビネーショ
ンを選択する。

・ “Select by Category” によるカテゴリーからの選
択（ ☞ p.36）

・ Cat. HOLDによるカテゴリー選択（ ☞ p.36） 

• 接続したフット・スイッチによる選択：
フット・スイッチでコンビネーションを選択する。 

• MIDI プログラム・チェンジを受信して選択：
外部 MIDIシーケンサー、あるいは外部 MIDIコント
ローラーからコンビネーションを切り替えます。

詳しくは以降をご覧ください。

フロント・パネルでのコンビネー
ション選択 

1.

 

[COMBI]キーを押します。（キーが点灯） 

Combination モードに入ります。ディスプレイの上段
に「 COMBI 0: Play」（モード・ネーム、ページ・ナ
ンバー＆ネーム）が表示されていることを確認してく
ださい。 

2.

 

“Combi Select”（コンビネーション・ナンバー＆ネー
ム）が選ばれていることを確認します。

選ばれていない場合は、クリッカブル・ポインター 
[

 

π

 
][

 

†

 
]で “Combi Select”の表示を反転させます。 

3.

 

[VALUE]ダイヤル等を操作して、演奏するコンビネー
ションを選びます。

次のいずれかの方法で選択します。 

•

 

[VALUE]ダイヤルを回す。 

•

 

[INC]または [DEC]キーを押します。 

• テン・キー [0]～ [9]でコンビネーション・ナンバーを
入力して、 [ENTER]キーで確定します。 

• クリッカブル・ポインターのセンターを押して表示を
反転させ、 [  π ][ † ]で選び、センターを押して確定しま
す。 

4.

 

COMBI BANK [A] ～ [C] キーを押してバンクを切り
替えます。

コントローラー・アサイン・リスト 

Combi Select
（コンビネーション・ 
ナンバー＆ネーム） 

バンク・ 
ナンバー 

モード・ネーム ページ・ナンバー 
　＆ネーム 

タブ・ネーム 

タブ 

パラメーター・ネーム 

テンポ カテゴリー・ナンバー 
　　＆ネーム 

1 23 4
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バンクを切り替えると、そのキーが点灯し、選択した
バンクがディスプレイ左側に表示されます。

例えばバンク Bを選ぶ場合、 COMBI BANK [B]キー
を押します。 [B] キーが点灯し、ディスプレイ左上に 
Bank Bが表示されます。

音の確認 

5. 選択したコンビネーションの音は鍵盤を弾いて確認し
てください。 

Note:

 

 Combinationモードでは、 [AUDITION]キーで
リフ（フレーズ）を再生することはできません。

コンビネーション・バンクの概要
工場出荷時の X50 には、 384のプリロード・コンビネー
ションが収録されています。また、自分で作ったコンビ
ネーションを保存することができます。

コンビネーションは次表のように 3 つのバンクに分けて
収録しています。 

Combinationバンク

カテゴリーによるコンビネーション
の選択
コンビネーションをキーボード、シンセ、ベース、ドラム
スなどのカテゴリーから選ぶことができます。

工場出荷時、コンビネーションは 16個のカテゴリーに分
類されています。カテゴリーを選択し、そのカテゴリーに
含まれるコンビネーションを選びます。

選択方法については以下のページを参照してください。

「 “Select by Category”によるカテゴリー選択」（ ☞ p.36）
「 Cat. HOLDによるカテゴリー選択」（ ☞ p.36） 

10’s HOLDによるコンビネーション
の選択
コンビネーション・ナンバーの 10 の位を固定してコンビ
ネーションを選びます。

選択方法については「 10’s HOLD によるプログラムの選
択」（ ☞ p.37）を参照してください。

接続したスイッチによるコンビネー
ションの選択 

ASSIGNABLE SWITCH 端子に接続したフット・スイッ
チでコンビネーションを切り替えることができます。機能
を割り当てることによって、コンビネーション・ナンバー
が上順または降順で 1ずつ切り替わります。

パフォーマンス中などで手が離せないときに、フット・ス
イッチでコンビネーションを素早く切り替えることがで
きます。

選択方法については、「接続したスイッチによるプログラ
ムの選択」（ ☞ p.37）を参照してください。 

MIDIプログラム・チェンジによる
コンビネーションの選択
外部 MIDI機器（ DAWソフトウェアなどのシーケンサー
や MIDIコントローラーなど）から X50に、 MIDIプログ
ラム・チェンジ・メッセージを送ることによって、 COMBI
0: Play ページでコンビネーション、またはティンバーの
プログラムを切り替えることができます。

また、付属のエディター「 X50 Plug-In Editor」を DAW
ソフトウェアなどのプラグインとして組み込むことに
よって、 X50のプログラムやコンビネーションを DAW上
のリストから簡単に選ぶことができます。詳しくは、付属
の「 Editor/Plug-In Editor取扱説明書」（ PDF）をご覧く
ださい。 

MIDIでコンビネーションを切り替える
グローバル MIDIチャンネルにチャンネルが一致するプロ
グラム・チェンジを受信すると、コンビネーションが切り
替わります。

ただし、 GLOBAL 1: MIDIページ “Combi (Combination
Change)”の設定に影響を受けます。チェックをつけてく
ださい。チェックをはずすとコンビネーションは切り替わ
らず、チャンネルが一致するティンバーのプログラムが切
り替わります。

工場出荷時、グローバル MIDIチャンネルはチャンネル 1
です。設定を変える場合は「 MIDI チャンネルの設定」
（ ☞ p.37）を参照してください。 

MIDIでティンバーのプログラムを切り替
える
ティンバーの MIDI チャンネルは、 COMBI 2: Ed-Track
Param, MIDI ページ “MIDI Channel” で設定します。
ティンバーのチャンネルに一致する MIDIチャンネルでプ
ログラム・チェンジを受信すると、  “Status”が INTのティ
ンバーのプログラムが切り替わります。ただし、ティン
バーに対するプログラム・チェンジは COMBI 3: Ed-
MIDI Filter 1, -1ページの “Program Change”の設定に
影響を受けます。 

BANK Prog 
No. 説　明 

A、 B、 
C

000..
.127

プリロー
ド・コン
ビネー
ション

工場出荷時に収められているこ
れらのコンビネーションは、さ
まざまなプログラム、エフェク
ト、アルペジオ・パターンなど
を使用しています。
各 128コンビネーション（合計 
384）です。これらのバンクで
は、ライト（保存）し、書き替
えることができます。
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“Status”は COMBI 2: Ed-Track Param, MIDIページで、 
“Program Change” は COMBI 3: Ed-MIDI Filter 1, -1
ページで設定します。

なお、グローバル MIDIチャンネルで受信したときの動作
は GLOBAL 1: MIDI “Combi (Combination Change)”
の設定に影響を受けます。

コントローラーの使用方法 

Combinationモードでも Programモードと同じように、 
[MOD]ホイール、ピッチベンド・ホイール、 [SW1][SW2]、 
REALTIME CONTROLS [1]～ [4]などの、さまざまなコ
ントローラーによって豊かな表情をつけることができま
す。

これらのコントローラーを使って、演奏中に音色、音程、
音量、エフェクトなどをリアルタイムに変化させることが
できます。

詳しくは「コントローラーの使用方法」（ ☞ p.38）を参照
してください。

各種コントローラーの  MIDIによる
コントロール  

X50 でコンビネーションを選択すると、コンビネーショ
ン・ナンバーの MIDIプログラム・チェンジがグローバル 
MIDIチャンネルで送信されます。同時に COMBI 2: Ed-
Track Param, MIDIページの “Status”が EXT、   EX2の
ティンバーでは、そのティンバーで設定している MIDI
チャンネルで、バンク・セレクト、プログラム・チェンジ
とボリューム（ CC#7）を送信します。ただしグローバル 
MIDIチャンネルと同じ MIDIチャンネルに設定したティ
ンバーでは送信されません。送信時、 EX2 のティンバー
は “Program Select”のバンクを「 -」と表示し、 “Bank
（ EX2）  MSB”、 “Bank（ EX2）  LSB”で設定したバンク・
ナンバーを送信します。

また、 X50 の操作による MIDI メッセージは、グローバ
ル MIDI チャンネルで送信します。同時に “Status” が 
EXT、  EX2のティンバーはそのティンバーの MIDIチャン
ネルで同じメッセージを送信します。 

X50 コントローラーを操作したときに送信される MIDI
メッセージ、また MIDIメッセージに対応する AMS（オ
ルタネート・モジュレーション・ソース）、 DMS（ダイナ
ミック・モジュレーション・ソース）の関係については、
「本機コントローラー操作時の MIDI送信」（ ☞ PG p.166）
をご覧ください。
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コンビネーションの簡易エディット  

X50 に収録されているすべてのコンビネーションはエ
ディットすることができます。また、初期化した状態から
作ることもできます。 

X50 は、詳細なエディットが可能なエディット・ページ
へ移ることなく、 COMBI 0: Play ページでのエディット
や、フロント・パネルのリアルタイム・コントローラーの
ノブとスイッチで簡易的なエディットができます。

ティンバーのプログラムを変
更する
ティンバー 1 ～ 8 に割り当てられたプログラムを選び直
すことによって、コンビネーションのサウンドは大きく変
わります。 

Note:

 

 以下の設定は、 COMBI 0: Playまたは 1: Ed–Tone
Adjustページのどちらでも設定できます。

本体操作でティンバーに割り当てら
れたプログラムを変更する  

1.

 

COMBI 0: Play, Progページを表示します。

このページでは、ティンバー 1～ 8に配置されている
プログラムの情報が確認できます。 

2. クリッカブル・ポインターで “Program Select”を反
転させ、 [VALUE]ダイヤル等でプログラムを選びます。

次のいずれかの方法で選択します。 

• 「フロント・パネルでのプログラム選択」（ ☞ p.35） 
• 「カテゴリーによるプログラムの選択」
「 “Select by Category” によるカテゴリー選択」
（ ☞ p.36）だけが使用できます。 

1ティンバーのプログラム音のみを聞く
ティンバーの音を個々に確認したいときに使用します。 

1.

 

[UTILITY] キーを押して、ユーティリティ・メニュー
を表示します。 

2. クリッカブル・ポインター [ † ][ π ]で “Solo Selected
Timbre”を選び、クリッカブル・ポインターのセンター
を押します。

現在選んでいるティンバーのプログラムのみが発音し
ます。ディスプレイの下に [Solo]が表示されます。 

3. 設定を解除するには、もう一度 “ Solo Selected 
Timbre

 
”を選び、クリッカブル・ポインターのセン

ターを押します。 

MIDIプログラム・チェンジを受信
して選択する
「 MIDIでティンバーのプログラムを切り替える」（ ☞ p.56）
を参照してください。 

Note:

 

 MIDIプログラム・チェンジによる選択は、ティン
バーの “Status”が INTに設定されているものに限られま
す。

ティンバーのパン、ボリュー
ムを調節する

パン（音の定位）を変更する
各ティンバーのパンを設定します。 

1.

 

COMBI 0: Play, Mixerページを表示します。

このページでは、ティンバー 1～ 8に配置されている
プログラムのパンとボリューム情報が確認できます。
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2. クリッカブル・ポインター [ √ ][ ® ][ π ][ † ] で音の定位
を変更するティンバーの “Pan”を反転させ、 [VALUE]
ダイヤル等で設定します。 

C064 で中央に定位します。 L001 で左に振り切り、 
R127で右に振り切ります。 RND にすると発音するた
びに左右へランダムに定位が変化します。

ボリュームを変更する
各ティンバーのボリュームを設定します。 

1.

 

COMBI 0: Play, Mixerページを表示します。 

2. クリッカブル・ポインター [ √ ][ ® ][ π ][ † ] で音量を変
更するティンバーの “Volume”を反転させ、 [VALUE]
ダイヤル等で設定します。

ティンバー間のボリューム・バランスを保
ちながら、ボリュームを変化させる 

1.

 

[UTILITY] キーを押して、ユーティリティ・メニュー
を表示します。 

2. クリッカブル・ポインター [ † ][ π ]で “Hold Balance”
を選び、クリッカブル・ポインターのセンターを押し
ます。

ディスプレイ右上に [Hold Bal.]が表示されます。 

3. いずれかのティンバーの “Volume” の値を変えると、
チェックをつけたときのティンバー間のボリューム・
バランスを保ちながら、すべてのティンバーのボ
リュームが変化します。 

4. 設定を解除するには、もう一度 “Hold Balance”を選
び、クリッカブル・ポインターのセンターを押します。 

REALTIME CONTROLS [1]、 
[2]、 [3]、 [4]、 [SELECT] 

Program モードと同様に Combination モードでもリア
ルタイム・コントローラーは、 [1] ～ [4] の各ノブと 
[SELECT]キーを操作して、サウンドやエフェクトを変化
させたり、アルペジエーターをコントロールできます。
（ ☞ p.41「 REALTIME CONTROLS [1]、 [2]、 [3]、 [4]、 
[SELECT]」） 

Note:

 

 REALTIME CONTROLS Aモードと Bモードでコ
ントロールできるのは、グローバル MIDIチャンネルと同
じチャンネルのティンバーです。

エディットしたコンビネー
ションを保存する
エディットをした後、必要に応じてライト（保存）してく
ださい。保存の手順は以下の通りです。 

1.

 

[UTILITY] キーを押してユーティリティ・メニューを
表示します。 

2. クリッカブル・ポインターで “Write Combination”
（ライト・コンビネーション）を選び、クリッカブル・
ポインターのセンターを押します。 

Write Combinationダイアログが表示されます。

このユーティリティ・コマンドは、 [ENTER]キーを押
しながらテン・キー [0] を押して、呼び出すこともで
きます。 

Note:

 

 “Memory protected”が表示される場合は、コ
ンビネーションのメモリー・プロテクトがオンに設定
されています。そのときは GLOBAL 0: System, Pref- 
erenceページの Memory Protect “Combi”のチェッ
クをはずしてください。（ ☞ p.86） 

3. 必要に応じて、保存場所（バンクとコンビネーション・
ナンバー）を選んだり、コンビネーション・ネームや
カテゴリーを変更します。 

• 保存する先のバンクとナンバーを変えるときは、 “To”
の右側のコンビネーション・ネームをクリッカブル・
ポインターで選び、 [VALUE]ダイヤルで保存先を選択
します。 

COMBI BANK キー、テン・キーと [ENTER] キーで
保存先を選択することもできます。 

• 名前を変更する場合は、テキスト・ボタン（ ）をク
リッカブル・ポインターで選び、クリッカブル・ポイ
ンターのセンター押して、テキスト・エディット・ダ
イアログを表示します。

ディスプレイ上のキーボードを使用して、コンビネー
ションに名前をつけます。（ ☞ p.108）
名前の入力が終了したら、 [MENU/OK]キーを押します。

テキスト・エディット・ダイアログが閉じて、 Write
Combination ダイアログに戻ります。 

• カテゴリーを設定する場合は、 “Category” をクリッ
カブル・ポインターで選び、 [VALUE]ダイヤルで選択
します。ここで設定したカテゴリーは、 [CATEGORY]
キーによるカテゴリー選択ができます。（ ☞ p.56）。 

4.

 

Write Combinationダイアログで、 [MENU/OK]キー
を押してライト（保存）を実行します。 

5. 確認のメッセージが表示されますので、このまま保存
してよい場合は、再度、 [MENU/OK] キーを押します。

コンビネーションが保存されました。
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コンビネーションの詳細なエディット
プリロード・コンビネーションをエディットする、または
初期化されたコンビネーション（ Bank C 127: Init.
Combination）を最初からエディットすることによって、
オリジナルなサウンドを作ることができます。これらのコ
ンビネーションは、バンク A～ C の好きなバンクにライ
ト（保存）することができます。 

Note: 

 

Program モードでエディット途中のプログラムが
コンビネーションで使用されているときは、そのプログラ
ムはエディットされているサウンドで鳴ります。

エディットをはじめる前に
コンビネーションには 8 つのティンバーがあります。各
ティンバーは 1つのプログラムとキーボード・ゾーン、ベ
ロシティ・ゾーン、ミキサー設定、 MIDIチャンネル、フィ
ルターなどのパラメーターで構成されています。
図「コンビネーションの構造と対応ページ」を参照してく
ださい。

エディット手順のアドバイス

ティンバーのプログラム選択 
COMBI 0: Play, Progページ（または COMBI 1: Ed-Tone
Adjust, Prog ページ）で各ティンバーのプログラムを選
択します。

ステータスと MIDI設定 

COMBI 2: Ed-Track Param, MIDI ページで発音させる
ティンバーのステータス “Status”を INTにし、 MIDIチャ
ンネルをグローバル MIDIチャンネルに設定します。

レイヤー、スプリット、ベロシティ・ス
イッチ 

COMBI 5: Ed-Key Zone, Key ページ、 6: Vel Zone, Vel
ページで各プログラムが発音する範囲（レイヤー、スプ
リット、ベロシティ・スイッチなど）を設定します。

プログラムをコンビネーションに合うよう
に調節する
ティンバーのプログラムごとに、ポリ／モノ発音、ポルタ
メントやトランスポーズなどのティンバー・パラメーター
を調節します。

エフェクト
各ティンバーの出力は、インサート・エフェクト、マス
ター・エフェクト、マスター EQへ送られます。ルーティ
ングをコントロールするミキサー部で、自由に送り先を決
めることができます。 

1系統のインサート・エフェクト、 2系統のマスター・エ
フェクトに、 89種類のエフェクトから選択することがで
きます。マスター EQはステレオ 3バンド EQです。 

Note:

 

 エフェクトは、 Program モードでの設定は使用さ
れません。コンビネーションで独自に設定します。

アルペジエーター
コンビネーションは 2つのアルペジエーター（デュアル・
ポリフォニック・アルペジエーター）を使用することがで
きます。アルペジオ・パターンの選択、展開する音域や、
アルペジエーターが動作するノート（鍵盤）の範囲や、ベ
ロシティの範囲を設定します。

Parameters

Parameters

Parameters

Parameters

Insert Effect : 
8-2, 3

AUDIO OUTPUT
L/MONO, R

Master Effect 1, 2 : 
9-1...3

AUDIO OUTPUT
INDIVIDUAL 1,2

MasterEQ :9-4

Controller Setup : 7-5

Arpeggiator: 7-1...4

Timbre2

Timbre3

Timbre8

Timbre4

Insert Effect :
 8-1

Timbre

Insert Effect
Master Effect
Individual Outputs

Timbre1 Parameters
Program

Program

Program

Program

Program

コンビネーションの構造と対応ページ

1-1、9-4等は、本体でエディットするときに使用するページ画面を示します。
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エディット・ページの概要 

COMBI 0: Play ページは、コンビネーションを選択して
演奏したり、各ティンバーのプログラム選択やミキシング
したり、アルペジエーターの設定を調節したりします。

他のページでは、サウンドをより詳細にエディットするこ
とができます。

各モード、ページ、ユーティリティ・コマンドへのアクセ
ス方法、また値の変更方法などの説明は、「基本的な操作
方法」（ ☞ p.19）を参照してください。

コンペア（エディット前後の音を比
較する）
コンペア機能は、エディットしているサウンドと、エ
ディットを始める前の（保存されている）サウンドを比較
するときに使用します。

エディット中に [COMPARE]キーを押すと（ LED点灯）、
最後に保存した設定が呼び出されます。もう一度押すと
（ LED消灯）、元のエディット中の設定に戻ります。 

[COMPARE] キーを押して呼び出した設定（保存されて
いる設定）をエディットしてしまうと、その時点で LED
は消灯し、もう一度押しても [COMPARE]キーを押す前
の設定には戻りません。

ティンバーのプログラム選択 

COMBI 0: Play, Progページまたは COMBI 1: Ed-Tone
Adjust, Prog ページで各ティンバーのプログラムを選択
することができます。

選択方法は、「ティンバーのプログラムを変更する」
（ ☞ p.58）を参照してください。

ステータスと MIDI設定

ステータス “Status”と MIDIチャン
ネル

ステータス “Status”
各ティンバーの MIDI と内部音源の状態を設定します。 
X50の内部音源を発音させるときは INTにします。使用
しないティンバーは Off にします。 Off、 EXT、 EX2 に
すると発音しません。 EXT、 EX2 にすると、 MIDI で接
続した外部音源をコントロールできます。

バンク・セレクト（ステータス＝ EX2時） 

“

 

Status

 

” を EX2 に設定すると、 “Bank Select MSB /
LSB”の LSB値と  MSB値が有効になり、ここで設定した
バンク・ナンバーを MIDIで送信します。 

MIDIチャンネル 
X50の鍵盤で発音させるティンバーは、グローバル MIDI
チャンネルに設定する必要があります。鍵盤での演奏は、
グローバル MIDIチャンネルで行われ、この MIDIチャン
ネルと一致したティンバーが発音します。通常、 Gch に
設定します。 Gch に設定すると、グローバル MIDI チャ
ンネルを変更しても、ティンバーの MIDIチャンネルが常
にグローバル MIDIチャンネルに一致します。

プリロード・コンビネーションでは、アルペジエー
ターで使われているティンバーの MIDIチャンネル
が Gchでない場合があります。これらのティンバー
はアルペジエーターがオンのときのみ発音します。
（アルペジエーターを使用したコンビネーションを
作成するときに有益な方法です。）

詳しくは、「 Combinationモードでアルペジエーター
を使って演奏する」（ ☞ p.93）を参照してください。
特にアルペジエーターの割り当て、ステータス、 
MIDIチャンネルの関係に留意ください。 

0: Play

•コンビネーションの選択と演奏。 
•ティンバーのプログラムの選択とパ
ン、レベルの設定（ 1: Ed-Tone 
Adjustのパラメーターと共通、どち
らでもエディット可能）。 

•アルペジエーターの調節。 

1: Ed–Tone Adjust
•ティンバーのプログラムの選択とパ
ン、レベルの設定。 

•トーン・アジャストによる音の調節。 

2: Ed–Timbre 
Param

 

•ティンバーの MIDI、 OSC、 Pitch、
ディレイ、音階の設定。 

3: Ed–MIDI Filter1 •ティンバーの各種 MIDIメッセージ
送受信のフィルター設定 4: Ed–MIDI Filter2

5: Ed–Key Zone •ティンバーのキー・ゾーンの設定。 

6: Ed–Vel Zone •ティンバーのベロシティ．ゾーンの
設定。 

7: Ed–Arp/Ctrls
•アルペジエーターの設定（ 0: Playの
パラメーターとは共通のものは、ど
ちらでもエディット可能）。 

•コントローラーの設定。 

8: Ed–InsertFX
•ティンバーの BUSとマスター・エ
フェクトのセンド・レベルの設定。 

•インサート・エフェクトのルーティ
ング、選択と設定。 

9: Ed–MasterFX •マスター・エフェクトの選択と設定。 
•マスター EQ の設定。
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MIDIフィルター設定
ティンバー 1～ 8が送受信する MIDIデータにフィルター
をかけるかどうかを設定します。

チェック・ボックスをチェックすると、  MIDI データが送
受信可能になります。 “Status”が INTのとき、 X50のコ
ントローラー操作や MIDIデータの受信によって、チェッ
クしてある項目の効果がティンバーのプログラムに対し
てかかります（エフェクト・ダイナミック・モジュレー
ション機能は、ここでの設定に影響されません）。 EXTま
たは  EX2のとき、本機のコントローラー操作によってそ
のティンバーのチャンネルで MIDIデータを送信します。
本機全体の MIDI 送受信の設定は “MIDI  F i l ter”
（ GLOBAL 1）で行います。

チェック・ボックスのチェックをはずすと、 MIDIデータ
の送受信ができなくなります。

例えば、ベース／ピアノのスプリットを作るために、ティ
ンバー 1 にベースのプログラムを、ティンバー 2 にピア
ノのプログラムを選択したとします。以下の設定をすると
ダンパー・ペダルの動きがティンバー 2 のピアノ・サウ
ンドにだけかかるようになります。 

1.

 

COMBI 3: Ed-MIDI Filter1, -2ページを表示します。 

2. ティンバー 1の “Damper CC#64”のチェックボック
スにチェックをはずします。 

3. ティンバー 2の “Damper CC#64”のチェックボック
スのチェックをつけます。

レイヤー、スプリット、ベロ
シティ・スイッチ
コンビネーションは、鍵盤の位置やベロシティの強さで、
発音させるティンバーを変えることができます。

ティンバーに割り当てたプログラムの発音方法は、レイ
ヤー、スプリット、ベロシティ・スイッチという 3 つの
タイプに分けられます。コンビネーションは、これらのい
ずれかのタイプ、または組み合わせたものです。

レイヤー（ Layer）
レイヤーは、鍵盤を弾くと、  2つ以上のプログラムが同時
に発音します。

スプリット（ Split）
スプリットは、異なる音域で異なるプログラムが発音しま
す。

ベロシティ・スイッチ（ Velocity Switch）
ベロシティ・スイッチは、ベロシティ（ノートを弾いた強
さ）で発音するプログラムが切り替わります。 

X50 では、最大 8 ティンバーのそれぞれに異なるプログ
ラムを割り当てることができ、上記の方法を組み合わせ
て、さらに複雑な設定をすることができます。

また、キー・ゾーンやベロシティ・ゾーンのスロープを設
定して、音量が徐々に小さくなるようにすることもできま
す。スロープを設定することにより、スプリットをキー
ボード・クロスフェードにしたり、ベロシティ・スイッチ
をベロシティ・クロスフェードにしたりできます。

Program B
Program A

Layer (レイヤー):
複数のプログラムを同時に 
重ねて演奏します。

Program BProgram A

Split (スプリット):
音域(鍵盤の位置)によって、
異なるプログラムを弾き 
わけます。

 

Program A
Program B

キー・タッチの強さ 
弱 
強 

Velocity Switch(ベロシティ・ 
スイッチ):キー・タッチの強さ 
(ベロシティ)によって、異なる 
プログラムを弾きわけます。 

Program C
Program D

キー・タッチの強さ

弱
強

Program B

Program A

組み合わせ例：
BとC,Dは、スプリット設定。
ロー・キーでは、AとBの 
レイヤー。
ハイ・キーでは、CとDが 
ベロシティで切り替わり 
Aとレイヤー。

Program A Keyboard X-Fade
(キーボード・クロスフェイド):
低いキーから高いキーへ弾 
いていくとAの音量はフェード・ 
アウト、Bの音量はフェード・イン 
します。

Program B
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キー・スプリットとレイヤーを設定
する
下図のようなスプリットとレイヤーを組み合わせたコン
ビネーションを設定する手順を説明します。 

1.

 

COMBI 0: Play, Progページを表示します。 

2. ティンバー 1にピアノ系のプログラムを、ティンバー 
2にブラス系のプログラムを、そしてティンバー 3に
ストリングス系のプログラムを選択します。 

3.

 

COMBI 2: Ed-Timbre Param, MIDI ページを表示し
ます。 

4. ティンバー 1 ～ 3 の “Status” を INT に、  “MIDI
Channel”を Gch（ Globalチャンネル）に設定します。 

5.

 

COMBI 5: Ed-Key Zone, Keyページを表示します。 

6. ティンバー 1 の “Top Key”を G9に、 “Bottom Key”
を C4に設定します。 

7. ティンバー 2とティンバー 3の “Top Key”を B3 に、 
“Bottom Key”を C–1に設定します。

この値は、パラメーターを選択し、 [ENTER] キーを押
しながら鍵盤を押すことによっても設定できます。 

C4 を含め高音域側の鍵盤を弾くとピアノ系のプログ
ラムが鳴ります。 C4 より低音域側の鍵盤を弾くとプ
ラス系とストリングス系のプログラムが鳴ります。

キー・ゾーン・スロープ
上記例では、音が C4を境に音がすぐに切り替わりました
が、音が徐々にフェード・イン／アウトするように設定す
ることができます。スロープ “Slope”パラメーターを使用
ます。

上記例を元に変更を加えます。 

1.

 

COMBI 5: Ed-Key Zone, Keyページを表示します。 

2. ティンバー 1 の “Bottom Key”を G3 に、ティンバー 
2の “Top Key”を G4に設定して、 2つのティンバー
が重なり合うようにします。 

3.

 

COMBI 5: Ed-Key Zone, Slope ページを表示しま
す。 

4. ティンバー 1の “Bottom Slope”を 12に、ティンバー 
2の “Top Slope”を 12に設定します。

鍵盤を弾いていくと、 G3 から G4 の間で、徐々に音
が変化していくことが確認できます。 

5. ティンバー 1～ 8の鍵盤（またはノート・データ）に
よる発音する範囲を COMBI 5: Ed-Key Zone,
Review ページで確認できます。発音する音域を線で
表示し、そのうちのスロープ部分を網掛けで表示しま
す。

ベロシティ・スイッチを設定する
次に、下図のようなベロシティ・スイッチのコンビネー
ションを設定する手順を説明します。 

1.

 

COMBI 0: Play, Progページを表示します。 

2. ティンバー 1にブラス系のプログラムを、ティンバー 
2にストリングス系のプログラムを選択します。 

3.

 

COMBI 2: Ed-Timbre Param, MIDIページを表示し
ます。 

4. ティンバー 1 ～ 2 の “Status” を INT に、 “MIDI
Channel” を Gch（グローバル MIDIチャンネル）に
設定します。 

5.

 

COMBI 6: Ed-Vel Zone, Velページを表示します。 

6. ティンバー 1の “Top Velocity” を 127に、  “Bottom
Velocity”を 64に設定します。 

7. ティンバー 2 の “Top Velocity” を 63 に、  “Bottom
Velocity”を 1に設定します。

弱く鍵盤を弾くとストリングス系のプログラムが鳴
り、強く鍵盤を弾くとプラス系のプログラムが鳴りま
す。

ピアノ系ティンバー1
ブラス系ティンバー2

ストリングス系ティンバー3

C–1 C4 G9B3

ストリングス系
ベロシティ･
スイッチ

ティンバー1

ティンバー2

ブラス系
127

64
63

1
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ベロシティ・ゾーン・スロープ
ベロシティの強さを変えるたびに、音が徐々にフェード・
イン／アウトするように設定することができます。スロー
プ “Slope”パラメーターを使用ます。

前述の例を元に変更を加えます。 

1.

 

COMBI 6: Ed-Vel Zone, Velページを表示します。 

2.

 

2 つのティンバーのベロシティ・ゾーンを部分的に重
なるように設定します。 

3.

 

COMBI 6: Ed-Vel Zone, Slopeページを表示します。 

4.

 

“Top Slope” と “Bottom Slope”を設定して、ベロシ
ティ値が 63と 64の間でサウンドが急激に変わるので
はなく、徐々に変わるようにします。 

5. ティンバー 1～ 8のベロシティによる発音する範囲を 
COMBI 6: Ed-Vel Zone, Review ページで確認でき
ます。発音するベロシティの範囲を線で表示し、その
うちのスロープ部分を網掛けで表示します。

プログラムをコンビネーショ
ンに合うように調節する
コンビネーションの中で、他のティンバーのプログラムと
バランスをとったり、特定の効果を作るために、ティン
バーのプログラムにさまざまな設定ができます。これらの
変更は、オリジナルのプログラムや、他のコンビネーショ
ンで使用しているプログラムのサウンドに影響を与えま
せん。エディットしているティンバーのプログラムにのみ
影響します。

発音方法を設定する

これらは COMBI 2: Ed- Timbre Param, OSC で設定し
ます。 

Force OSC Mode
通常は、これを PRGに設定します。オリジナルのプログ
ラムで設定したように発音します。

ポリフォニックのプログラムを強制的にモノフォニック
として発音させるときは、 Mono、または LGT  （ Legato）
に設定します。反対に、モノフォニックのプログラムをポ
リフォニックで発音させるときは Polyに設定します。 

OSC Select
通常は、これを Both設定します。プログラムの設定に従
い OSC1と 2が発音します。

ティンバーが、 “Oscillator Mode” Doubleのプログラム
を使用している場合に、 OSC1 または OSC2のみを発音
させることができます。 OSC1 で OSC1 のみが発音し、 
OSC2で OSC2 のみが発音します。

ポルタメント（ Portamento）
通常は、これを PRGに設定します。

ティンバーが、ポルタメントのかかるプログラムを使用し
ている場合に、現在のコンビネーションでポルタメントを
無効にするときは、このパラメーターを Off に設定しま
す。

反対に、強制的にポルタメントをオンにしたいときやポル
タメント・タイムを変更したいときは、 001 ～ 127に設
定します。ここで設定したポルタメント・タイムでポルタ
メントがかかります。
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ピッチ（ Pitch）を調節する

これらは COMBI 2: Ed- Timbre Param, Pitch で設定し
ます。

トランスポーズ（ Transpose）、
ディチューン（ Detune）
これらのパラメーターはティンバーのピッチを調節しま
す。 

• レイヤー・タイプのコンビネーションでは、 2つ以上の
ティンバーを同じプログラムに設定し、 “Transpose”
を使用してそれぞれのピッチを 1 オクターブずらした
り、あるいは “Detune”を使用して 2つのピッチを少し
ずらしたりして、より豊かなサウンドを作ります。 

• スプリット・タイプのコンビネーションでは、それぞ
れのキー・ゾーンに指定されたプログラムのピッチを、 
“Transpose”を使用してシフト（半音単位で）するこ
とができます。 

• ドラム・プログラムの発音ピッチを変更するときは、 
“Detune”を使用します。 “Transpose”の設定を変更
すると、ノートとドラム・サウンドの配置がズレます。

マルチサンプルの BPMを調節する
ティンバーのプログラムにフレーズやリズム・ループなど
のマルチサンプルを使用しているときは、その BPMを変
更します。ユーティリティ “Detune BPM Adjust”で新し
い BPM値を設定できます。これは再生ピッチを変えるこ
とで、 BPMを変更します。
詳しくは、 “Detune BPM Adjust”（ ☞ PG p.42）を参照
してください。 

[PITCH]ホイールを操作したときに変化す
るピッチ範囲を設定する 

“Bend Range” で設定します。半音単位で設定します。 
PRGは、プログラムで設定したピッチ範囲になります。

ディレイと音階の設定

これらは COMBI 2: Ed- Timbre Param, Otherで設定し
ます。

ディレイ（ Delay）
ティンバーがノート・オンから、遅れて発音するまでの時
間（ディレイ・タイム）を設定します。

それぞれのティンバーには、 ms（ 1/1000 秒）で、ディ
レイ・タイムを設定することができます。 

“Delay” を Key Off（キー・オフ）に設定したときは、
ティンバーは鍵盤から指を離したとき（ノート・オフ）に
発音します。

音階（ Scale）
各ティンバーの音階を選択します。 
“Use Program’s Scale”にチェックをつけると、プログ
ラムで選択した音階が使用されます。ここにチェックが
入っていないティンバーは、下の “Type (Combi Scale)”
で選択した音階が使用されます。

トーン・アジャストでプログラムを
エディットする
トーン・アジャストは、ティンバーのプログラムに詳細な
エディットができます。 1 つのティンバーに 6 つのパラ
メーターをアサインし、調節することができますが、パラ
メーターを設定し直してさらに調節することも可能です。

以下の手順で調節します。 

1.

 

COMBI 1: Ed-Tone Adjust, TA1～ TA3ページの内、
エディットするページを表示します。 

2. 各ティンバーの “Destination 1–6”で、プログラムに
対して調節するパラメーターを選択します。 

3.

 

“Destination 1–6” で設定したパラメーターの値を 
[VALUE]ダイヤル等で調節して音を変化させます。

初期設定では、以下がコントロールされます。 

LPF Fc: プログラム OSC1/2 のローパス・フィルターの
カットオフ周波数を調節します。調節すると音色の明るさ
が変化します。 

Reso.HP:

 

 プログラム OSC1/2 のローパス・フィルター
のレゾナンス・レベルまたはハイパス・フィルターのカッ
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トオフ周波数を調節します。プログラムに設定されている
フィルター・タイプによってコントロールされる内容が異
なります。 

F EG Int:プログラム OSC1/2のフィルター EGインテン
シティ（フィルター EGのかかり具合）を調節します。 

A EG A: プログラム OSC1/2 のアンプの EGアタック・
タイムを調節します。またその効果を最大限に生かすため
に、アンプ EGのスタート・レベル、アタック・レベル、
スタート・レベル・モジュレーション、アタック・タイ
ム・モジュレーションも同時に調節されます。 

A EG D:プログラム OSC1/2 のアンプの EGディケイ・
タイム、スロープ・タイムを調節します。 

A EG R: プログラム OSC1/2のフィルターとアンプの EG
リリース・タイムを調節します。

エフェクト
エフェクトの詳しい説明は、 p.77をご覧ください。

インサート・エフェクト
インサート・エフェクトは COMBI 8: Ed-Insert FXペー
ジで設定します。

各ティンバーの出力を、インサート・エフェクトへ送りま
す。ディストーションやコンプレッサー、コーラスやリ
バーブなどの、どのタイプのエフェクトでも使用できま
す。

インサート・エフェクトは（ MAIN）  L/MONO、 R 端子
にも、 (INDIVIDUAL OUTPUT)1、 2端子にもルーティン
グすることができます。（ ☞ p.82）

マスター・エフェクト
マスター・エフェクトは COMBI 9: Ed–Master FXで設
定します。 

“Send1”と “Send2”を介して各ティンバー、またはイン
サート・エフェクト通過後に、 2つのマスター・エフェク
トへ送ることができます。これらはリバーブやディレイの
ようなエフェクトが最も適していますが、どのタイプのエ
フェクトでも使用できます。（ ☞ p.83）

マスター EQ
マスター EQは COMBI 9: Ed–Master FXで設定します。

マスター EQは、（ MAIN）  L/MONO、 R出力の直前にあ
ります。全体の音質調節に使用します。（ ☞ p.83）
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Multiモードでの演奏と設定

おもに外部 MIDIシーケンサーの複数トラックの演奏デー
タを同時に鳴らすときに Multiモードを使います。ここで
は、 Multiモードでの操作方法を説明します。 

X50は 16チャンネルのマルチ・ティンバー音源として使
用することができます。 16 のトラックがあり、これらの
各トラックには異なったプログラム音色を割り当てるこ
とができます。トラックとは、バンドの各プレーヤーに相
当します。 X50は、最大 16人のアンサンブルができるこ
とになります。例えばトラック 1 にドラム、トラック 2
にベース、トラック 3 にピアノ・・・などを割り当てます。

これらの各トラックにはボリュームやパンなども設定す
ることができます。また、コントロール・トラックでは、

リアルタイム・コントローラー等で音色等を変化させるこ
とができます。

さらに、アルペジエーターを演奏させることができますの
で、外部 MIDIシーケンサーのテンポに同期させて一緒に
演奏させることができます。

また、外部 MIDI音源をコントロールするなど、マスター・
キーボードとして使用することもできます。 

“Multi Mode”の設定 
X50 では、これらの用途に合わせて設定を変更すること
ができます。 GLOBAL 0: System, Preferenceページの 
“Multi Mode”で設定します。（ ☞ p.32）

マルチ・セットの設定方法 

Multi モードでは、通常外部 MIDI シーケンサーからの 
MIDIメッセージによってプログラムを切り替えたり、ボ
リューム、パン等をコントロールしますが、ここでは X50
側での設定方法を説明します。

設定した内容は、エクスクルーシブを受信する外部 MIDI
シーケンサーにデータ・ダンプすることによって、または
付属のエディター「 X50 Plug-In Editor」で読み込むこと
によって、シーケンサー側から X50 に設定を送ることが
できます。

マルチ・セットの選択方法

フロント・パネルでのマルチ・セッ
トの選択 

1.

 

[MULTI]キーを押します。（キーが点灯） 

Multi モードに入ります。ディスプレイの上段に
「 MULTI 0: Play」（モード・ネーム、ページ・ナンバー
＆ネーム）が表示されていることを確認してください。 

2.

 

“Multi Select”（マルチ・セット・ナンバー＆ネーム）
の表示を反転させます。 

3.

 

[VALUE] ダイヤル等を操作して、演奏するマルチ・
セットを選びます。

次のいずれかの方法で選択します。 

•

 

[VALUE]ダイヤルを回す。 

•

 

[INC]または [DEC]キーを押します。 

• テン・キー [0] ～ [9]でマルチ・セット・ナンバーを入
力して、 [ENTER]キーで確定します。 

• クリッカブル・ポインターのセンターを押して表示を
反転させ、 [  π ][ † ]で選び、センターを押して確定しま
す。

その他のマルチ・セットの選択 

ASSIGNABLE SWITCH 端子に接続したフット・スイッ
チでマルチ・セットは切り替わりません。 

MIDIでの切り替えについては p.75を参照してください。

コントローラー・アサイン・リスト 

Multi Select
（マルチ・セット・ 
ナンバー＆ネーム） 

Control Track 
コントロール・ 
トラック 

モード・ネーム ページ・ナンバー 
　＆ネーム 

タブ・ネーム 

タブ 

パラメーター・ネーム 

テンポ カテゴリー・ナンバー 
　　＆ネーム 

1 23
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トラックにプログラムを選択し、
ボリュームやパンを設定する

本体操作でトラックのプログラムを
選択する 

1.

 

MULTI 0: Play, Program ページを表示します。

このページでは、トラック 1～ 8、 9～ 16 にプログラ
ムを割り当てます。 

2. クリッカブル・ポインターで “Program Select”を反
転させ、 [VALUE]ダイヤル等でプログラムを選びます。

次のいずれかの方法で選択します。 

• 「フロント・パネルでのプログラム選択」（ ☞ p.35） 
• 「カテゴリーによるプログラムの選択」
「 “Select by Category”によるカテゴリー選択」
（ ☞ p.36）だけが使用できます。

トラックの音を確認する 

X50の鍵盤を弾いて音を出す 

1. コントロール・トラック “Control Track” で X50の鍵
盤で鳴らすトラックを選びます。 

“Status”（ ☞ p.69「ステータス “Status”と MIDIチャ
ンネル」）が INTまたは BTH のとき、 X50 の鍵盤を弾
いたり、各コントローラーを操作すると “Control
Track”で選んだトラックの設定（プログラムやレベル
等）で本体音源が鳴ります。このとき同時に MIDIチャ
ンネルが一致する他のトラックも発音します。  また、 
“Status” が EXT、 EX2 または BTHのとき、そのト
ラックで設定している MIDIチャンネルで各 MIDIメッ
セージを送信します。

外部シーケンサーからの MIDIデータを受
信して音を出す 

X50 の MIDI チャンネルの初期設定は、トラック 1 には 
MIDI チャンネル 1、トラック 2には MIDI チャンネル 2
というように、トラック 1～ 16が MIDIチャンネル 1～ 
16に対応しています。 

1.

 

“MIDI Chnnel”が 1 に設定されているトラック（ 1）
の音を聞くには、外部 MIDI シーケンサーから MIDI
チャンネル 1 で演奏データ（ MIDIノート・オン／オ
フ）を送信します。 

“Status”が INT または BTHのときに、 X50の音源が
鳴ります。 “Status”が Off、 EXT、 EX2のときは、 X50
の音源は鳴りません。

任意のトラックを消音する（ミュート） 

X50にはトラック 1～ 16の任意のトラックを一時的に消
音するミュート機能があります。例えば、リズム・セク
ションだけを聞きながら、新しいトラックをレコーディン
グするときや、曲の構成を変えるときなどに使用します。 

1.

 

MULTI 0: Play, Programページを表示します。 

2.

 

“PLAY/MUTE”ボタンを選び、クリッカブル・ポイン
ターのセンターを押します。

押すたびに、 PLAYと MUTEが交互に切り替わります。 

MUTEのときは、 X50の鍵盤または外部からノート・
データを受信しても、このトラックは音が出ません。 

Note:

 

 各トラックのミュート設定はライト（保存）されま
せん。

パン（音の定位）を変更する
各トラックのパンを設定します。 

1.

 

Multi 0: Play, Mixerページを表示します。

このページでは、トラック 1 ～ 16に配置されている
プログラムのパンとボリューム情報が確認できます。 

2. クリッカブル・ポインターで音の定位を変更するト
ラックの “Pan”を反転させ、 [VALUE]ダイヤル等で設
定します。 

C064 で中央に定位します。 L001 で左に振り切り、 
R127で右に振り切ります。 RNDにすると発音するた
びに左右へランダムに定位が変化します。
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ボリュームを変更する
各トラックのボリュームを設定します。 

1.

 

MULTI 0: Play, Mixerページを表示します。 

2. クリッカブル・ポインターで音量を変更するトラック
の “Volume”を反転させ、 [VALUE]ダイヤル等で設定
します。

ステータス “Status”と MIDIチャンネル

ステータス “Status”
各トラックの MIDIと内部音源の状態を設定します。 

X50の内部音源を鳴らすときは INT、 BTHにします。外
部 MIDI シーケンサーで X50 をマルチ・トラック音源と
して演奏させることができます。 BTH は内部音源を鳴ら
すと同時に MIDI外部機器をコントロールできます。

使用しないトラックは Offにします。 Off、 EXT、 EX2に
すると内部音源は発音しません。 

BTH、 EXT、 EX2にすると、 “Control Track”の MIDIチャ
ンネルで、外部の音源を鳴らすことができます。 

MIDIデータの送受信は、 “MIDI Channel”で設定したト
ラックごとの MIDIチャンネルを使用します。

詳しくは、 PG p.61 “Status”を参照してください。

バンク・セレクト（ステータス＝ EX2 時） 
“Status” を EX2 に設定すると、 “Bank Select MSB /
LSB”の LSB値と MSB値が有効になり、ここで設定した
バンク・ナンバーを MIDI で送信します。 

MIDIチャンネル
トラックがノート・データを送受信するときに使用する 
MIDIチャンネルを設定します。 “Status”が INTで、同
じ MIDIチャンネルのトラックは、 MIDIデータを受信す
ると同じように発音し、コントロールされます。 

X50 の鍵盤で鳴らすトラック、または各コントローラー
でコントロールするトラックは、 “Control Track”で選択
します。 “Control Track” の “MIDI Channel” は、 
“Status” が INTまたは BTHのとき、トラックの設定（プ

ログラムやレベル等）で本体内の音源が鳴り、さらに、 
MIDIチャンネルが一致する “Status”が INTまたは BTH
のトラックも同時に鳴ります。  また、 “Status” が EXT、 
EX2または BTHのときは、トラックで設定している MIDI
チャンネルで、それらのメッセージを送信します。 

MIDIフィルター設定
それぞれの MIDIフィルター項目は、対応する MIDIメッ
セージを送受信するかを設定します。チェックをつけると
送受信します。（ ☞ p.62「 MIDIフィルター設定」）

アルペジエーターの
データ／本体での操作

受信したデータ 

Status 内部音源 
MIDI OUT/
USB 内部音源 

MIDI OUT/
USB

INT ◯ × ◯ － 
EXT, EX2 × ◯ × － 

BTH ◯ ◯ ◯ －
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コンビネーションの設定をマ
ルチ・セットにコピーする
マルチ・セットに、コンビネーションの設定をコピーする
ことができます。気に入ったコンビネーションの音を他の
トラックのプログラムとならしたいときに便利です。 

Note:

 

 グローバル MIDI チャンネル（ GLOBAL 1: MIDI,
“MIDI Channel”）は、 01にしてください。 

1. マルチ・セットを選択します。（ ☞ p.67「マルチ・セッ
トの選択方法」） 

2. ユーティリティ “Copy From Combi”を選択します。

ダイアログが表示されます。 

3. コピーするコンビネーションを “Combi”で選びます。 

4. コンビネーションのエフェクト設定も一緒にコピーす
る場合は、 “With Effects” チェック・ボックスを
チェックします。 

5. マルチ・セットのどのトラックに、コンビネーション
の 8つのティンバーをコピーするかを選択します。

トラック 1～ 8にコンビネーションの設定をコピーす
る場合は、 “Track1 to 8” を選びます。トラック 9 ～ 
16 にコピーする場合は “Track9 to 16”を選びます。 

6. アルペジエーターによる演奏も含め、コンビネーショ
ンの音を外部 MIDIシーケンサーにレコーディングし、
レコーディング時と同じように音を再現するには、 
“

 
Auto adjust Arpeggio setting

 
”チェック・ボック

スをチェックします。

これは、再現を可能にするために、一部のトラックの 
MIDI チャンネル等を補正したり、必要なトラックを
追加したりします。
コンビネーションの設定によっては、さらにトラック
の設定変更が必要になる場合があります。 

Note:

 

 “Track1 to 8”を選択している場合に有効です。 
“Auto adjust Arpeggio setting”の機能を使用するに
は、事前にコピーするコンビネーションの [ARP ON/
OFF] キーの設定をオンにしてライトする必要があり
ます。 

7.

 

[MENU/OK]キーを押して、コピーを実行します。 

8.

 

“Control Track”を 01にします。

音やアルペジエーターを Combination モードと同じ
ように演奏するには、 “Control Track” にグローバル 
MIDI チャンネルのトラックを選んでください。鍵盤
を弾くとコンビネーションと同様に鳴ります。 

9. 外部 MIDIシーケンサーでマルチトラック・レコーディ
ングを開始し、 X50 の鍵盤やコントローラーを操作し
てください。

マルチトラック・レコーディングを行うと、アルペジ
エーター機能によって発音している複数のチャンネル
も同時にレコーディングできます。 

10.演奏を終えたら、レコーディングを止め、プレイバッ
クしてレコーディングしたときと同じように再現され
ることを確認してください。
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Multiモードで  できること
マルチ・セットには 16のトラックがあります。各トラッ
クは 1つのプログラムとキーボード・ゾーン、ベロシティ・
ゾーン、ミキサー設定、 MIDIチャンネル、フィルターな
どのパラメーターで構成されています。
図「マルチ・セットの構造と対応ページ」を参照してくだ
さい。 

Multiモードのおもな機能は次のとおりです。 

• マルチ・セット数は 128 です。 1セットごとに 16ト
ラックのプログラムの割り当てや、これらのプログラ
ムを、コンビネーションのように、スプリットやレイ
ヤー設定して組み合わせることができます。 

• マルチ・セットごとに 1 系統ステレオ・インサート・
エフェクト、 2系統マスター・エフェクト、ステレオ・
マスター EQが設定できます。 

•

 

2つのアルペジエーターが使用できます。 MIDIシーケ
ンサーに同期させることができます。 

•

 

“Status”を INTまたは BTHに設定すると、外部 MIDI
シーケンサーで X50をマルチ・トラック音源として演
奏させることができます。（ ☞ PG p.55 “Mult i
Mode”） 

•

 

“Status” を BTH、 EXT または EX2 に設定すると、 
“Control Track”の MIDIチャンネルで、外部の音源を
鳴らすことができます。（ ☞ PG p.55 “Multi Mode”） 

• トラックで使用するプログラム・パラメーターの AMS
（オルタネート・モジュレーション）機能やコントロー
ル・チェンジによる、リアルタイム・コントロールが
可能です。テンポの変化に、 LFO スピードを同期させ
る MIDI Sync. 機能があります。 

•

 

Dmod（ダイナミック・モジュレーション）機能によ
る、エフェクト・パラメーターをリアルタイム・コン
トロールできます。テンポの変化に、 LFOスピードや
ディレイ・タイムを同期させる MIDI Sync. 機能にも
対応しています。 

• マルチ・セットとトラックに名前がつけられます。 

• マルチ・セットにコンビネーションの設定がコピーで
きます。 

•

 

“PLAY/MUTE”で任意のトラックを素早くミュート・
オン／オフできます。 

• トーン・アジャスト機能で、トラックのプログラムに
詳細なエディットができます。

設定手順のアドバイス

トラックのプログラム選択 

MULTI 0: Play, Programページで各トラックのプログラ
ムを選びます。

ステータスと MIDI設定 

MULTI 2: Track Param, MIDIページで発音させるトラッ
クのステータス “Status”を INTにし、 MIDI チャンネル
をグローバル MIDIチャンネルに設定します。

プログラムをマルチ・セットに合うように
調節する
トラックのプログラムごとに、ポリ／モノ発音、ポルタメ
ントやトランスポーズなどのトラック・パラメーターを調
節します。

レイヤー、スプリット、ベロシティ・ス
イッチ 
MULTI 5: Key Zone, Key ページ、 6: Vel Zone, Velペー
ジで各プログラムが発音する範囲（レイヤー、スプリッ
ト、ベロシティ・スイッチなど）を設定します。

エフェクト
各トラックの出力は、インサート・エフェクト、マスター・
エフェクト、マスター EQへ送られます。ルーティングを
コントロールするミキサー部で、自由に送り先を決めるこ
とができます。 

1系統のインサート・エフェクト、 2系統のマスター・エ
フェクトに、 89 種類のエフェクトから選択することがで
きます。マスター EQはステレオ 3バンド EQです。 

Note:

 

 エフェクトは、 Program モードでの設定は使用さ
れません。マルチ・セットで独自に設定します。

アルペジエーター
マルチ・セットは 2 つのアルペジエーターを使用するこ
とができます。アルペジオ・パターンの選択、展開する音
域や、アルペジエーターが動作するノート（鍵盤）の範囲
や、ベロシティの範囲を設定します。
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エディット・ページの概要
マルチ・セットは、次のように各ページで詳細なエディッ
トをします。

各モード、ページ、ユーティリティ・コマンドへのアクセ
ス方法、また値の変更方法などの説明は、「基本的な操作
方法」（ ☞ p.19）を参照してください。

コンペア（エディット前後の音を比
較する）
コンペア機能は、エディットしているサウンドと、エ
ディットを始める前の（保存されている）サウンドを比較
するときに使用します。

エディット中に [COMPARE]キーを押すと（ LED点灯）、
最後に保存した設定が呼び出されます。もう一度押すと
（ LED 消灯）、元のエディット中の設定に戻ります。 

[COMPARE] キーを押して呼び出した設定（保存されて
いる設定）をエディットしてしまうと、その時点で LED
は消灯し、もう一度押しても [COMPARE] キーを押す前
の設定には戻りません。

コントローラーの使用方法 

Multi モードも他のモードと同じように、 [MOD] ホイー
ル、ピッチベンド・ホイール、 [SW1][SW2]、 REALTIME
CONTROLS [1]～ [4]などの、さまざまなコントローラー
によって豊かな表情をつけることができます。

これらのコントローラーを使って、演奏中に音色、音程、
音量、エフェクトなどをリアルタイムに変化させることが
できます。

プログラムをマルチ・セット
に合うように調節する
各トラックのプログラムの音を調節することができます。
発音方法、ピッチ、スケールなど音を調節することができ
ます。他のトラックのプログラムとバランスをとったり、
特定の効果を作るために、トラックのプログラムにさまざ
まな設定ができます。これらの変更は、オリジナルのプロ
グラムや、他のマルチ・セットで使用しているプログラム
のサウンドに影響を与えません。エディットしているト
ラックのプログラムにのみ影響します。コンビネーション
と同様です。「プログラムをコンビネーションに合うよう
に調節する」（ ☞ p.64）を参照してください。 

0: Play

•マルチ・セットの選択と X50の鍵盤での
演奏。 

•外部 MIDIシーケンサーから演奏データ
を受信して、演奏させる。 

•トラックのプログラムの選択とパン、レ
ベルの設定。 

1: Tone Adjust •トーン・アジャストによる音の調節。 

2: Track Param •トラックの MIDI、 OSC、 Pitch、ディレ
イ、音階の設定。 

3: MIDI Filter1 •トラックの各種 MIDIメッセージ送受信
のフィルター設定 4: MIDI Filter2

5: Key Zone •トラックのキー・ゾーンの設定。 

6: Vel Zone •トラックのベロシティ．ゾーンの設定。 

7: Arp/Ctrls •アルペジエーターの設定。 
•コントローラーの設定。 

8: InsertFX
•トラックの BUSとマスター・エフェク
トのセンド・レベルの設定。 

•インサート・エフェクトのルーティン
グ、選択と設定。 

9: MasterFX •マスター・エフェクトの選択と設定。 
•マスター EQの設定。

Insert Effect : 
8–3, 4

AUDIO OUTPUT
L/MONO, R

Master Effect 1, 2 : 
9–1...3

AUDIO OUTPUT
INDIVIDUAL 1,2

MasterEQ : 9–4

Controller Setup : 7–5

Arpeggiator: 7–1…5
(A, B)

BUS : 8–1, 2

Track

Insert Effect
Master Effect
Individual Outputs

Track 1 設定パラメーター

Track 2 設定パラメーター

Track 3 設定パラメーター

Track 4 設定パラメーター

Track 5 設定パラメーター

Track 6 設定パラメーター

MIDI IN

Track 7 設定パラメーター

Track 8 設定パラメーター

本体のキーボード

Control Track

MIDI Ch

外部のMIDIシーケンサー

Track 16 設定パラメータ

7-1、9-1等は、本体でエディットするときに使用するページ画面を示します。

USB

マルチ・セットの 
   構造と対応ページ 
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レイヤー、スプリット、ベロ
シティ・スイッチ
マルチ・セットでも、コンビネーションと同様に、鍵盤の
位置やベロシティの強さで、発音させるトラックを変える
ことができます。「レイヤー、スプリット、ベロシティ・
スイッチ」（ ☞ p.62）を参照してください。

エフェクト
エフェクトの詳しい説明は、 p.77をご覧ください。

インサート・エフェクト
インサート・エフェクトは MULTI 8: Insert FX ページで
設定します。

各トラックの出力を、インサート・エフェクトへ送りま
す。ディストーションやコンプレッサー、コーラスやリ
バーブなどの、どのタイプのエフェクトでも使用できま
す。

インサート・エフェクトは（ MAIN）  L/MONO、 R 端子
にも、 (INDIVIDUAL OUTPUT)　 1、 2端子にもルーティ
ングすることができます。（ ☞ p.82）

マスター・エフェクト
マスター・エフェクトは MULTI 9: Master FX で設定し
ます。 

“Send1”と “Send2”を介して各トラック、またはイン
サート・エフェクト通過後に、 2つのマスター・エフェク
トへ送ることができます。これらはリバーブやディレイの
ようなエフェクトが最も適していますが、どのタイプのエ
フェクトでも使用できます。（ ☞ p.83）

マスター EQ
マスター EQ は MULTI 9: Master FXで設定します。

マスター EQは、（ MAIN）  L/MONO、 R出力の直前にあ
ります。全体の音質調節に使用します。（ ☞ p.83）

エディットしたマルチ・セッ
トを保存する
エディットをした後、必要に応じてライト（保存）してく
ださい。保存の手順は以下の通りです。 

1.

 

[UTILITY] キーを押してユーティリティ・メニューを
表示します。 

2. クリッカブル・ポインターで “Write Multi”（ライト・
マルチ）を選び、クリッカブル・ポインターのセンター
を押します。 

Write Multiダイアログが表示されます。

このユーティリティ・コマンドは、 [ENTER]キーを押
しながらテン・キー [0] を押して、呼び出すこともで
きます。 

Note:

 

 “Memory protected”が表示される場合は、マ
ルチ・セットのメモリー・プロテクトがオンに設定さ
れています。そのときは GLOBAL 0: System, Pref- 
erenceページの Memory Protect “Multi”のチェッ
クをはずしてください。（ ☞ p.86） 

3. 必要に応じて、保存場所（マルチ・セット・ナンバー）
を選んだり、マルチ・セット・ネームやカテゴリーを
変更します。 

• 名前を変更する場合は、テキスト・ボタン（ ）をク
リッカブル・ポインターで選び、クリッカブル・ポイ
ンターのセンター押して、テキスト・エディット・ダ
イアログを表示します。

ディスプレイ上のキーボードを使用して、マルチ・セッ
トに名前をつけます。（ ☞ p.108）
名前の入力が終了したら、 [MENU/OK] キーを押しま
す。

テキスト・エディット・ダイアログが閉じて、 Write
Multiダイアログに戻ります。 

4.

 

Write Multi ダイアログで、 [MENU/OK] キーを押し
てライト（保存）を実行します。 

5. 確認のメッセージが表示されますので、このまま保存
してよい場合は、再度、 [MENU/OK] キーを押します。

マルチ・セットが保存されました。
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MIDIを使ったコントロール
コンピューター・ミュージックの MIDI 音源として X50
で演奏するときは（複数の演奏パートからなるアンサンブ
ル演奏を行うときは）、 Multi モードが適しています。ま
た、  Multi モードでは X50を GM 音源として使用するこ
とができます。

設定パラメーター／演奏データ 

1マルチ・セットは、トラック 1～ 16、マルチ・セット・
ネーム等のパラメーター、エフェクトとアルペジエー
ター・パラメーターとテンポ・データで構成されています。

このマルチ・セットを X50は最大 128を設定することが
できます。

トラック 1～ 16 は、以下の「設定パラメーター」で構成
されています。そして「演奏データ」を送受信します。

トラック  1～ 16
設定パラメーター 

Bank/Program No.*、 Pan*、 Volume*、 Status、 MIDI
Channel、 Bank Select (When Status=EX2)、 Force
OSC Mode、 OSC Select、 Portamento*、 Transpose**、 
Detune**、 Bend Range**、 OSC On/Off Ctrl、 Delay、 
Use Program's Scale、 MIDI Filter、 Key Zone、 Velocity
Zone、 Track Name、 IFX/Indiv.Out BUS Select、 
Send1(MFX1)*、 Send2(MFX2)*

演奏データ 

Note On/Off
Program Change（ Bank Selectを含む） 

Pitch Bend
After Touch (Poly After)
Control Change
Exclusive Message

テンポ   * 

*　外部 MIDI シーケンサーへのリアルタイム・レコー
ディング中に、設定を変えることで演奏データとしてレ
コーディングできます。それらのデータを受信することに
よって、マルチ・セットの設定を演奏の途中で変えること
ができます。 

**　演奏データ (MIDI RPNデータ )を使用して、マルチ
セットの設定を演奏の途中で変えることができます。

その他のパラメーター : リアルタイム・レコーディング時
に設定を変えることで MIDIエクスクルーシブ・メッセー
ジを演奏データとして外部 MIDI シーケンサーへレコー
ディングできます。マルチ・セットの設定を演奏の途中で
変えることができます。（ GLOBAL 1: MIDI, MIDI Filter
“Exclusive”チェック時） 

• コントロール・チェンジと RPN についての詳細は、 
PG p.172、 p.175を参照してください。 

•

 

MIDI エクスクルーシブ・メッセージについての詳細
は、  PG p.176を参照してください。 

Multiモードの初期設定
ユーティリティ “GM Initialize”を実行、または GMシス
テム・オン（ F0 7E 7F 09 01 F7）受信時、 Multiモード
の初期設定は次のようになります。 

Parameter Track1–9, 11–16 Track10

 

 0

 

Program Select G001:Acoustic Piano g（ d） 001:STANDARD Kit

Pan C064 C064

Volume 100 100

 

 2

 

Status  －  － 設定値のままで変化しない 
 

 

Use Program's Scale  －  － 設定値のままで変化しない 
 7

 

Arpeggiator Assign  －  － 設定値のままで変化しない

その他 Arpeggiatorパラメーター  －  － 設定値のままで変化しない 
 8

 

IFX/Indiv.Out BUS Select L/R DKit

Send1（ MFX1） 0 0

Send2（ MFX2） 40 40 
 

 

IFX1－ 5  －  － 設定値のままで変化しない  

Pan（ CC#8）  －  － 設定値のままで変化しない  

BUS Select  －  － 設定値のままで変化しない  

Send1  －  － 設定値のままで変化しない  

Send2  －  － 設定値のままで変化しない

その他 Insert Effectパラメーター  －  － 設定値のままで変化しない 
 9

 

MFX1  －  － 16: St.Chorus

MFX2  －  － 53: Rev Smth. Hall

Return1  －  － 127

Return2  －  － 050

その他 Master Effect, Master EQパ
ラメーター 

 －  － 初期設定
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マルチ・セットの選択 

MIDIによるマルチ・セットの切り替えは、 MIDIソング・
セレクトを使用します。マルチ・セットを切り替えるとソ
ング・セレクトを送信します。また、指定したソースから
のソング・セレクト・メッセージを受信すると、マルチ・
セットが切り替わります。 Global “Multi Mode” を for
Masterに設定時、マルチ・セット・ナンバーが切り替わ
ると、 “Status”が EXT、 EX2や BTHのトラックに関し、
そのトラックの MIDIチャンネルでバンク・セレクト、プ
ログラム・チェンジ、ボリューム、パン、ポルタメント、
センド 1, 2、ポスト IFXパン、ポスト IFXセンド 1, 2の
メッセージを送信します。 

MIDIでトラックのプログラムを切
り替える 

•

 

MIDI プログラム・チェンジ・メッセージを受信して
選択：（ ☞ p.37「 MIDIプログラム・チェンジによるプ
ログラムの選択」） 

Note:

 

 MIDIプログラム・チェンジでの選択は、トラッ
クの “Status”が INTに設定されているものに限られま
す。

トラックの MIDIチャンネルは、 MULTI 2: Track Param,
MIDI “MIDI Channel” で設定します。トラックのチャン
ネルに一致する MIDIチャンネルでプログラム・チェンジ
を受信すると、  “Status”が INTのトラックのプログラム
が切り替わります。ただし、トラックに対するプログラ
ム・チェンジは “Program Change” の設定に影響を受け
ます。 

“Status” は MULTI 2: Track Param, MIDI ページで、 
“Program Change”は MULTI 3: MIDI Filter 1, –1ペー
ジで設定します。

付属エディター「 X50 Plug-In Editor」を DAW ソフト
ウェアなどのプラグインとして組み込むことによって、 
X50 のプログラムを DAW 上のリストから簡単に選ぶこ
とができます。詳しくは、付属の「 Editor/Plug-In Editor
取扱説明書」（ PDF）をご覧ください。

各種コントローラーの  MIDIによる
コントロール  

“Status”は INTまたは BTHのとき、 “Control Track”の
鍵盤を弾いたり、各コントローラーを操作すると、ここで
選んだトラックの設定（プログラムやレベル等）で本体内
の音源が発音し、さらに、 MIDIチャンネルが一致する他
のトラックも同時に発音します。  また、 “Status”は EXT、 
EX2 または BTH のとき、そのトラックで設定している 
MIDIチャンネルで、それらのメッセージを送信します。 

X50 コントローラーを操作したときに送信される MIDI
メッセージ、また MIDIメッセージに対応する AMS（オ
ルタネート・モジュレーション・ソース）、 DMS（ダイナ
ミック・モジュレーション・ソース）の関係については、
「本機コントローラー操作時の MIDI送信」（ ☞ PG p.166）
をご覧ください。

その他の MIDIコントロール
コントロール・チェンジの送受時の X50の動作について
は PG p.166をご覧ください。また、 MIDI全般に関する
内容については、「 MIDIアプリケーション」（ ☞ PG p.171）
を参照してください。
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エフェクトの設定 

X50のエフェクトは、 1 系統のインサート・エフェクト、 
2 系統のマスター・エフェクト、 1 系統のマスター EQ
（ Stereo 3Band EQ）と、それらのルーティングをコント
ロールするミキサー部で構成されています。

各モードでのエフェクトにつ
いて 

Programモード 

Programモードでは、オシレーター（ OSC）の出力音を、
フィルター（ Filter）、アンプ（ Amp）で音作りするのと
同様に、インサート・エフェクトで音作りします。そして
マスター・エフェクトによってリバーブ等の空間処理をし
ます。（ MAIN）  L/MONO、 R出力の直前にあるステレオ 
3バンドのマスター EQで最終的な音質を調節します。こ
れらの設定は 1プログラムごとに行えます。 

PROG 8: Ed–InsertFX
• オシレーター出力の BUS とマスター・エフェクトへ
のセンド・レベルを設定。 

• インサート・エフェクトのルーティング、選択と設定。 

PROG 9: Ed–MasterFX
• マスター・エフェクトの選択と設定。 
• マスター EQの設定。 

Combination、 Multiモード 

Combination モード、 Multi モードでは、ティンバー /ト
ラックごとのプログラム音をインサート・エフェクトで音
作りし、そしてマスター・エフェクトで全体の空間処理、
マスター EQ で全体の音質を調節します。

これらの設定は Combination モードでは 1 コンビネー
ションごとに、 Multiモードでは 1マルチ・セットごとに
行います。 

COMBI 8: Ed–InsertFX
• ティンバーの BUSとマスター・エフェクトのセンド・
レベルの設定。 

• インサート・エフェクトのルーティング、選択と設定。 

COMBI 9: Ed–MasterFX
• マスター・エフェクトの選択と設定。 
• マスター EQの設定。 

MULTI 8: InsertFX
• トラックの BUS とマスター・エフェクトのセンド・
レベルの設定。 

• インサート・エフェクトのルーティング、選択と設定。 

MULTI 9: MasterFX
• マスター・エフェクトの選択と設定。 
• マスター EQ の設定。

エフェクト・タイプについて
インサート・エフェクトとマスター・エフェクトで使用で
きるエフェクトは 89種類のフル・デジタル・エフェクト
が選択でき、その分類は次のようになります。

エフェクト  89種の分類

ここでは系列の代表的なエフェクトを紹介します。

フィルター、ダイナミクス系
イコライザー（ 07: St.Para.4EQ ～ 08: St.Graphic7EQ）
は、周波数をいくつかの帯域に分け、帯域ごとにブースト
またはカットします。通常は、音質を補正するために使い
ますが、楽器特有の周波数特性（ギターや弦楽器の共鳴な
ど）をシミュレートするときにも使います。

コンプレッサー（ 02: St.Compressor）は、入力信号の
ダイナミック・レンジを圧縮します。圧縮することによ
り、音の粒をそろえてパンチを与えることができます。ギ
ターやピアノ、ドラムスなどで使用すると効果的です。

リミッター（ 03: St.Limiter ～ 04: Mltband Limit）は、
入力信号の最大レベルを、設定したレベルに抑えます。

エキサイター（ 11: St.Exct/Enhcr）は、音にメリハリを
持たせて音の粒立ちを整えます。また、エンハンサーは、
音の輪郭をはっきりさせ、前面に押し出す効果です。これ

Insert Effect Master EQOscillator Filter Amplifier

ReturnSend

OUTPUT
L/MONO, R

Master Effect 1,2

エフェクト・
ナンバー エフェクト・タイプ 

01ー 15 EQやコンプレッサー等のフィルター、ダ
イナミクス系 

16ー 31 コーラスやフェイザー等のピッチ、フェイ
ズ・モジュレーション系 

32ー 40
ロータリー・スピーカーやピッチ・シフ
ター等のその他モジュレーション、ピッ
チ・シフター系 

41ー 51 アーリー・リフレクション、ディレイ系 

52ー 57 リバーブ系 

58ー 89
2つのモノ・エフェクトがシリーズ接続さ
れたモノ & モノ・チェーン・エフェクト

Master EQ

ReturnSend

OUTPUT
L/MONO, R

Timbre 1  /  Track 1

Timbre 2  /  Track 2

Timbre 8  /  Track 16

Insert Effect

Master Effect 1,2
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らを組み合わせることによって、アンサンブルで演奏する
際に、はっきりしない音色や埋もれてしまいがちな音色に
使用すると効果的です。

ディストーション（ 06: OD/HiGain Wah）は、音を歪ま
せます。ギターでは、アンプで音を歪ませてディストー
ション・サウンドを得ますが、その効果をシミュレートし
たものです。ギターの音色はもちろん、ロック系のオルガ
ンの音色などでも使われます。

ピッチ、フェイズ・モジュレーション系
コーラス（ 16: St.Chorus ～ 19: Ensemble、 26:
St.BiphaseMod）は、音の厚みと広がりを出します。エ
レピ（エレクトリック・ピアノ）やギター、ストリングス
の音色などで、幅広く使われます。わずかにピッチのずれ
た音（しかも音の高さが周期的に変化します）が加わるた
め、何人もの演奏者が同時に演奏しているような効果が得
られます。また、ステレオ再生時には、音が左右に大きく
広がるため、壮大な感じを出したいときや包み込むような
音場を作りたいときにも効果的です。

フランジャー（ 20: St.Flanger ～ 22: St.Env.Flanger）
は、音に独特なクセをつけることができます。働き（エ
フェクトのしくみ）は、先のコーラスと似ていますが、
ディレイ・タイムが短くフィードバックがかかっているた
め、強烈なうねりがつきます。倍音の多い音で使用すると
効果的で、ディストーションのかかったギター・サウンド
などでもよく使われます。

フェイザー（ 23: St.Phaser ～ 25: St.Env.Phaser）は、
位相を周期的にずらします。音が周期的に変化していく点
は、コーラスやフランジャーと似ていますが、音色の変化
のしかたが異なります。エレピやギターなどでよく使わ
れ、また音を伸ばすことができるシンセ・サウンドなどで
も効果的です。

その他モジュレーション、ピッチ・
シフター系
ロータリー・スピーカー（ 40: Rotary SP）は、オルガン
用の回転スピーカーの効果をシミュレートしたエフェク
トです。オルガンの音色で使われるのが一般的ですが、そ
の他の楽器音で使用してもユニークな効果が得られます。

ピッチ・シフター（ 38: Pitch Shifter、 39: PitchShift
Mod）は、入力信号の高さ（ピッチ）を変化させます。
ピッチをずらした音を元音とミックスしてコーラス効果
を得るときに使う他に、音程がどんどん上がっていく（ま
たは下がっていく）ような特殊効果として使われます。

アーリー・リフレクション、ディレイ系
アーリー・リフレクション（ 41: Early Reflect）は、リ
バーブの残響のうち初期反射音だけを取り出した効果で
す。空間の広がりを表現したり、音に厚みを加えるといっ
た使い方はリバーブに似ていますが、リバーブ音がないた
めすっきりした音を得たいときに効果的なエフェクト・タ
イプです。

ディレイ（ 43: LCR Delay～ 51: Sequence Dly）は、一
定の時間、音を遅らせる効果（やまびこのような効果）で
す。また繰り返し遅れた音を加えることもできます
（フィードバック）。

リバーブ系
リバーブ（ 52: Rev Hall ～ 57: Rev Brt. Room）は、音
が鳴っている空間の広がりを表現するためのエフェクト
で、残響をつけることによって、天井や壁で反射する音を
シミュレートします。

コンサート・ホールなどで音楽を聴く場合、楽器の音や声
などは、直接耳に届くだけでなく、天井や壁などに反射し
て（その分遅れて）耳に届く音もあります。このように、
直接耳に届く音（ドライ音）の他に、さまざまな反射音が
加わることによって、空間の広がりを感じることができる
のです。また、反射のしかたは天井や壁の材質やホールの
大きさ、形などにもよって異なりますし、反射音の減衰の
しかたも異なります。エフェクト・タイプを使い分けるこ
とによって、さまざまな音場をシミュレートすることがで
き、さらにパラメーターで細かく調節できます。

モノ &モノ・チェーン・エフェクト 

2 つのモノ・エフェクトがシリーズ接続されたものです。 
4 バンド・パラメトリック・イコライザーとその他のエ
フェクト（エキサイター、コーラスやディレイなど）を直
列でつなげたものや、コンプレッサーとその他のエフェク
ト（エフェクト・タイプは上記と同様）などです。

ドライ音 レベル 

時間 
ディレイ・タイム 

ディレイ音 

ドライ音 
音源 

ドライ音 レベル 

時間 
プリ・ディレイ 

リバーブ音 

初期反射音 
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プログラムのエフェクト設定

ルーティング
各モードで使用できるインサート・エフェクト、マスター・
エフェクト、マスター EQの構造は同じですが、ルーティ
ングによって、プログラムのオシレーターの出力をイン
サート・エフェクトやマスター・エフェクトに送るかどう
かを設定します。ここでは、 Program モードでのルーティ
ング設定とエフェクトの設定手順を説明します。 

1.

 

PROG 8: Ed–InsertFX, BUSページを表示します。 

2.

 

“BUS Select (All OSCs)”で、オシレーターの出力を
どこへ送るのかを設定します。 

L/R:

 

 (MAIN OUTPUT) L/MONO、 Rへ送ります。（下
図参照） 
Note:

 
 マスター EQ を通過後、 (MAIN OUTPUT) L/

MONO、 Rへ送られます。 

IFX:

 

 インサート・エフェクトへ送ります。（下図参照） 

1, 2, 1/2:

 

 (INDIVIDUAL OUTPUT) 1、 2へ送ります。
（次ページ図参照） 
Note: インサート・エフェクト、マスター・エフェク
ト、マスター EQへは送りません。 

Off:

 

 (MAIN OUTPUT) L/MONO、 R、 (INDIVIDUAL
OUTPUT) 1、 2へ送りません。マスター・エフェクト
通過後、 MAIN OUTPUT へ出力されます。 “MFX
Send”で設定したセンド・レベルでマスター・エフェ
クトへシリーズ接続するときに選びます。（次ページ図
参照） 

3.

 

“MFX Send”でオシレーターごとのマスター・エフェ
クトへのセンド・レベルを設定します。
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“BUS Select (All OSCs)”を L/Rまたは Offにしたと
きのみ設定できます。 

“BUS Select (All OSCs)”で IFXを選択しているとき
は、インサート・エフェクト通過後の “Send1
(MFX1)”、 “Send2 (MFX2)”（ PROG 8: Ed–
InsertFX, Setup ページ）でマスター・エフェクトの
センド・レベルを設定します。

インサート・エフェクトの選択とイ
ンサート・エフェクト通過後のルー
ティング 

1.

 

PROG 8: Ed–InsertFX, Setupページを選びます。 

Setup ページでは、ルーティング、インサート・エ
フェクトの設定の状態が表示されます。また、このペー
ジでも “BUS Select”を設定できます。クリッカブル・
ポインターで（ All OSCs）を選択し、 [VALUE] ダイ
ヤル等で設定します。 

2.

 

“Insert Effect”でインサート・エフェクトの種類を選
びます。 

[CATEGORY] キーを押して、エフェクトを 6 種類の
カテゴリーから選ぶことができます。 

3.

 

“IFX On/Off”でインサート・エフェクトのオン／オフ
を切り替えます。 

Offのときは、 00: No Effectを選んだ状態と同じにな
ります。入力音がそのまま出力されます。 

Note:

 

 ユーティリティ “Copy Insert Effect”で、他の
プログラムなどからエフェクトの設定をコピーするこ
とができます。 

4. インサート・エフェクト通過後の、 “Pan (CC#8)”、 
“BUS Select”、 “S1”（ Send1 (MFX1)）、 “S2”
（ Send2 (MFX2)）を設定します。 

“Pan (CC#8)”:

 

 パンを設定します。 “BUS Select”が 
L/Rのときにのみ有効です。 

“BUS Select”: 出力先を設定します。通常 L/Rに設
定します。インサート・エフェクト通過後、 
(INDIVIDUAL OUTPUT) 1、 2に出力するときは 1、 
2、 1/2に設定します。 

“Send1 (MFX1)”、 “Send2 (MFX2)”: マスター・エ
フェクトのセンド・レベルを設定します。ここでは 127
に設定します。 

5.

 

IFX ページへ移動し、インサート・エフェクトとして
選んだエフェクトのパラメーターを設定します。
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各エフェクトのパラメーターについては、  PG p.104 ～を
参照してください。

マスター・エフェクトの選択とチェ
イン
センド・レベル 1、 2の設定（ ☞ p.79「手順 3」、 p.80「手
順 4」）でマスター・エフェクトの入力レベルが決まりま
す。センド・レベル 1、 2が 0のときはマスター・エフェ
クトはかかりません。センド・レベル 1が MFX1に、セ
ンド・レベル 2が MFX2に対応します。  

1.

 

PROG 9: Ed–MasterFX, Setupページを選びます。 

2.

 

“Master Effect 1”、 “Master Effect 2”で、それぞれ
のマスター・エフェクトの種類を選びます。 

[CATEGORY] キーを押して、エフェクトを 6 種類の
カテゴリーから選ぶことができます。 

Note: マスター・エフェクトの入出力はモノ・インー
ステレオ・アウトです。ステレオ入力タイプのエフェ
クトを選んだ場合でもモノラル入力となります。 

3.

 

“MFX1 On/Off”、 “MFX2 On/Off”で各マスター・エ
フェクトのオン／オフを切り替えます。 

Off のときは、マスター・エフェクトの出力がミュー
トされます。 

4.

 

“Return1”、 “Return2”で、マスター・エフェクトの
出力レベルを調節します。

各エフェクトの “W/D”（ Wet/Dry）の W 側の値が、
エフェクト出力レベルとなります。これにリターンの
設定値を掛け合わせたものが（ “Return”= 127 で 
x1.0）実際のマスター・エフェクト出力レベルとなり
ます。 

5. マスター・エフェクト 1、 2 のルーティングを設定し
ます。 

“MFX Chain”のチェック・ボックスにチェックしたと
き、 MFX1 と MFX2 が直列接続になります。以降は
このチェック・ボックスをチェックしたときに有効で
す。 

“Chain Direction”は MFX1と MFX2の接続方向を設
定します。 

“Chain Signal”はマスター・エフェクトから次のマス
ター・エフェクトへ入力する信号をステレオにするか 
Lまたは Rだけを入力するのかを設定します。 
“Chain Level”はマスター・エフェクトから次のマス
ター・エフェクトへの送りレベルを設定します。 

6.

 

MFX1 ページ、または MFX2 ページへ移動し、マス
ター・エフェクトとして選んだエフェクトのパラメー
ターを設定します。

各エフェクトのパラメーターについては、 PG p.104～を
参照してください。

マスター EQ 

1.

 

(MAIN OUTPUT) L/MONO、 R 端子への出力直前の
ステレオ 3 バンドのマスター EQで最終的なイコライ
ジング処理をします。 

PROG 9: Ed–MaseterFX, Setupページでは、 Low、 
Mid、 High のゲインを設定します。 Low と High は
シェルビング・タイプ、 Mid はバンド・タイプです。
ここでの設定は、 Master EQ ページの Low、 Mid、 
High の各 “Gain” とリンクしています。 Master EQ
ページではこの他、各バンドの中心周波数、帯域幅
（ Midのみ）、ダイナミック・モジュレーションを設定
します。
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コンビネーション、マルチ・
セットのエフェクト設定

ルーティング 

Combination、 Multiモードでは、ティンバー／トラック
ごとにインサート・エフェクト、マスター・エフェクトへ
のルーティング設定をします。この 2 つのモードでの設
定は同様の方法で行えます。ここではコンビネーションで
の手順を説明します。 

1.

 

COMBI 8: Ed–InsertFX, BUS ページを選びます。 

2.

 

“BUS Select”で各ティンバーの出力をどこへ送るか
を設定します。（下図参照） 

L/R: 

 

(MAIN OUTPUT) L/MONO、 Rへ送ります。 
Note:

 
 マスター EQを通過後、 L/MONO、 Rへ送られ

ます。 

IFX:

 

 インサート・エフェクトへ送ります。 

1, 2, 1/2:

 

 (INDIVIDUAL OUTPUT) 1、 2へ送ります。 
Note: インサート・エフェクト、マスター・エフェク
ト、マスター EQへは送りません。 

Off:

 

 (MAIN OUTPUT) L/MONO、 R、 (INDIVIDUAL
OUTPUT)1、 2へ送りません。マスター・エフェクト
通過後、 MAIN OUTPUT へ出力されます。 “MFX
Send”で設定したセンド・レベルでマスター・エフェ
クトへシリーズ接続するときに選びます。 

3.

 

“S1”（ Send1(MFX1)）、 “S2”（ Send2(MFX2)）で
各ティンバーごとのマスター・エフェクトへのセンド・

レベルを設定します。 

“BUS Select”を L/Rまたは Offにしたときのみ設定
できます。

実際のセンド・レベルは、ティンバーごとのセンド・
レベルと、ティンバーで選択しているプログラムのオ
シレーターごとのセンド・レベルとを掛け合わせた値
になります。プログラムごとのセンド・レベルが 0の
ときは、ここのセンド・レベルを上げても実際のレベ
ルは  0になります。 

“BUS Select”で IFXに選択しているときは、インサー
ト・エフェクト通過後の “S1”（ Send1(MFX1)）、 “S2”
（ Send2(MFX2)）（ COMBI 8: Ed–InsertFX, Setup
ページ）で、マスター・エフェクトのセンド・レベル
を設定します。

インサート・エフェクトの選択とイ
ンサート・エフェクト通過後のルー
ティング 

Setup ページでは、ルーティング、インサート・エフェ
クトの設定状態が表示されます。

この例では、 2（ティンバー 2）と 5（ティンバー 5）で 
IFXを使用しています。

また、プログラムと同様にインサート・エフェクトの選択、
オン／オフ、インサート・エフェクト通過後の  “Pan(CC#8)”
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および、 “BUS Select”、 “S1”(Send1 (MFX1))、 “S2”
(Send2 (MFX2))を設定します。（ ☞ p.80）

マスター・エフェクト
マスター EQ
これらの設定方法は、プログラムと同様です。（ ☞ p.81）

エフェクトをコントロールする 
MIDIチャンネルを設定する

インサート・エフェクト
インサート・エフェクトのダイナミック・モジュレーショ
ン（ Dmod）、インサート・エフェクト通過後の “Pan
(CC#8)”、 “Send 1 (MFX1)”、 “Send 2 (MFX2)”をコン
トロールする MIDIチャンネルを設定します。 

IFXにルーティングしているティンバーのチャンネル・ナ
ンバーには Ch01 ～ 16 の右に「＊」がつきます。 MIDI
チャンネルの設定が異なる複数ティンバー／トラックを
ルーティングしている場合、どのチャンネルでコントロー
ルするかを “Control Channel”で選択します。

コンビネーションでは、通常 G ch（グローバル MIDIチャ
ンネル）でコントロールします。

マルチ・セットでは、適宜 MIDI チャンネルを選択します。 

All Rt.は All Routedの略で、ルーティングしているティ
ンバー／トラックのチャンネルすべてでコントロールで
きます。

マスター・エフェクト
マスター・エフェクトのダイナミック・モジュレーション
（ Dmod）をコントロールする MIDI チャンネルを設定し
ます。

コンビネーションでは、通常 G ch（グローバル MIDIチャ
ンネル）でコントロールします。

マルチ・セットでは、適宜 MIDI チャンネルを選択します。

ダイナミック・モジュレー
ションと BPM/MIDI Sync.
ダイナミック・モジュレーション（  Dmod）は、エフェ
クトの特定のパラメーターを X50 のコントローラーや 
MIDIメッセージを使ってコントロールし、リアルタイム
にエフェクトのかかり具合を変化させる機能です。

この他にエフェクト・パラメーターをコントロールする機
能として、 BPM/MIDI Sync機能があります。モジュレー
ション系エフェクトの LFO スピードや、ディレイ系エ
フェクトのディレイ・タイム等をアルペジエーターや外部
シーケンサーのテンポに同期させることができます。

ダイナミック・モジュレーションで
エフェクトをリアルタイムにコント
ロールする
ここでは、ダイナミック・モジュレーション機能を使って
エフェクト・パラメーターをリアルタイムにコントロール
する例を説明します。 

1.「プログラムのエフェクト設定」（ ☞ p.79）の手順で、 
“IFX”に 49: LCR BPM Delayを設定します。ディレ
イ音が出力されていることを確認してください。

そして引き続き、以下の各項目を設定してください。 

[MOD]ホイールを奥方向に操作して Dmod
機能でディレイのレベルを変化させる 

1.

 

PROG 8: Ed–InsertFX, IFXページを選びます。 

2.

 

“InLvl Mod”を +100 にします。 

3.

 

“Src”を M.Whl#1にします。

エフェクトへの入力レベルが [MOD] ホイールでコン
トロールできます。 

M.Whl#1に設定すると、 [MOD]ホイールを奥方向に
回すと、ディレイ音が徐々に大きくなります。 

[SW1]キーを操作して Dmod機能で
フィードバックのレベルを変化させる 

1.

 

PROG 7: Ed-Arp/Ctrls, Controls ページで、 “SW1
Assign”の機能を SW1 Mod. (CC#80)、 Toggleにし
ます。 

2.

 

PROG 8: Ed–InsertFX, IFX ページに戻り、 C Fb（ C
Delay Feedback）の “(Source)”を SW1#80にします。 

3.

 

“(Amount)”を +30 にします。
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4.（ [MOD] ホイールを奥方向に回し） [SW1] キーを押す
と、フィードバック・レベルが上がり、ディレイ音が
長く続きます。 

“(Amount)” の設定で、 [SW1] キーを押したときの
フィードバック・レベルが決まります。 “(Amount)”
を –10にして [SW1]キーを押すと、フィードバック・
レベルは 0 になります。 

BPM/MIDI Sync.機能で、テンポ変
化に合わせてディレイ・タイムを変
化させる 

BPM/MIDI Sync. 機能で、アルペジオのテンポ変化に合
わせてディレイ・タイムを変化させます。 

1.

 

PROG 8: Ed–InsertFX, IFXページで “BPM”を MIDI
にします。 

2.

 

L, C, Rそれぞれの “L/C/R Bs”と “Times”を任意に設
定します。

効果をわかりやすくするために、ここでは “L/C/R Bs”
を �  に、 “Times” を 1 に設定してください。ディレ
イ・タイムは、 8分音符の周期でリピートします。 

3. リアルタイム・コントロール機能を C モードにして 
REALTIME CONTROLSノブ  [4]（ “TEMPO”）を回
します。

（ [MOD] ホイールを奥方向に回し）ノブを操作すると、
ディレイ・タイムが変化します。 

4.

 

[ARP ON/OFF] キーをオンにして、アルペジオ演奏を
させます。

アルペジオ・パターンは任意に選択してください。

（ [MOD] ホイールを奥方向に回し） REALTIME
CONTROLS ノブ  [4] を回すと、アルペジオ演奏のテ
ンポ変化に同期してディレイ・タイムも変化します。

ディレイ音が聞こえるときに、 REALTIME CON- 
TROLS ノブ  [4] を回してテンポを変化させると、
ディレイ音にノイズが入ることがありますが、ディ

レイ音が不連続になるためのノイズで、故障ではあ
りません。

エフェクトによっては、 LFOの周期をテンポに同期
させることができます。エフェクト・パラメーター
の “BPM/MIDI Sync”を Onに、  “BPM”を MIDIに
設定してください。詳細は PG p.160 を参照してく
ださい。

エフェクトのライト 

Program モードでエディットしたエフェクトのパラメー
ターは、プログラムをライトすると一緒に保存されます。
同様に Combination、 Multi モードでエディットしたエ
フェクトのパラメーターは、コンビネーション、マルチ・
セットをライトすると一緒に保存されます。（ ☞ p.43、 
p.59、 p.73）

インサート・エフェクトまた
はマスター・エフェクトをバ
イパスする
通常、プログラム、コンビネーション、マルチ・セットご
とにエフェクトのオン／オフを設定しますが、インサー
ト・エフェクトやマスター・エフェクトを X50 全体で使
用しない場合にこれらのエフェクトをバイパスすること
ができます。

例えば、マスター・エフェクトで使用するような、リバー
ブやコーラス、コンプレッサーなどをアウトボードのエ
フェクトや、コンピューターのプラグイン・エフェクトで
他の楽器や音源などと一緒に使用するときなどに有効で
す。 

1.

 

[GLOBAL]キーを押して、 Globalモードに入ります。 

2.

 

GLOBAL 0: System, Basicページを表示します。 

3. インサート・エフェクトをバイパスするときは、 “IFX
Off”チェック・ボックスをチェックします。

マスター・エフェクト 1 をバイパスするときは、 
“MFX1 Off” チェック・ボックスを、マスター・エフェ
クト  2をバイパスするときは、 “MFX2 Off”チェック・
ボックスをチェックします。
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本機全体に関する設定（ Global） 

Globalモードの構成 

Global モードは、マスター・チューン、キー・トランス
ポーズ、エフェクト・スイッチ、メモリー・プロテクトな
どの設定や、グローバル MIDIチャンネル、システム・ク
ロックなど、 X50 の全体に関する設定を行います。その
他にも、下表のようにドラムキットやアルペジエーターな
どを作成します。 

Globalモードのページ構成

各モード、ページ、ユーティリティ・コマンドへのアクセ
ス方法、また値の変更方法などの説明は、「基本的な操作
方法」（ ☞ p.19）を参照してください。 

Globalモードでエディットした内容は電源をオフに
するまでは保持されますが、オフにすると消えます。 
Global モードのデータは、ユーザー・ドラムキット
の設定（ GLOBAL: 4）、アルペジエーターの設定
（ GLOBAL: 5）、それ以外の全グローバル・セッティ
ング（ GLOBAL 0～ 3ページ）の 3つがあり、それ
ぞれでライト（保存）します。 

Globalモードでは、エディット実行後にエディット
前の状態に戻すコンペア機能はありません。

システム・セットアップ　 
0: System

 

Basicページ

他の楽器とチューニングを合わせる
／トランスポーズ（移調）する 

“Master Tune” は、全体のピッチを調整します。他の楽
器と一緒に本機を演奏するときや、 CDやテープなどの音
楽に合わせて演奏するときなどに設定します。± 50セン
ト（半音 =100セント）の範囲で設定できます。 0のとき 
440Hz（ A4の周波数）です。 

“Key Transpose” は、移調するときに設定し、半音単位
でずらします。± 1オクターブの範囲で設定できます。

ベロシティの強弱で、音量や音色を
変化する度合いを変える
ベロシティの強弱による音量や音色の変化の度合いが設
定できます。変化する度合いを変えることにより、例え
ば、打鍵の強弱（ベロシティ）にばらつきがあっても、発
音する音の大きさをある程度そろえることができます。
カーブにはそれぞれの特徴がありますので、自分のベロシ
ティの強さ、演奏スタイル、得たい効果などを考え、カー
ブを使い分けてください。（ ☞ PG p.76） 

“Velocity Curve”でベロシティ・カーブを設定します。

エフェクトをバイパスする 

FX SW  “IFX Off”、 “MFX1 Off”、 “MFX2 Off”をチェッ
クすると、インサート・エフェクト、マスター・エフェク
トがバイパスになります。モードに関係なく全体の設定に
なります。

例えば、本機の OUTPUTの出力を外部のミキサーへ送り、
他の楽器と一緒に外部エフェクト等をかけるときはマス
ター・エフェクトをオフにします。 

0: System
• 全体に関する基本セッティング 
• リア・パネルに接続するペダル等のコ
ントローラー設定。 

1: MIDI • 本体全体の MIDIに関する設定。 

2: User Scale
• ユーザー・スケール設定。 

16種類のオクターブ・スケール、 
1 種類の全ノート・スケールを設定。 

3: Category 
Name

• プログラム、コンビネーションのカテ
ゴリー・ネームのエディット。 

4: DKit • ドラムキットのエディット。 

5: Arp.Pattern • ユーザー・アルペジオ・パターンのエ
ディット
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アルペジエーターをプログラム、コ
ンビネーションにリンクさせる
プログラム、コンビネーションを切り替えたときに、それ
ぞれのプログラム、コンビネーションにライトされている
アルペジエーター設定を同時に切り替えるか、またはアル
ペジエーター設定の状態を切り替えないようにするかを
設定できます。

工場出荷時は前者の設定になっています。後者は同じアル
ペジエーター設定でフレーズを鳴らしながら、プログラ
ム、コンビネーションの音色のみを切り替えていくような
ときに使用します。 

Auto Arp. “Program”、 “Combination”をチェックする
と、それぞれプログラム、コンビネーションを切り替える
と、同時にライトされているアルペジエーター設定に切り
替わります。 

Preferenceページ

電源オン時に、前回電源オフ直前の
モードとページを表示させる
電源オンにしたときの状態は、 “Power On Mode” の設
定により異なります。 

“Power On Mode”が Resetのとき（出荷時の設定）、自
動的に Combination モードの 0:Playが選ばれます。 

“Power On Mode”が Memorizeのとき、前回電源オフ
にする直前のモード、ページが選ばれます。 
Memorizeでは、電源オフにする直前のモードとページ、
最後に選択していた Combination モードのコンビネー
ション・ナンバー、 Program モードのプログラム・ナン
バー、 Multiモードのマルチ・セット・ナンバーを記憶し
ています。電源オン時に他のモードが選ばれている場合
は、 [COMBI]キー、 [PROG]キー、 [MULTI]キーを押す
と、前回、最後に選択していたナンバーが 0: Playページ
で選ばれます。

メモリーにプロテクトをかける
メモリー・プロテクト（ Memory Protect）の各チェッ
ク・ボックスをチェックすると、各項目のライトやデータ
のロード等が禁止され、メモリーの内容を保護することが
できます。

各項目をエディットしてライト（保存）する場合は、チェッ
クをはずしてください。また、プリロード・データをロー
ドするときは、あらかじめ Memory Protectでロードす
るデータのチェックをはずしておいてください。
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Footページ 

Assignable Switch, Assignable 
Pedalの機能を設定する 

Assignable Switch

 

ASSIGNABLE SWITCH 端子に接続したフット・スイッ
チ（別売の PS-1ペダル・スイッチ）の機能を設定します。 

•

 

“Foot SW Assign”で設定します。

以下の設定ができます。

オルタネート・モジュレーション・ソース
エフェクト・ダイナミック・モジュレーションのソース
ポルタメント・オン／オフ
ソステヌート効果
ソフト・ペダル効果のオン／オフ
アルペジエーターのオン／オフ
プログラムやコンビネーションの選択（アップ／ダウン）
タップ・テンポ
アフター・タッチの送信 
[MOD]ホイール、ノブ [1] ～ [4] 等のコントローラー
動作、など（ ☞ PG p.164） 

Assignable Pedal

 

ASSIGNABLE PEDAL 端子に接続したフット・ペダル
（別売の XVP-10 EXP/VEL ペダル、 EXP-2 フット・コン
トローラー）でコントロールする機能を設定します。 

•

 

“Foot Pedal Assign”で設定します。

以下の設定ができます。

マスター・ボリューム
オルタネート・モジュレーション・ソース
エフェクト・ダイナミック・モジュレーション・ソース
ポルタメントのピッチ変化スピード
ボリューム
インサート・エフェクト通過後のパン
パン
エクスプレッション
マスター・エフェクトへのセンド・レベル
アフター・タッチの送信 
[MOD]ホイール、ノブ [1] ～ [4] 等のコントローラー
動作、など（ ☞ PG p.165） 

Note:

 

 オルタネート・モジュレーションやエフェクトのダ
イナミック・モジュレーションのソースとして使用し、プ
ログラム・パラメーターやエフェクト・パラメーターをコ
ントロールすることができます。このとき “Foot SW
Assign”は Foot SW（ CC#82）、 “Foot Pedal Assign”は 
Foot Pedal（ CC#04）に設定します。 

MIDIに関する設定　 1: MIDI 

MIDI Setup, MIDI Filter
グローバル MIDIチャンネルや MIDIクロックなど、本機
全体の MIDI に関する設定をします。 MIDIエクスクルー
シブ・ダンプ・データの送信もこのページのユーティリ
ティ・コマンドで行います。（ ☞ PG p.81）

ユーザー・スケール作成　 
2: User Scale

オリジナル・スケールを作成し、プ
ログラム等に設定する
オリジナル・スケールが作成できます。 1オクターブ分の
音階を設定し、全音域でこの設定が反映されるユーザー・
オクターブ・スケール（ User Octave Scale）  を 16 種類、 
128 鍵の音階を個別に設定するユーザー・オール・ノー
ト・スケール（  User All Notes Scale）  を 1 種類、設定
できます。

各キーの音程を± 99に設定することによって、基準の音
程より約半音上下に変えることができます。

ここで設定したユーザー・スケールは、プログラム、コン
ビネーションの各ティンバー、マルチ・セットの各トラッ
クで選べます。

それぞれ以下で選択します。

ここでは Multiモードでの設定手順を説明します。 

1. ユーザー・オクターブ・スケール、またはユーザー・
オール・ノート・スケールを作成します。

キーを選び、 VALUE コントローラーでピッチを変更
します。± 99で基準の音程より約半音上下します。

モード ページ 

Program 1: Ed-Basic, Program Basic

Combination 2: Ed-TimbreParam, Other

Multi 2: Track Param, Other
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Note: キーは、 [ENTER]キーを押しながら鍵盤を押す
ことによっても選ぶことができます。 

Note: プリセット・スケールをコピーして、そこから
オリジナルのスケールを作成することもできます。
ユーティリティ “Copy Scale” を実行します。 

2.

 

[MULTI]キーを押して、 Multiモードに入ります。 

3.

 

[MENU/OK] キーを押して、 “PAGE MENU” から  
“Track Param” を選び、 [PAGE+] キーを押して、 2:
Track Param, Otherページを表示します。 

4. トラックのプログラムに設定しているスケールを使用
する場合は、そのトラックの “Use Prog’s Scale”
チェック・ボックスをチェックします。

チェックしていないトラックは “Type”（ Multi’s
Scale）で設定しているスケールが使用されます。 

5. 現在選択しているマルチ・セット全体のスケールを 
“Type”（ Multi’s Scale）で選択します。

カテゴリー・ネームの設定　 
3: Category Name

 

Program, Combination Category
プログラム、コンビネーションのカテゴリーに名前をつけ
ます。（ ☞ PG p.86）

グローバル・セッティングの
保存 

GLOBAL 0: System ～ 3: Category Name の各ページ
でエディットが完了したらライト（保存）してください。
これらのページの設定をグローバル・セッティングといい
ます。

エディットした内容は電源をオフにするまでは保持

されますが、オフにすると消えます。 

1.

 

GLOBAL 0: System～ 3: Category Nameのいずれ
かのページを選びます。 

2.

 

[UTILITY]キーを押して、ユーティリティ・メニューを
表示し、 “Write Global Setting”を選びます。 

3. ライト（保存）する場合は [MENU/OK]キーを押しま
す。

保存するかを確認するダイアログが表示されます。 

4. 保存する場合は再度 [MENU/OK]キーを、保存しない
場合は [EXIT/CANCEL] キーを押します。

グローバル・セッティングが保存されました。

ドラムキット　 4: DKit、
アルペジエーター　 
5: Arp. Patternの設定
ドラムキット、アルペジエーターを設定します。

それぞれ以下のページをご覧ください。

「ドラムキットの設定」（ ☞ p.103）

「アルペジエーターの設定」（ ☞ p.89）
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アルペジエーターの設定

アルペジエーターとは、アルペジオ（分散和音）を自動的
に発生する機能です。一般的なアルペジエーターは、鍵盤
で弾いた和音をアルペジオに展開します。 

X50 のアルペジエーターは、それに加えて鍵盤で弾いた
音程やタイミングを基準に、さまざまな和音展開やフレー
ズ展開が可能なポリフォニック・アルペジエーター機能を
持っています。この機能によってドラムスやベースのフ
レーズ、ギターやキーボードのバッキング・リフなど多彩
なパターンが演奏できます。また、微妙にモーションする
パッド、シンセ、 SE音などの音作りの一部としても効果
的に使用できます。 

Program モードでは、 1 つのアルペジエーターを動作さ
せることができます。 
Combination モードと Multiモードでは、 2 つのアルペ
ジオ・パターンを同時に動作させることができます（デュ
アル・ポリフォニック・アルペジエーター）。ドラムス・
プログラム、ベース・プログラムに別々のアルペジオ・パ
ターンをかけたり、スプリットやベロシティによってアル
ペジオ・パターンを切り替えたり、さまざまなパフォーマ
ンスも可能です。 

Programモードでのアルペジ
エーター 

Programモードでアルペジエー
ターを演奏する 

1.

 

[PROG]キーを押します。（キーが点灯） 

Program モードが選ばれます。（ ☞ p.35「プログラム
の選択」）

プログラムを切り替えていくと [ARP ON/OFF] キー
が点灯するプログラムがあります。鍵盤を弾くとアル
ペジオ演奏がスタートします。

また、その他のプログラムでも [ARP ON/OFF] キー
を押すと（キーが点灯）、アルペジエーターがオンにな
ります。鍵盤を弾くとアルペジオ演奏がスタートしま
す。 

2. 次項で説明する「コントローラーでの設定」、「ディス
プレイでの設定（ PROG 0: Play, Arp. Play ページ）」
を参照して、コントローラーや、パラメーターを変化
させて、アルペジオ演奏が変化するのを確認してくだ
さい。

コントローラーでの設定  

アルペジエーターのオン／オフ（ ARP ON/
OFF） 

•

 

[ARP ON/OFF] キーを押すたびにアルペジエーター
のオン／オフが切り替わります。

オンのとき（キーが点灯）、鍵盤を弾くと選択されてい
るアルペジオ・パターンによるアルペジオ演奏がス
タートします。 

UP、 
DOWN、  
ALT1、 
ALT2、 
RANDOM

プリセット・アルペジオ・パターン 

U000～ 250

工場出荷時には多種多様なプリロード・
ユーザー・アルペジオ・パターンが収めら
れています。ユーザー・アルペジオ・パ
ターンは作成してライトすることができき
ます。

鍵盤で押さえた和音を 
アルペジオ(分散和音)で 
発音する 

[ARP ON/OFF]キー 

[SELECT]キー: C

[1]～[4]ノブ 
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アルペジエーターのテンポ調節（ TEMPO） 

1.

 
REALTIME CONTROLS [SELECT] キーを押して右
側「 C」の LEDを点灯させます。 

2.

 

[4]（ TEMPO）ノブを回して、テンポを調節します。

ディスプレイ右上の “ �  =” の値が変わります。 40 ～ 
240 で設定できます。ノブ [4]上の LEDは、調節した
テンポに対して 4分音符のタイミングで点滅します。

ディスプレイ上でも設定できます。クリッカブル・ポ
インターで “ �  =”を選択して、テン・キー [0]～ [9]で
テンポを入力し、 [ENTER]キーを押しても設定できま
す。その他、 [VALUE] ダイヤル、 [INC][DEC] キーで
も設定できます。設定したテンポで LED が点滅しま
す。 

Note:

 

 テンポは [ENTER] キーを押すタイミングに
よって変化させることができます。また PEDAL端子
に接続した別売の PS-1 フット・スイッチ等を踏むタ
イミングで変化させることができます（ “Foot SW
Assign”を Tap Tempoに設定時）。 

Note: アルペジオの演奏スピードは “Reso (Resolu-
tion)”（ 0:Play, Arp. Play ページまたは 7: Ed–Arp/
Ctrls, Setupページ）の設定に影響を受けます。 

“MIDI Clock”（ GLOBAL 1: MIDI）を Ext-MIDI、 
Ext-USBまたは  Autoで外部から MIDIクロックを
受信すると、 “ �  =”  EXTと表示されます。外部  MIDI
機器とテンポを同期させることができます。このと
きは、 X50でテンポを変えることはできません。

アルペジオ音の長さを変える（ ARP-
GATE） 

1.

 
REALTIME CONTROLS [SELECT] キーを押して右
側「 C」の LEDを点灯させます。 

2.

 

[1]（ ARP-GATE）ノブを回して、アルペジオ音の長さ
を変化させます。

左に回すと短く、右に回すと長くなります。センター
位置（ 12時方向）でプログラム・パラメーター “Gate”
（ 7: Ed–Arp/Ctrls, Setup ページ）の設定値になりま
す。 

Note: 

 

REALTIME CONTROLS A モード [4]（ EG-
RELEASE）ノブを同時に調節すると効果的にコント
ロールできます。

アルペジオ音の強さを変える（ ARP-
VELOCITY） 

1.

 

REALTIME CONTROLS [SELECT] キーを押して右
側「 C」の LEDを点灯させます。 

2.

 

[2]（ ARP-VELOCITY）ノブを回して、アルペジオ音
の強さを変化させます。

左に回すと弱く、右に回すと強くなります。センター位
置（ 12時方向）でプログラム・パラメーター “Velocity”
（ 7: Ed–Arp/Ctrls, Setupページ）の設定値になります。 

Note:

 

 REALTIME CONTROLS A モード [1]（ LPF
CUTOFF）、 [2]（ RESONANCE/HPF）、 [3]（ EG-
INTENSITY）ノブを同時に調節すると効果的に音色を
コントロールできます。

アルペジオ・パターンの長さを変える
（ ARP-LENGTH） 

1.

 

REALTIME CONTROLS [SELECT] キーを押して右
側「  C」の LEDを点灯させます。 

2.

 

[3]（ ARP-LENGTH）ノブを回して、アルペジオ・パ
ターンの長さを変化させます。

センター位置（ 12 時方向）で、アルペジエーターの 
“Lgth (Length)”（ 7: Ed–Arp/Ctrls, Setupページ）の
設定値になります。左に回すと短く、右に回すと長く
なります。アルペジオ・パターンは LENGTH の数を
繰り返し演奏します。数を変えることによってパター
ンの印象が変化します。 

Note:

 

 プリセット・パターン（ UP、 DOWN、 ALT1、 
ALT2、 RANDOM）では無効です。

設定の保存 

[ARP ON/OFF] キーのオン／オフ、 REALTIME CON- 
TROLSのノブ、キーの設定は、プログラム、コンビネー
ションまたはマルチ・セットのライト時に保存されます。

ディスプレイでの設定
アルペジエーターに関する設定は、 PROG 0: Play, Arp.
Play ページ、または PROG 7: Ed-Arp/Ctrls, Setup と 
Zone ページで設定します。 0: Play, Arp. Playページは、
演奏時に設定を変えると効果的なパラメーターを 7: Ed-
Arp/Ctrls, Setup ページから抜粋しています。ただし、 
“Swing” を除くパラメーターは、前述した「コントロー
ラーでの設定」でコントロールできます。
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PROG 0: Play, Arp. Playページでのエ
ディット 

•
 

PROG 0: Play, Arp. Playページを表示します。

アルペジオ・パターンの選択（ Pattern） 

“Pattern” では、 Preset-0～ Preset-4のプリセット・ア
ルペジオ・パターン、 U000～ 250 のユーザー・アルペ
ジオ・パターンから選びます。工場出荷時には、 U000～ 
250 に多種多様なプリロード・アルペジオ・パターンが
収められています。 

• クリッカブル・ポインターで “Pattern”を選び、 [VALUE]
ダイヤル、または  [INC][DEC]キーでアルペジオ・パター
ンを選びます。ユーザー・アルペジオ・パターンは、テ
ン・キー [0] ～ [9] でパターン・ナンバーを入力し、 
[ENTER]キーを押すことによっても選択できます。 

“Octave”や “Sort”等の設定によって、パターンの展開の
しかたが異なります。次図の Preset-0 ～ Preset-4 は、 
“Octave”1、 “Sort” チェック時の、展開のしかたです。 
P004: RANDOMは一例です。 

Preset-0: UP

Preset-1: DOWN

Preset-2: ALT1

Preset-3: ALT2

Preset-4: RANDOM

U000～ U250

工場出荷時にはアルペジオ・パターンがプリロードされて
います。ドラムスやベースのフレーズ、ギターやキーボー
ドのバッキング・リフなどのさまざまなパターンが収めら
れています。

アルペジオ音の間隔を変える
（ Resolution） 

“Reso(Resolution)”は、アルペジオ音の間隔を � �  ～ �  で
設定します。 

• クリッカブル・ポインターで “Reso”を選び、 [VALUE]
ダイヤル、または [INC][DEC] キーでアルペジオ音の
間隔を設定します。

アルペジオをオクターブに渡って演奏させ
る（ Octave） 

“Octave”は、アルペジオが展開するオクターブの範囲を
設定します。 

• クリッカブル・ポインターで “Octave”を選び、 [VALUE]
ダイヤル、または [INC][DEC]キーでアルペジオが展開
するオクターブの範囲を設定します。 

Note: ユーザー・アルペジオ・パターンを選択している場
合、  “Octave Motion”（ GLOBAL 5: Arp.Pattern, Setup
ページ）の設定によって展開のしかたが異なります。

UP

DOWN

ALT1

ALT2

RANDOM

Octave: 4
UP
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弾いた和音の音程順に、アルペジオを演奏
させる（ Sort） 

“Sort”は、鍵盤を弾いた順番にかかわらず音程順にアル
ペジオを展開させるか、鍵盤を押した順番にアルペジオを
展開させるかを設定します。 

• クリッカブル・ポインターで “Sort”チェック・ボック
スを選び、センターを押します。

チェックする : 鍵盤を弾いた順番にかかわらず音程順
をもとにしたアルペジオが展開します。

チェックしない : 鍵盤を弾いた順番をもとにしたアル
ペジオが展開します。

アルペジオ演奏を、鍵盤から手を離しても
続けさせる（ Latch） 

“Latch”は、鍵盤から手を離した後もアルペジオ演奏を続
けさせるか、鍵盤から手を離すとアルペジオ演奏が止まる
かを設定します。 

• クリッカブル・ポインターで “Latch” チェック・ボッ
クスを選び、センターを押します。

チェックする：  鍵盤から手を離した後もアルペジオ演
奏が続きます。

チェックしない：  鍵盤から手を離すと、アルペジオ演
奏が止まります。

アルペジエーターをキー・シンクさせる
（ Key Sync.） 

“Key Sync.”は、アルペジオ・パターンが鍵盤を押したタ
イミングで始まるか、 MIDIクロックに同期したテンポに
常に従うかを設定します。 

• クリッカブル・ポインターで “Key Sync.”チェック・
ボックスを選び、センターを押します。

チェックする：  すべての鍵盤から手を離した状態で最
初にノート・オンしたとき、アルペジオ・パターンが
先頭から始まります。リアルタイムに小節の頭に合わ
せて演奏するような場合に向きます。

チェックしない：  MIDI クロックに同期したテンポに
常に従います。

アルペジオ演奏と一緒に、鍵盤で弾いた演
奏を鳴らす（ Keyboard） 

• クリッカブル・ポインターで “Keyboard”チェック・
ボックスを選び、センターを押します。

チェックする：  鍵盤による演奏と、アルペジエーター
による演奏が同時に鳴ります。

チェックしない：  アルペジオ音だけが鳴ります。 

PROG 7: Ed-Arp/Ctrls, Setupページでの
エディット 

PROG 0: Play, Arp. Playページでも設定できるパラメー
ターは前述をご覧ください。ここではそれ以外のパラメー
ターについて説明します。 

•

 

PROG 7: Ed-Arp/Ctrls, Setupページを表示します。

アルペジオ音の長さを設定する（ Gate） 

“Gate”は、アルペジオ音の長さ（ゲート・タイム）を設
定します。ユーザー・アルペジオ・パターン選択時は、 
Stepに設定できます。このときステップごとに設定する 
“Gt (Gate)”（ GLOBAL 5: Arp.Pattern, Editページ）の
値で動作します。 

Note:

 

 REALTIME CONTROLS C モード  [1]（ ARP-
GATE）ノブがセンター位置（ 12 時方向）で、ここでの
設定値となります。設定するときは、ノブがセンター位置
であることを確認してください。

アルペジオ音のベロシティを設定する
（ Velocity） 

“Velocity”は、アルペジオ音のベロシティを設定します。 
Key に設定すると、鍵盤を弾いたときのベロシティ値で
鳴ります。ユーザー・アルペジオ・パターン選択時は、 
Stepを設定できます。このときステップごとに設定する 
“Vel(Velocity)”（ GLOBAL 5: Arp.Pattern, Editページ）
の値で発音します。 

Note:

 

 REALTIME CONTROLS C モード [2]（ ARP-
VELOCITY）ノブがセンター位置（ 12時方向）で、ここ
での設定値となります。設定するときは、ノブがセンター
位置であることを確認してください。 

Note:

 

 プリロードのユーザー・アルペジオ・パターンを選
んだときは、 “Gate”、 “Velocity”を Stepに設定すると、
アルペジオ・パターンにグルーブ感が加わります。

アルペジオ・パターンにシャッフル感を与
える（ Swing） 

“Swing” は、先頭から偶数番目のアルペジオ音のタイミ
ングをずらします。パターンにシャッフル感が加わりま
す。

ON, UP

Sort

OFF, UP

Sort

① ③ ② ④ 
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PROG 7: Ed-Arp/Ctrls, ScanZoneページ
でのエディット 

•
 

PROG 7: Ed-Arp/Ctrls, ScanZoneページを表示しま
す。

アルペジエーターが動作する音域を設定す
る（ Key Btm、 Key Top） 

“

 

Key Btm

 

”、 “  Key Top ” で設定する範囲内の音域を弾く
とアルペジエーターが動作します。範囲以外の音域では、
アルペジエーターのオン／オフに関係なく通常の鍵盤演
奏が行えます。

例えば、 “Pattern”に Preset-0:UPを選んで、 “Latch”を
チェックし、 “Key Top” を B3、 “Key Btm”を C–1にし
ます。 B3以下の鍵盤を弾くとアルペジエーターが動作し
ます。 “Latch”がオンなので鍵盤を離してもアルペジオ演
奏は続きます。 B3以下の鍵盤でのアルペジオ演奏に合わ
せて、 C4以上の鍵盤で通常の演奏が行えます。アルペジ
オの展開を変えるときは B3以下の鍵盤を押さえます。

アルペジエーターが動作するベロシティを
設定する（ Vel Btm、 Vel Top） 

“
 

Vel Btm
 

”、 “ Vel Top ”で設定する範囲のベロシティ（鍵
盤を弾く強さ）で弾くと、アルペジエーターが動作しま
す。範囲以外のベロシティで弾いた場合はアルペジエー
ターのオン／オフに関係なく通常の鍵盤演奏を行えます。

アルペジエーターのライト（保存） 

Program モードでエディットしたアルペジエーターのパ
ラメーターは、プログラムをライトすると一緒に保存され
ます。ライトの方法は、「エディットしたプログラムを保
存する」（ ☞ p.43）を参照してください。

アルペジエーターをプログラムにリ
ンクさせる
プログラムを切り替えたときに、それぞれのプログラムに
ライトされているアルペジエーター設定も同時に切り替
わるか、アルペジエーターの状態が切り替わらないように
するかを設定できます。工場出荷時は前者の設定になって
います。後者は同じアルペジオ “Auto Arp”（ GLOBAL 0:
System, Basicページ）で Programをチェックします。 

Combination、 Multiモード
でのアルペジエーター 

Combination、 Multiモードでは、 2つのアルペジオ・パ
ターンを同時に動作させることができるデュアル・ポリ
フォニック・アルペジエーター構成になっています。これ
らのモードでのアルペジエーターの設定方法は似ていま
す。ここでは、コンビネーションを例にして手順を説明し
ます。 

Combinationモードでアルペジ
エーターを使って演奏する  

1.

 

[COMBI]キーを押します。（キーが点灯） 

Combination モードに入ります。（ ☞ p.55「コンビネー
ションの選択」）

コンビネーションを切り替えていくと、 [ARP ON/
OFF]キーが点灯するコンビネーションがあります。鍵
盤を弾くとアルペジオ演奏がスタートします。

また、その他のコンビネーションでも [ARP ON/OFF]
キーを押すと（キーが点灯）、アルペジエーターがオン
になります。

コンビネーションやマルチ・セットでは、アルペジ
エーター A、 Bの設定によって、 [ARP ON/OFF]キー
をオンにしてもアルペジエーターがスタートしない

場合があります。（ ☞ p.94「動作させるアルペジエー
ターの選択」） 

2.「コントローラーでの設定」（ ☞ p.89）と次項で説明す
る「ディスプレイでの設定」を参照して、コントロー
ラーや、パラメーターを変化させて、アルペジオ演奏
が変化するのを確認してください。 

Note:

 

 [ARP ON/OFF]キー、 REALTIME CONTROLS C
モード [1]（ ARP-GATE）、 [2]（ ARP-VELOCITY）、 [3]
（ ARP-LENGTH）、 [4]（ TEMPO）ノブは、アルペジエー
ター  A、 B両方に対して有効です。コンビネーションのラ
イト時に、状態が保存されます。

ディスプレイでの設定
アルペジエーターに関する設定は、 COMBI 0: Play, Arp.
Play A と Bページ、または COMBI 7: Ed-Arp/Ctrls で
設定します。 0: Play, Arp. Play Aと Bページは、演奏時
に設定を変えると効果的なパラメーターを 7: Ed-Arp/
Ctrls, Arp. A と B ページから抜粋しています。ただし、 
“Swing”を除くパラメーターは、前述した「コントロー
ラーでの設定」でコントロールできます。 

0: Play, Arp. Play Aと Bページでのディスプレイ設定も
以下を除いては基本的にはプログラムと同様です。 

1.

 

COMBI 0: Play, Arp. Play A ページを選び、アルペジ
エーター A に関する設定をします。
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2.

 

COMBI 0: Play, Arp. Play Bページを選び、アルペジ
エーター B に関する設定をします。

動作させるアルペジエーターの選択 

“Arpeggiator Run” で動作させるアルペジエーターに
チェックをつけます。ここでチェックしているアルペジ
エーターが、 [ARP ON/OFF] キー・オンのときに動作し
ます。

ただし、隣りの表 “Timbre Assign”で確認できるティン
バー  1～ 8に、アルペジエーター Aまたは B がアサイン
されている場合にのみアルペジエーターによる発音がし
ます。（ COMBI 7: Ed–Arp/Ctrls, Setup “Assign”で設定
します。 ☞ p.95） 

Arpeggiatror-A, Arpeggiator-B

 

“Pattern”、 “Reso(Resolution)”、 “Octave”、 “Sort”、 
“Latch”、 “Key Sync.”、 “Keyboard”の設定を、 A, Bそ
れぞれに対して行います。（ ☞ p.91）

ユーザー・アルペジオ・パターンの構成を
確認する
コンビネーションでアルペジエーターがどのように構成
されているかを確認してみましょう。 

1. コンビネーション C053: Echo Jamm を選択して、 
Arp. Play Aページ、 Arp. Play Bページを表示してく
ださい。 

•

 

“Timbre Assign”（図右上）を見ると、アルペジエー
ター A がティンバー 4 と 8 に、アルペジエーター B
がティンバー 2にアサインされています。鍵盤を弾く
と、 Dr-BigBeats 2 のアルペジオ・パターンでティン
バー 4 のプログラム B084: Drum'n'Bass Kit が発音
します。 Gt-Stab Rhythmのアルペジオ・パターンで
ティンバー 2のプログラム B108: Funkin' Guitarが発
音します。 

•

 

“Arpeggiator Run 

 

A

 

”または “Arpeggiator Run  B ”の
チェックをはずすと、はずした方のアルペジエーター

が停止します。再度チェックをつけて鍵盤を弾くとア
ルペジエーターが動作します。 

• また、 COMBI 7: Ed–Arp/Ctrls, Scan Zoneページを
表示すると、 Aの Key “Btm”、 “Top“で B3以下の鍵
盤にだけアルペジエーター A が、 B の “Top Key“、 
“Bottom Key”で C4以上の鍵盤にだけアルペジエー
ター  B が、それぞれ動作するように設定されているの
が確認できます。

デュアル・ポリフォニック・アルペ
ジエーターの設定
デュアル・ポリフォニック・アルペジエーターを使って以
下のような設定が行えます。 

• ティンバーごとにアルペジエーターがアサインできま
す。  Off、（アルペジエーター）  A、（アルペジエーター） 
Bから選びます。 ☞手順 5 

•

 

A、 Bをそれぞれに動作させるかを設定できます。 

☞手順  6 

•

 

A、 B それぞれにアルペジオ・パターンの選択や、パ
ラメーターの設定ができます。 ☞手順 7 

• 鍵盤の範囲やベロシティの強さでアルペジエーターを
動作させたり、 A、 B のアルペジエーターを切り替え
たりすることができます。 ☞手順 8 

• アルペジエーターがオフのときは発音しないで、アル
ペジエーターがオンのときだけに発音するティンバー
が設定できます。 ☞手順 10

アルペジエーターのオン／オフ 

[ARP ON/OFF] キーを押すたびにアルペジエーターのオ
ン／オフが切り替わります。オンのときキーが点灯しま
す。鍵盤を押さえると選択されているアルペジオ・パター
ンによるアルペジオ演奏がスタートします。コンビネー
ションのライト時にオン／オフの状態が保存されます。 

Note:

 

 “Assign” が Off のときや “Arpeggiator Run” を
チェックしていないとき、オンにしてもアルペジエーター
は動作しません。

アルペジエーターの設定 

1.

 

COMBI 0: Play, Progページを選びます。

使用するティンバーのプログラムを選びます。ここで
は例としてティンバー 1 ～ 4にプログラムを任意に設
定してください。 

2.

 

COMBI 2: Ed–TimbreParam, MIDI ページを選びま
す。

使用するティンバーの “Status”を INTにして、 “MIDI
Channel”を Gchまたはグローバル MIDIチャンネル

Arpeggio Pattern

Timbre AssignArpeggiator RunArpeggiator A/B
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（ GLOBAL 1: MIDI“MIDI Channel” で設定）に一致
させます。

ティンバー 1～ 4の “Status”を INTに、ティンバー 
5～ 8 は Off にしてください。ティンバー 1 ～ 4 の 
“MIDI Channel”を Gchにします。 

3.

 

COMBI 7: Ed–Arp/Ctrls, Setupページを選びます。 

4.

 

“

 

�

 

 (Tempo)”でテンポを設定します。

設定方法は、プログラムと同様です（ ☞ p.90）。ただ
し、テンポはアルペジエーター A、 Bで共通です。 

5.

 

“Assign”を設定します。

アルペジエーターを動作させるティンバーに、アルペ
ジエーター Aまたは Bをアサインします。これで、そ
のティンバーにアサインしたアルペジエーターが動作
することになります。 

6.

 

“Arpeggiator Run”を設定します。

動作させるアルペジエーターをチェックします。ここ
でチェックしたアルペジエーターが、 [ARP ON/OFF]
キーがオンのときに動作します。

手順 2、 3 に示すディスプレイのように設定すると、 
[ARP ON/OFF] キーがオンのとき、ティンバー 1、 2
にはアルペジエーター Aが、ティンバー 3にはアルペ
ジエーター B が動作します。 [ARP ON/OFF] キーが
オフのとき、ティンバー 1～ 4がレイヤーで発音しま
す。

すべてのティンバーの “Assign” が Off、または 
“Arpeggiator Run” A、 Bをチェックしていない場合、
アルペジエーターは動作しません。 

7.

 

Arp. A、 Arp. Bページで、アルペジエーター A、 Bの
パラメーターを設定します。 

A、 B それぞれで設定するパラメーターはプログラム
と同様です。（ ☞ p.90） 

8.

 

Scan Zoneページでアルペジエーター A、 B が動作す
る範囲を設定します。 

A、 B それぞれで設定するパラメーターはプログラム
と同様です。（ ☞ p.93）

鍵盤の範囲やベロシティの強さで、アルペジエーター
を動作させたり、 A、 B のアルペジエーターを切り替
えることができます。 COMBI 5: Ed–Key Zone, Key
ページ、 COMBI 6: Ed–Vel Zone, Velページで設定す
る鍵盤の範囲と、ベロシティによる発音範囲の設定を

組み合わせることによって、さらにバリエーションが
広がります。 

9. エディットしたコンビネーションの設定を本体に保存
する場合は、 Global モードでメモリ・プロテクトをは
ずし、コンビネーションをライトしてください。 
GLOBAL 0: System, Preferenceページの Memory
Protect “Combination” のチェックをはずします。
（ ☞ p.86） 

10.手順 2、 3 に示すディスプレイでの “Status”、 “MIDI
Channel”、 “Assign”の設定によって、アルペジエー
ターがオフのときは発音しないで、アルペジエーター
がオンのときだけ発音するティンバーが設定できま
す。

設定例
高度なエディット・テクニックですが、ここではプリセッ
ト・コンビネーションでの設定を例としてその方法を説明
します。

コンビネーション  A021: Urban Nature RnB
コンビネーション A021: Urban Nature RnBを選び、演
奏してください。

演奏する前にグローバル MIDI チャンネル（ GLOBAL
1:MIDI “MIDI Channel”）が 01 であることを確認して
ください。 

• アルペジエーター Aが、  T（ティンバー） 4と 5にア
サインされています。鍵盤を弾くと、 Dr-Nature RnB
のアルペジオ・パターンで T4 のプログラム B004:
Trance/GarageKitだけが発音します。 

• アルペジオ・パターンは、ドラムスのアルペジオ演奏
に適した Fixed Noteを使用しています（ GLOBAL 5:
Arp.Pattern, Setup ページ  “Fixed Note” をチェッ
ク）。この設定では、鍵盤からのノート・ナンバーに関
わらず、常に特定の音程のアルペジオ・パターンが展
開します。（ ☞ p.100） 

•

 

A の “Key Btm”、 “Key Top”（ COMBI 7: Ed–Arp/
Ctrls, Scan Zoneページ）で、 B3 以下の鍵盤にだけ
アルペジエーター A が動作するように設定されていま
す。 

•

 

T5 にもアルペジエーター A がアサインされています
が、これはアルペジエーターがオンのときだけに、 T4
のプログラム B004: Trance/GarageKit を発音させる
ための設定です。 

T4、 T5ティンバーの各設定 

• アルペジエーターがオフのときに鍵盤を弾くと、 Gch
またはグローバル MIDIチャンネル（ここでは 01）に
設定されているティンバーが発音します。 T4は “MIDI
Channel” が 02のため発音しません。 T5 は Gchです
が、 “Status”が Offのため発音しません。 

Status MIDI Channel  Assign

 

T4 INT 02 A

T5 Off Gch A
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• アルペジエーターが動作する MIDI チャンネルの条件
は、ティンバーにアサインされているすべての MIDI
チャンネルです。この場合は “MIDI Channel”02 と 
Gch（グローバル MIDI チャンネル）です。アルペジ
エーターがオンのとき、鍵盤を弾くと T5（ Gch）にア
サインされてるアルペジエーター Aが動作します。 T4
はアルペジエーター A によって発音します。 T5 は 
“Status” が Offであるため発音しません。 

•

 

T5は “Status”が Offのために、アルペジエーターが
オンでもオフでも発音しません。アルペジエーターが
オンのときにだけ T4を発音させるためのダミー・ティ
ンバーです。

コンビネーション   B071: "In The Pocket"
コンビネーション B071: "In The Pocket"を選び、演奏し
てください。

演奏する前に、グローバル MIDI チャンネル（ GLOBAL
1: MIDI, “MIDI Channel”）が 01 であることを確認して
ください。 

• アルペジエーター Aが T7と T8に、アルペジエーター 
Bが T5にアサインされています。鍵盤を弾くと T7の
プログラム C004: HipHop Kit が、 Dr-In The Pocket
のアルペジオ・パターンで発音します。また T5 のプ
ログラム A066: Chord Triggerが、 Bs-Echoのアルペ
ジオ・パターンで発音します。 

•

 

B の “Key Btm”、 “Key Top”（ COMBI 7: Ed–Arp/
Ctrls, Scan Zoneページ）で、 G3 以上の鍵盤にだけ
アルペジエーター B が動作するように設定されていま
す。 

•

 

T8 にもアルペジエーター B がアサインされています
が、これはアルペジエーターがオンのときだけに T7
のプログラム C004: HipHop Kitを発音させるための
設定です。上記の「コンビネーション A021: Urban
Nature RnB」を参照してください。

アルペジエーターのライト 

Combination、 Multi モードでエディットしたアルペジ
エーターのパラメーターは、コンビネーションまたはマル
チ・セットをライトすると一緒に保存されます。ライトの
方法は、コンビネーションについては「エディットしたコ
ンビネーションを保存する」（ ☞ p.59）を、マルチ・セッ
トについては「エディットしたマルチ・セットを保存す
る」（ ☞ p.73）をそれぞれ参照してください。

アルペジエーターをコンビネーショ
ンにリンクさせる
コンビネーションを切り替えたときに、それぞれのコンビ
ネーションにライトされているアルペジエーター設定も
同時に切り替える場合は、 “Auto Arp”（ GLOBAL 0:
System, Basicページ）で “Combi”をチェックします。

ユーザー・アルペジオ・パ
ターンの作成
ユーザー・アルペジオ・パターンは Globalモードで作成
します。 

•

 

Global モードで鍵盤を弾くと、直前にいたモードの状
態で発音します。 

•

 

Multiモードから Globalモードへ移行したときは、鍵
盤を弾くとグローバル MIDIチャンネル（ GLOBAL 1）
と一致したトラックのプログラムやアルペジエーター
が発音します。

アルペジオ・パターンのメモリー構成 

X50 には、 251 個のアルペジオ・パターン・メモリー・
エリアがあり、下記のようにプリセット・アルペジオ・パ
ターンとユーザー・アルペジオ・パターンの 2 種類があ
ります。

プリセット・アルペジオ・パターン : 
UP、 DOWN、 ALT1、 ALT2、 RANDOM（ 5パターン）
これらのパターンは固定でエディットできません。

ユーザー・アルペジオ・パターン : 
U000～ U250（ 251パターン）
鍵盤で弾いた音程やタイミングを基準にさまざまな和音
展開やフレーズ展開が可能なパターンです。これらはエ
ディットすることができます。 
GLOBAL 5: Arp.Patternでは、これらのユーザー・アル
ペジオ・パターンに変更を加え、オリジナルのユーザー・
パターンが作成できます。また、パターンを初期化して 0
の状態から作成することができます。エディットしたユー
ザー・パターンは U000 ～ U250にライトすることがで
きます。

メモリー・プロテクトの確認
ユーザー・アルペジオ・パターンをエディットするとき
は、あらかじめ GLOBAL 0: System, Preferenceページ
で Memory Protect “Arp. UsrPat” チェック・ボックス
のチェックをはずして、メモリ・プロテクトをオフにして
ください。

データ保持とコンペア 

•

 

Global モードでエディットした内容は、電源をオフに
するまでは保持されますが、オフにすると保持されま
せん。 Globalモードで扱うデータは、ユーザー・ドラ
ムキットの設定（ GLOBAL 4）、ユーザー・アルペジ
オ・パターンの設定（ GLOBAL 5）、それ以外の全グ
ローバル・セッティング（ GLOBAL 0～ 3）の 3つが
あり、それぞれのメモリー・エリアにライトします。
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•

 

Globalモードでは、エディット実行後にエディット前
の状態に戻すコンペア機能はありません。ユーザー・
ドラムキットやユーザー・アルペジオ・パターンをエ
ディットする場合は、事前に “Copy Drum Kit”、 
“Copy Arpeggio Pattern”で、エディットするドラム
キットやユーザー・アルペジオ・パターンを空ナンバー
にコピーしてから作業するようにしてください。

アルペジエーターが複数のプログラ
ムやコンビネーション等で使用され
ている場合の注意
ユーザー・アルペジオ・パターンをエディットすると、そ
のアルペジオ・パターンを使用しているすべてのプログラ
ム、コンビネーション、マルチ・セットに影響します。

アルペジオ・パターンの初期化
工場出荷時、 X50の U000～ U250のすべてのユーザー・
アルペジオ・パターンには、プリロード・データが収録さ
れています。

新規にアルペジオ・パターンを作成する場合は、適宜アル
ペジオ・パターンを選び、初期化してください。 

Note:

 

 なお、初期化したパターンは Globalモードでデー
タをロードすることによって、工場出荷時の設定に戻すこ
とができます。（ ☞ p.107） 

1.

 

[GLOBAL] キーを押して、 Global モードに入り、 
GLOBAL 5: Arp.Pattern, Setup ページを表示しま
す。 

2. 初期化するアルペジオ・パターンを選びます。 

3.

 

GLOBAL 5: Arp.Pattern, Editページを表示します。 

4.

 

[UTILITY] キーを押して、メニューから “Initialize
Steps”を選び、ダイアログを表示します。 

5.

 

“Type”で Emptyを選ぶと、トーンをすべて無くして
初期化します。 Fullはトーンをすべて埋めて初期化し
ます。ここでは Empty を選び、 [MENU/OK] キーを
押してください。初期化が実行されます。

ユーザー・アルペジオ・パターンの
エディット方法 

Program モードから移動した場合、選択しているプログ
ラムで設定されているアルペジオ・パターンが、ここでの
エディット対象となります。 

1.

 

Program モードで、エディットするアルペジオ・パ
ターンが設定されているプログラム、またはアルペジ
オ・パターンをエディットするために、ベースとなる
プログラムを選びます。 

2.

 

[ARP ON/OFF] キーを押して、アルペジエーターをオ
ンにします。（キーが点灯）

アルペジエーターがオフのプログラムから Globalモー
ドに移動した場合でも、 [ARP ON/OFF]キーでオンに
できます。 

3.

 

GLOBAL 5: Arp.Pattern, Setup ページを表示しま
す。 

4.

 

“Pattern” で、エディットするアルペジオ・パターン
を選びます。

ここではアルペジオ・パターンを初期化して、空のユー
ザー・パターンを選んでください。

空のユーザー・アルペジオ・パターンが選ばれている
ときは鍵盤を弾いてもアルペジオ演奏はスタートしま
せん。 

Note:

 

 

 

Preset-0～ Preset-4 のプリセット・アルペジ
オ・パターンも選べますが、エディットはできません。 

5.

 

“Lgth (Length)”で、パターンの長さを設定します。

パターンは、 “Reso” で設定した音符の間隔で、ここ
で指定した長さを演奏してから先頭に戻ります。ここ
の設定はエディットの途中や後でも変更できます。こ
こでは 8に設定してください。 

6.

 

“

 
� 

 

(Tempo)”、 “Reso (Resolution)”、 “Oct (Octave)”、 
“Sort”、 “Latch”、 “K.Sync.”、 “Kbd　 (Keyboard)”の
各パラメーターを設定します。 

Note:

 

 これらはプログラム・パラメーターですが、こ
こでも設定できます。
プログラムから移動してこれらのパラメーターを設定
し、保存する場合は、 Programモードに戻り、プログ
ラムをライトしてください。これらのパラメーターは 
“Write Arpeggio Pattern” では保存されません。

ここでは手順 3図のように設定してください。 

7.

 

“Type (Arpeggio Type)”、 “Octave Motion”、 “Fixed
Note”等では、アルペジオの展開のしかたなどを設定
します。

ここの設定はエディットの途中や後でも変更できま
す。
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8.

 

Editページを選びます。

パターンは、 Step （ステップ）と Tone （トーン）で
構成されています。 

• Step

 

 （ステップ） : ユーザー・パターンは最大 48の
ステップを持ちます。アルペジエーターは 1番目のス
テップから、 “Reso (Resolution)”で設定した音符の
間隔で演奏していきます。ディスプレイ中央のグリッ
ド表示の縦点線がステップを表わします。 

“Step (Step No.)” でステップを選び、それぞれのス
テップごとに、 “Ptch (Pitch Offset)”、 “Gt (Gate)”、 
“Vel (Velocity)”、 “Flam”を設定します。

ステップは、クリッカブル・ポインターで “Step”
（ Step No.）を選び [VALUE] ダイヤルや [INC][DEC]
キーで選びます。また、このページではクリッカブル・
ポインター [ √ ][ ® ]でステップを移動できます。 

• Tone

 

 （トーン） : 1 つのステップでは最大 12 トーン
（ Tone No.  00 ～ 11）を和音で発音させることができ
ます。ディスプレイ中央のグリッド表示の横点線が
トーンを表わします。

トーンは、 “Step (Step No.)”を選択しているときに、
クリッカブル・ポインターのセンターを押します。

クリッカブル・ポインター [ π ][ † ]でトーンを選び、セ
ンターを押して入力します。センターを押すたびに
トーンのオン／オフが切り替わります。

クリッカブル・ポインター [ √ ][ ® ] で前後のステップ
に移動します。ステップを選び、 [  π ][ † ]で Toneを選
び、センターを押して入力します。 

[MENU/OK]キーを押して、終了します。

また、トーンの入力にテン・キー [0] ～ [9]、 [-]、 [./
HOLD]キーで入力できます。

以下のように “Tone No.” とテン・キー [0] ～ [9]、 [-]、 
[./HOLD] キーが対応しています。テン・キー [0] ～ 
[9]、 [-]、 [./HOLD] キーを押すたびに対応するトーン
のオン／オフが切り替わります。 

Tone00～ 09  : [0]～ [9] キー 
Tone10

 
 : [-]キー 

Tone11
 

 : [./HOLD]キー

パターン作成例 

1.

 

“Step (Step No.)”を 01にして、 [0]キーを押します。 

2.

 

“Step (Step No.)”を 02 にして、 [1]キーを押します。 

3.

 

“Step (Step No.)”を 03 にして、 [2]キーを押します。 

4.

 

“Step (Step No.)”を 04 にして、 [1]キーを押します。 

5.

 

“Step (Step No.)”を 05 にして、 [3]キーを押します。 

6.

 

“Step (Step No.)”を 06 にして、 [1]キーを押します。 

7.

 

“Step (Step No.)”を 07 にして、 [2]キーを押します。 

8.

 

“Step (Step No.)”を 08 にして、 [1]キーを押します。 

9. 鍵盤を弾くとアルペジオ演奏が始まります。 

Tone 0 は、鍵盤を押さえた和音の一番低いキーに対
応します。（ “Sort”にチェックしていないときは、最
初に押さえたキーの音程に対応します。） 

10.

 

Step 01～ 08それぞれに “Ptch (Pitch Offset)”、 “Gt
(Gate)”、 “Vel (Velocity)”、 “Flam”を設定します。 

“Ptch (Pitch Offset)”:

 

 アルペジオ音の音階を半音単
位で上下にずらします。各ステップごとに同じトーン
を入力して、それぞれの “Ptch (Pitch Offset)”の値を
変えることで 1つのトーンでメロディを作ることもで
きます。（ ☞「メロディのパターン」） 

“Gt (Gate)”: ステップごとにアルペジオ音の長さを
設定します。 LGT では、同じトーンの次の発音まで、
またはパターンの終わりまで発音が続きます。 Off で
は発音しません。 

“Vel (Velocity)”: 発音の強さです。 Key では、鍵盤
を弾いた強さで発音します。 

Note:

 

 ここでの “Gt (Gate)”、 “Vel (Velocity)”の設定
は、  Program モードで選択されているプログラムの 
PROG 7: Ed–Arp/Ctrls, Setup ページで “Gate”、

Tone No.

4
3
2
1
0

Lgth(Length)
01 05 Step No.



 

ア
ル
ペ
ジ
エ
ー
タ
ー
 

ユーザー・アルペジオ・パターンの作成 

99

 

“Velocity”が下図のように Stepに設定されていると
きに有効です。 Step 以外に設定しているときは、ス
テップごとに設定する個々の “Gt (Gate)”、 “Vel
(Velocity)” の設定は無視され、 PROG 7: Ed–Arp/
Cntrls の設定に従って、アルペジオ音が発音します。
プログラムの設定を確認してください。 

Note:

 

 “Gt (Gate)” を設定するときは、 REALTIME
CONTROLS Cモード [ARP-GATE]ノブをセンター位
置（ 12時方向）に合わせてください。 

Note:

 

 “Vel (Velocity)” を設定するときは、 REAL-
TIME CONTROLS C モード [ARP-VELOCITY] ノブ
をセンター位置（ 12時方向）に合わせてください。 

11.ユーザー・アルペジオ・パターン・ネームは、ユーティ
リティ “Rename Arpeggio Pattern” で変更します。
（ ☞ p.108） 

12.エディットしたユーザー・アルペジオ・パターンを本
体に保存する場合は、必ずライトしてください。
（ ☞ p.101）

ライトせずに電源をオフにするとエディットした内容
は消去されます。 

13.同時にプログラムの状態を保存する場合は、 Program
モードへ戻り、プログラムをライトしてください。
（ ☞ p.43）

その他のユーザー・アルペジオ・パ
ターン作成例

メロディのパターン 

1.

 

“Step (Step No.)”を 01にして、 [0]キーを押します。 

“Ptch (Pitch Offset)”を＋ 00にします。 

2.

 

“Step (Step No.)”を 02にして、 [0]キーを押します。 

“Ptch (Pitch Offset)”を＋ 10にします。 

3.

 

“Step (Step No.)”を 03にして、 [0]キーを押します。 

“Ptch (Pitch Offset)”を＋ 00にします。 

4.

 

“Step (Step No.)”を 04にして、 [0]キーを押します。 

“Ptch (Pitch Offset)”を＋ 00にします。 

5.

 

“Step (Step No.)”を 05にして、 [0]キーを押します。 

“Ptch( Pitch Offset)”を＋ 12にします。 

6.

 

“Step (Step No.)”06はトーンをいれません。 

7.

 

“Step (Step No.)”を 07にして、 [0]キーを押します。 

“Ptch (Pitch Offset)”を＋ 00にします。 

8.

 

“Step (Step No.)”を 08にして、 [0]キーを押します。 

“Ptch (Pitch Offset)”を－ 02にします。

和音のパターン 

1.

 

“Step (Step No.)”を 01にして、 [0] キーを押します。 

“Gt (Gate)”を LGTにします。 

2.

 

“Step (Step No.)”02はトーンをいれません。 

3.

 

“Step (Step No.)” を 03 にして、 [1]、 [2]、 [3]、 [4]
キーを押します。 

4.

 

“Step (Step No.)” を 04 にして、 [1]、 [2]、 [3]、 [4]
キーを押します。 

5.

 

“Step (Step No.)”05はトーンをいれません。 

6.

 

“Step (Step No.)” を 06 にして、 [1]、 [2]、 [3]、 [4]
キーを押します。 “Gt（ Gate)”を LGTにします。 

7.

 

“Step (Step No.)”07はトーンをいれません。 

8.

 

“Step (Step No.)” を 08 にして、 [1]、 [2]、 [3]、 [4]
キーを押します。 

Note:

 

 ギター等のカッティングのニュアンスを出すに
は “ Flam ”を設定します。 Programモードでアコース
ティック・ギターのプログラムを選択し、ここで作成
したユーザー・アルペジオ・パターンを選びます。 
PROG 7: Ed-Arp/Ctrls, Setupで “Gate”を Stepにし
ます。

そして、 GLOBAL 5: Arp.Pattern, Editページに戻り、
奇数ステップの “Flam”を＋の値に、偶数ステップの 
“Flam”を－の値にします。
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ドラムス・パターン 
“Fixed Note”でドラムス・プログラムを使用したリズム・
パターンをアルペジエーターで演奏できます。 

1. プログラムでドラムキットのプログラムを選びます。

ここでは、プリセット・プログラムの A020: Standard
Kit 3を選択してください。 

2.

 

GLOBAL 5: Arp.Pattern, Setupページを選び、パラ
メーターを設定します。 

“Fixed Note” にチェックします。チェックすると、
トーンは常に指定した音程で発音します。 

“Mode (Fixed Note Mode)”を Trigger All Tonesに
すると、鍵盤を 1つ押さえるとすべてのトーンが発音
します。 Trigger As Playedにすると、押さえた鍵盤
によってトーンの発音条件が決まります。 

“Tone No.”および “Fixed Note No.” を設定します。 

“Tone No.”を選び、 “Fixed Note No.”でそのトーン
が発音するノート・ナンバーを設定します。

ここでは、 “Tone No.”と “Fixed Note No.”を以下の
ように設定してください。

ドラムキットによって、ノート・ナンバーに対応する
ドラムサンプルが異なります。ドラム音を鍵盤で確認
してから、 [ENTER] キーを押しながら鍵盤を押して 
“Fixed Note No.”を入力するとよいでしょう。 

3.

 

Editページを選びます。 

Toneの表示が白玉になります。

表示の横線（ Tone）の一本一本に、ドラムキットのド
ラムサンプル（ノート・ナンバー）を設定するイメー
ジです。

次のリズム・パターンを入力してみましょう。 

4. キック（ Tone00）を入力します。 

“Step (Step No.)”を 01にして、 [0]キーを押します。
続けて “Step (Step No.)”を 05にして、 [0]キーを押
します。  

5. スネア（ Tone01）を入力します。 

“Step (Step No.)”を 03 にして、 [1]キーを押します。
続けて “Step (Step No.)”を 07にして、 [1]キーを押
します。  

6. クローズ・ハイハット（ Tone02）を入力します。 

“Step (Step No.)”を 01、 02、 03、 05、 06、 07にし
て、それぞれ [2]キーを押します。 

7. オープン・ハイハット（ Tone03）を入力します。 

“Step (Step No.)”を 04 にして、 [3]キーを押します。
続けて “Step (Step No.)”を 08にして、 [3]キーを押
します。 

“Mode (Fixed Note Mode)”が Trigger All Tonesの
ときは、鍵盤の 1つのキーを弾くとリズム・パターン
が演奏されます。 

“Mode (Fixed Note Mode)”が Trigger As Played
のときは、 1つのキーを弾くとキック（ Tone00）のみ
演奏されます。 2 つのキーを弾くとキック（ Tone00）
とスネア（ Tone01）が演奏されます。このように弾い
たキーの数が Toneに対応して発音します。 

8. ステップごとのパラメーターを設定します。 

“Vel(Velocity)”などを設定してリズム・パターンにア
クセントをつけます。 

Note:

 

 ここでの “Gt (Gate)”、 “Vel (Velocity)”の設定
は、  Program モードで選択されているプログラムの 
PROG 7: Ed–Arp/Ctrls, Setup ページで、 “Gate”、 
“Velocity”が Stepに設定されているときに有効です。 

Step 以外に設定しているときは、ステップごとに設
定する個々の “Gt (Gate)”、 “Vel (Velocity)”の設定は
無視され、アルペジオ音すべてが設定に従って発音し
ます。 

Note:

 

“Gate” を設定するときは、 REALTIME
CONTROLS C モード [1]（ ARP-GATE）ノブをセン
ター位置（ 12時方向）に合わせてください。 

Note:

 

“Velocity” を設定するときは、 REALTIME
CONTROLS Cモード [2]（ ARP-VELOCITY）ノブを
センター位置（ 12時方向）に合わせてください。 

Tone No. Fixed Note No.

 

00 C2 （キック） 

01 F2 （スネア） 

02 F#3 （クローズ・ハイハット） 

03 A#3 （オープン・ハイハット）

Fixed Note
Mode(Fixed Note Mode)

Tone No. Fixed Note No.
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デュアル・ポリフォニック・アルペ
ジエーターのエディット
ここでは、コンビネーションを例とした手順を説明しま
す。 

Multiモードでのアルペジオ・パターンのエディットも同
様です。 

Combination モードから移動した場合、コンビネーショ
ンで設定しているアルペジオ・パターンがここでのエ
ディット対象となります。 

1.

 

Combinationモードで、エディットするアルペジオ・
パターンが設定されているコンビネーションを選びま
す。

ここではアルペジエーター A、 B がアサインされてい
るコンビネーションを選択してください。 

2.

 

[ARP ON/OFF]キーを押して、アルペジエーターをオ
ンにします。（キーが点灯）

アルペジエーターがオフの状態から移動した場合で
も、 [ARP ON/OFF] キーでオンにできます。ただし 
“Arpeggiator Run”で A、 Bをチェックしていなかっ
たり、 “Assign”が Off の場合はアルペジエーターが動
作しません。 

3.

 

GLOBAL 5: Arp.Pattern, Setupページを選びます。 

4.

 

Combinationモードから移動したときには、 “Arp 
(Arpeggio Select)” A、 Bで、エディットするアルペ
ジエーターを選びます。 

A のときは、アルペジエーター A のパラメーターや
ユーザー・アルペジオ・パターンがエディットの対象
となります。 

B のときは、アルペジエーター B のパラメーターや
ユーザー・アルペジオ・パターンがエディットの対象
となります。 

5.

 

A、 B のアルペジエーターを切り替えながら、それぞ
れのユーザー・アルペジオ・パターンを設定します。

一 方の アル ペジ エー ター を止 めた いと き は、 
Combinationモードへ戻り、 COMBI 0: Playの  Arp.
Aまたは Arp. Bページで “Arpeggiator Run”のチェッ
ク・ボックスのチェックをはずしてください。 

6. ユーザー・アルペジオ・パターン・ネームは、ユーティ
リティ “Rename Arpeggio Pattern”で変更します。
（ ☞ p.108） 

7. エディットしたユーザー・アルペジオ・パターンを本
体に保存する場合は、必ずライトしてください。

この場合、両方のユーザー・パターンが一度にライト
されます。ライトせずに電源をオフにするとエディッ
トした内容は消去されてしまいます。 

8. 同時にコンビネーションの状態を保存する場合は、 
Combination モードへ戻り、コンビネーションをライ
トしてください。（ ☞ p.59） 

Note: ユーザー・アルペジオ・パターンをエディット
するときは、グローバル MIDIチャンネルやティンバー
のチャンネル、そしてアルペジエーターのアサインに
気をつけて、発音しているアルペジエーターがエ
ディットしたいパターンであることを確認してエ
ディットしてください。

名前をつける
自分で作成したアルペジオ・パターンには名前をつけるこ
とをすすめします。

ユーティリティ “Rename Arpeggio Pattern” でつけま
す。名前のつけ方は p.108を参照してください。

ユーザー・アルペジオの保存
エディットが完了したら、ユーザー・アルペジオをライト
（保存）します。

ユーザー・アルペジオ・パターンの “Tempo”、 “Pattern”、 
“Octave”、 “Resolution”、 “Sort”、 “Latch”、 “Key
Sync.”、 “Keyboard” の各設定は、プログラム、コンビ
ネーションやマルチ・セットごとに設定するパラメーター
です。ここでのライトでは保存できません。これらのパラ
メーターを設定した場合は、元のモードに戻り、ライトし
てください。 

Note:

 

 ユーザー・アルペジオ・パターンのメモリー・プロ
テクトをオフにしてください。 GLOBAL 0: System,
Preferenceページの Memory Protect “Arp. UsrPat”の
チェックをはずします。（ ☞ p.86） 

1.

 

[UTILITY]キーを押して、ユーティリティ “Write 
Arpeggio Patterns” を選びます。 

2. ライト（保存）する場合は [MENU/OK]キーを押しま
す。

保存するかを確認するダイアログが表示されます。 

3. 保存する場合は再度 [MENU/OK] キーを、保存しない
場合は [EXIT/CANCEL]キーを押します。

ユーザー・アルペジオ・パターンが保存されました。
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アルペジエーターの同期につ
いて
アルペジエーターの “Key Sync.”チェック・ボックスの状
態によってアルペジエーターの発音タイミングが異なり
ます。

チェックすると、すべての鍵盤から手を離した状態から最
初にノート・オンしたときのタイミングでアルペジエー
ターが動作します。

チェックしないときは、内部／外部の MIDIクロックのタ
イミングに同期して動作します。

以下に “Key Sync.”チェック・ボックスをチェックしない
ときの同期について説明します。（ MIDI リアルタイム・
コマンドのスタート・メッセージとの同期を除きます。）

アルペジエーター A、 B間の同期 

Combination、 Multi モードでは、 2 つのアルペジエー
ターを同時に動作させることができます。このとき、一方
のアルペジエーターが動作中に、もう 1方のアルペジエー
ター（ “Key Sync.”をチェックしない）を動作させると、
最初のアルペジエーターのタイミングをベースとした “ � 
(Tempo)”に同期します。 

Note: 

 

“Key Sync.”をチェックしている場合は、 A、 Bそ
れぞれ別々のタイミングで動作します。 

Program、 Combination、 Multi
モードでの外部シーケンサー演奏と
の同期  

X50をマスターにしたとき
アルペジエーターは、 “ �  (Tempo)” が INT のとき、内部 
MIDIクロックのタイミングをベースとして動作します。 

“

 
�

 

 (Tempo)”が INTになるのは、 GLOBAL 1: MIDI “MIDI
Clock”が Internalのときです。また、 Auto設定時で外部
から  MIDIクロックを受信していないときです。 

X50をスレーブにしたとき 

“

 
�

 

 (Tempo)”が EXTのとき、アルペジエーターは、外部  
MIDIシーケンサー等からの MIDIクロックやスタート・
メッセージに同期します。 

“

 
�

 

 (Tempo)” が EXT になるのは、 GLOBAL 1: MIDI
“MIDI Clock” が Ext-MIDI、 Ext-USBのときです。また、 
Auto設定時で外部から MIDIクロックを受信していると
きです。

外部 MIDIクロックとの同期 
• アルペジエーターは、外部  MIDI クロックのタイミン
グをベースとした “ �  (Tempo)” に同期します。 

MIDIリアルタイム・コマンドのスタート・
メッセージとの同期 

• アルペジエーターがオンで動作しているとき、 MIDI
リアルタイム・コマンドのスタート・メッセージを受
信すると、アルペジエーターはパターンの先頭にリ
セットされます。（ “Key Sync.”の設定には関係ありま
せん）
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ドラムキットの設定

ドラムキットとは？
ドラムキットは、ドラムサウンドを作成するためにキーご
とにドラムサンプルを割り当てたものです。ドラムキット
は Globalモードで作成します。ドラムキットには、以下
のような特長があります。 

• ノートごとに異なるサウンドが鳴ります。 

• 各ノートに 2 つのドラムサンプルがアサインでき、
ベロシティでどちらが鳴るかを切り替えることがで
きます。 

• 各ノートは、音を作るために重要な以下のパラメー
ターを設定できます。
ボリューム、フィルター・カットオフ、レゾナンス、
エンベロープ・アタック、ディケイ、ピッチ 

• ノートごとに、インサート・エフェクトへのルーティ
ングと、マスター・エフェクトへのセンド・レベルが
設定できます。例えばスネアだけをコンプレッサーに
送ることができます。

ドラムキットは、 “Oscilltor Mode”を “Drums”に設定し
たプログラムでのみ使用できます。

ドラムキットのメモリー構成 

X50には、 49個のドラムキット・メモリー・エリアがあ
り、下表のように INTバンク、 USERバンク、 GM (General
MIDI) バンクに分かれています。

エディットしたドラムキットは、 GM バンク以外のどの
バンクにでも保存できます。 

GM バンクのドラムキットを元にしてエディットする場
合は、ユーティリティ “Copy Drum Kit”でドラムキット
を選び、 USERバンクにコピーしてください。

ドラムキット・バンク

ドラムス・プログラムと  Oscillator 
Mode

 

PROG 1: Ed–Basic, Prog Basic ページの “Oscillator
Mode”でオシレーターにドラムキットを使用するか、ま
たは通常のマルチサンプル（ピアノ、ストリングスなど）
を使用するかを設定します。

この設定は、 PROG 2: Ed–Pitch, OSC1ページで確認で
きます。 “Oscillator Mode”を Singleにした場合は 2つ
のマルチサンプルとベロシティ・スイッチが設定できま

す。  Doubleのときは、さらにもう 1セットが OSC2ペー
ジで設定できます。 
“Oscillator Mode”を “Drums”にした場合は、 1つのド
ラムキットが設定できます。ドラムキットは、ベロシティ・
スイッチ設定をもちますが、 Global モードのドラムキッ
ト側で設定する機能のため、 Program モードでのエ
ディットや保存はできません。

エディットする前に

ドラムス・プログラムの選択 

Global モードでは、事前に選んでいたプログラム、コン
ビネーション、マルチ・セットでの EQ設定やエフェクト
等の設定が使用されます。

ドラムキットをエディットするときは、あらかじめ 
Program モードでドラムキットを使ったプログラム（例
えば A020: Standard Kit 3）を選び、 GLOBAL 4: DKit
の各ページに入ります。ドラムキットを使ったプログラム
は、フィルター、アンプ、エフェクト等が、ドラム音に適
した設定になっています。  

Multi モードから Global モードへ移行したときは、鍵盤
を弾くとグローバル MIDI チャンネル（ GLOBAL 1）と
一致したトラックのプログラムやアルペジエーターが発
音します。

ドラムキットのノート・マッピング
と鍵盤の位置を合わせる
ノート・マッピングを鍵盤の位置を合わせるためには、オ
シレーターの “ Octave ”設定を +0[8’]に設定します。す
べてのドラムキットを使ったプログラムはすでにこの設
定になっています。設定は以下の手順で確認できます。 

1.

 

Programモードの PROG 1: Ed-Basic, OSC1ページ
を表示します。 

2.

 

“Octave”が +0[8’]に設定されていることを確認して
ください。 

+0[8’]以外の設定では鍵盤の位置とドラムキットの発
音する音の関係がずれます。

メモリー・プロテクトの確認
ドラムキットのメモリー・プロテクトをオフにしてくださ
い。  GLOBAL 0: System, Preferenceページで Memory
Protect “Drum Kit”チェック・ボックスのチェックをは
ずします。 

Bank No. 説　明 

INT 00...15 プリロード・ドラムキット 

USER 16...39 ユーザー（イニシャル）ドラムキット 

GM 40...48 GM2準拠プリセット・ドラムキット
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データ保持とコンペア 

•

 

Globalモードでエディットした内容は、電源をオフに
するまでは保持されますが、オフにすると保持されま
せん。 Globalモードで扱うデータは、ユーザー・ドラ
ムキットの設定（ GLOBAL 4）、ユーザー・アルペジ
オ・パターンの設定（ GLOBAL 5）、それ以外の全グ
ローバル・セッティング（ GLOBAL 0 ～ 3）の 3つが
あり、それぞれのメモリー・エリアにライトできます。 

•

 

Globalモードでは、エディット実行後にエディット前
の状態に戻すコンペア機能はありません。ユーザー・
ドラムキットやユーザー・アルペジオ・パターンをエ
ディットする場合は、事前に “Copy Drum Kit”、 
“Copy Arpeggio Pattern”で、エディットするドラム
キットやユーザー・アルペジオ・パターンを空ナンバー
にコピーしてから作業するようにしてください。

ドラムキットが複数のプログラムで
使用されている場合の注意
ドラムキットをエディットすると、エディットしたドラム
キットを使用しているプログラムすべてに影響します。プ
リロード・ドラムキットをエディットするときは、エ
ディットする前に、ドラムキットを USER バンクの空い
ているエリアにコピーして、コピー先のドラムキットをエ
ディットするとよいでしょう。

ドラムキットの作成

エディットするドラムキット、ノー
トの選択 

1. ドラムキットをエディットするために適したプログラ
ムを選びます。
（ ☞ p.103 “ドラムス・プログラムの選択 ”） 

2.

 

[GLOBAL]キーを押して、 Globalモードに入ります。 

3.

 

GLOBAL 4: DKit, High Sample ページを表示しま
す。  

4. ディスプレイ上段の “Drum Kit“でエディットしたい
ドラムキットを選びます。 

5.

 

“Key”でエディットするノート・ナンバーを選びます。

フロント・パネルの [VALUE]ダイヤルなどで設定しま
す。  

[ENTER] キーを押しながら本体の鍵盤を押しても
ノート・ナンバーが選べます。

この  “Key”のノート・ナンバー設定は 3つのタブにわ
たる  4: DKitのすべてのページに有効です。  

6.

 

“Assign”チェック・ボックスで、ノート・ナンバーに
ドラムサンプルを割り当てるかどうかを設定します。 

“Assign”をチェックをすると、そのノート・ナンバー
にドラムサンプルが割り当てられます。通常はチェッ
クします。 

“Assign”をチェックしないと、そのノート・ナンバー
にはドラムサンプルは割り当てられません。通常、こ
のノート・ナンバーには、右隣りに割り当てたドラム
サンプルの設定が半音低い音で発音します。発音する
ピッチは PROG 2: Ed-Pitch, OSC1ページの “Pitch
Slope”の設定によります。
タムやシンバル等で、音程を変えるだけの設定をする
ときに使用します。

ドラムサンプルの配置 

2つのドラムサンプルを配置し、ベロシティの強さで切り
替えます。 

1.

 

GLOBAL 4: DKit, High Sample ページを表示しま
す。  

2.

 

High の “Drum Sample”を選びます。 

[CATEGORY]キーを押すと、カテゴリーで分類された
ドラムサンプル・リストが表示されます。選択方法は、 
p.36「 “Select by Category”によるカテゴリー選択」
を参照してください。
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3. ディスプレイに表示されたリストのドラムサンプル名
を選び、表示を反転させます。 

4.

 

[MENU/OK]キーを押して設定します。 

5.

 

[PAGE +] キーを押して、 GLOBAL 4: DKit– Low
Sampleページを表示します。 

6. 手順 2～ 4と同様の操作で Low Drumsampleを設定
します。 

High Drumsampleと Low Drumsampleにドラムサ
ンプルを割り当てました。そのドラムサンプルにベロ
シティ・レンジを設定します。 

7.

 

“Velocity SW L

 

→

 

H”を設定します。

設定したベロシティ値未満で鍵盤を弾くと Low のマ
ドラムサンプルが発音し、ベロシティ値以上で鍵盤を
弾くと Highのドラムサンプルが発音します。

例えば、 “Velocity SW L → H” を 100 に設定すると、
鍵盤を弱く弾いたときは “Low” で設定したドラムサ
ンプルが発音し、鍵盤を強く弾いたときは “High”で設
定したマルチサンプルが発音します。 

Note:

 

 この機能を使用しないときは、 “Velocity SW
L

 
→

 
H”の値を 001にします。 Highのドラムサンプル

のみが発音します。 

Note:

 

 プログラムのベロシティ・マルチサンプル・ス
イッチングと同様の機能です。（ ☞ p.47）

各ドラムサンプルの微調整 

1.

 

2つドラムサンプルのレベルを調整します。 

High、 Lowそれぞれの “Level”（レベル）を設定して
音量のバランスをとります。 

2. 必要に応じて、ドラムサンプルごとにチューニングと 
EGパラメーターを設定します。

ドラムサンプルごとに “Tune”、 “At  (Amp EG
Attack)”、 “Dc (AmpEG Decay)”を調整します。 

3. ドラムサンプルごとにサウンド調整やリバース再生が
設定できます。
各ドラムサンプルの “FC (Filter Cutoff)”、 “Reso
(Resonance)“を調整、 “S.Ofs”、 “Rev (Reverse)”を
設定します。（ ☞ PG p.87） 

4.

 

“Key”を変えてドラムサンプルを選び、手順 1～ 3を
繰り返して調整します。 

1つの “Key”設定を別のドラムサンプルにコピーした
い場合は、ユーティリティ “Copy Key Setup”を実行
します。

クローズド、オープン・ハイハット
などの、鳴らす音を切り替えるには  

1.

 

GLOBAL 4: DKit, Voice/Mixerページを表示します。 

2.

 

“Excl Group”（ Exclusive Group）は、ドラムサンプ
ルを割り当てたキーをグループ化します。

同じグループ番号をつけたキーが、 1 つのグループに
なり、後着を優先しモノフォニックで発音します。

例えばハイハットのクローズとオープンなどの同じ系
統のドラムサンプルを割り当てているキーを同じグ
ループにして、同時に何種類かのハイハットが鳴らな
いようにします。
同じ “Excl Group”（ Exclusive Group）にしたクロー
ズド・ハイハットとオープン・ハイハットは、オープ
ン・ハイハットが鳴っている間に、クローズド・ハイ
ハットを演奏すると、実際のハイハットのようにオー
プン・ハイハットの発音が止まり、クローズド・ハイ
ハットだけが鳴ります。

ホールド機能の使用
プログラムの “Hold”パラメーターはドラム・プログラム
にたいへん便利な機能です。鍵盤を離した後でも、ドラム
サンプルは押し続けているように動作します。動作の仕方
はプログラムとドラムキットの設定によります。

ホールド機能は次のように設定します。 

1.

 

PROG 1: Ed-Basic, Prog Basicページを表示します。 

2.

 

Voice Assign の “Hold”チェック・ボックスがチェッ
クされていることを確認します。チェックされている
ときは、そのドラムキット内の設定に従ってノートご
とにホールド機能がコントロールされます。 

3.

 

GLOBAL 4: DKit, Voice/Mixerページを表示します。 

4. 必要に応じて、各キー（ “Key”）の “Enable Note Off
Recieve”を設定します。

このチェック・ボックスにチェックが入っていないと
きは、ノートがホールドされます。チェックが入って
いるときは、ノートはホールドされません。

プログラムの “Hold”をオフにすると、弾いたキーの 
“Enable Note Off Receive” 設定に関係なく、どの
キーもホールドされません。
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各キーのエフェクト・コントロール
ドラムキットは、キーごとにインサート・エフェクト、マ
スター・エフェクト・センドが設定できます。 

1.

 

PROG 8: Ed-InsertFX, BUSページを表示します。 

2.

 

“Use Dkit Setting” チェック・ボックスを確認しま
す。

チェック時、プログラムはドラムキットで設定する
キーごとの BUS（ “BUS Select”）とマスター・エ
フェクト・センドを使用します。

チェックしていないときは、プログラムはドラムキッ
トの BUS（ “BUS Select”）とマスター・エフェク
ト・センド設定を無視します。 

3.

 

GLOBAL 4: DKit, Voice/Mixerページを表示します。 

4.

 

“BUS Select”で、各キーの出力はインサート・エフェ
クト、あるいは (INDIVIDUAL OUTPUT) 1、 2、また
は (MAIN) L/R出力のいずれにも送ることができます。

例えば、スネアは IFXへ、残りは L/Rへというように
送ることができます。 

5.

 

“Send1(MFX1)”、 “Send2(MFX2)”を設定して、キー
ごとのマスター・エフェクト 1、 2 へのセンド・レベ
ルを設定します。

各キーのパン設定
キーごとにパンを設定します。 

1.

 

PROG 5: Ed-Amp1/2, Level/Pan ページを表示しま
す。 

2.

 

“Use Dkit Setting”チェック・ボックスがチェックさ
れているかを確認します。

チェック時、プログラムはドラムキットのパン設定を
使用します。 

3.

 

GLOBAL 4: DKit, Voice/Mixerページを表示します。 

4.

 

“Pan”でステレオ出力の定位を設定します。

名前をつける
自分で作成したドラムキットには名前をつけることをす
すめします。

ユーティリティ “Rename Drum Kit”でつけます。名前の
つけ方は p.108を参照してください。

ドラムキットの保存
エディットが完了したら、ドラムキットをライト（保存）
します。 

Note:

 

 ドラムキットのメモリー・プロテクトをオフにして
ください。 GLOBAL 0: System, Preference ページの 
Memory Protect “Drum Kit”のチェックをはずします。
（ ☞ p.86） 

1.

 

[UTILITY]キーを押して、ユーティリティ・メニューを
表示し、 “Write Drum Kits”を選びます。 

2. ライト（保存）する場合は [MENU/OK]キーを押しま
す。

保存するかを確認するダイアログが表示されます。 

3. 保存する場合は再度 [MENU/OK]キーを、保存しない
場合は [EXIT/CANCEL] キーを押します。

ドラムキットが保存されました。
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工場出荷時の設定に戻す（プリ
ロード・データをロードする） 

X50のプログラム、コンビネーション、 Global モードの
設定などを工場出荷時に戻すことができます。プリロー
ド・データをロードしなおすことによって設定を戻しま
す。

ロード前にライトされているこれらのデータは書き

換わります。これらのデータを消滅させたくないと
きは、市販のデータ・ファイラーや付属のエディター
「 X50 Editor/Plug-In Editor」を使用して保存してく
ださい。 

1.

 

[GLOBAL] キーを押して、 Globalモードに入ります。
（キーが点灯） 

2.

 

[EXIT]キーを押して、 GLOBAL 0: System ページに
入ります。 

3.

 

[UTILITY] キーを押して、ユーティリティ・メニュー
を表示します。 

4. クリッカブル・ポインター [ † ] を操作して “Load
Preload Data”を選び、センターを押します。

ダイアログが表示されます。 

5.

 

“Kind”を選び、 [VALUE]ダイヤルや [INC][DEC]キー
などを操作してロードするデータを選びます。

すべての設定を工場出荷時の状態に戻すためには、 All
を選びます。 All を実行すると、すべてのプログラム、
コンビネーション、マルチ・セット、ドラムキット、
アルペジオ・パターン、グローバル・セッティングが
ロードされます。 

6.

 

[MENU/OK]キーを押します。

確認のダイアログが表示されます。 

7. 再度、 [MENU/OK]キーを押します。

すべてのプリロード・データがロードされます。

「 Memory Protected」が表示される場合は、メモ
リー・プロテクトのチェックをはずして、ロードし
直してください。（ ☞ p.86） 

1データ、 1バンク単位でロードする 

X50は、プログラム、コンビネーションを 1データ、 1バ
ンク単位、またはまとめてロードすることができます。マ
ルチ・セット、ドラムキット、アルペジオ・パターンは、 
1 データ単位、またはまとめてロードすることができま
す。  

1データだけ工場出荷時の設定に戻したいときや、ライブ
での演奏順にコンビネーションを並べ替えるときなどに
役に立ちます。

プログラムの並び替えも可能ですが、他のバンクや

ナンバーにライトすると、そのライト先のプログラ
ムをコンビネーションが使用されている場合は、コ
ンビネーションの音色が変わりますので、注意して
ください。

例えば、 B015 のコンビネーションを C127 にロード
するときは、次のような手順を行います。 

1. 前述の手順 1～ 4を行い、ダイアログを表示します。 

2.

 

“Kind”を選び、 [VALUE]ダイヤルや [INC][DEC]キー
などを操作して Combinationを選びます。 

3. クリッカブル・ポインター [ † ]を操作して下に移動し、 
[VALUE]ダイヤルや [INC][DEC]キーなどで Singleを
選びます。 

4. 同様の操作で、コピー元のコンビネーション B015 を
選びます。 

5. 同様の操作で、ロード先（ “To”）のコンビネーション 
C127を選びます。 

6.

 

[MENU/OK]キーを押します。

確認のダイアログが表示されます。 

7. 再度、 [MENU/OK]キーを押します。

ロードが実行され、 C127 にプリロード・データの 
B015が設定されます。
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名前をつける（リネーム）
エディットしたプログラム、コンビネーションなどの名前
を変えることができます。

次の項目についてリネームが行え、それぞれ該当するペー
ジで設定します。 

1. テキスト・ボタン（ ）をクリッカブル・ポインター
で選び、センターを押して、テキスト・ダイアログを
表示します。

設定するページについては上記表を参照してくださ
い。 

Note:

 

 ユーティリティ・メニュー・コマンドでは表示
されるダイアログ上のテキスト・ボタン（ ）を選び
ます。 
GLOBAL 3ではページ上のテキスト・ボタン（ ）を
選びます。

テキスト・ダイアログが表示されます。

例えば図のようなテキストを入力する場合、次のよう
に名前をつけていきます。 

2. クリッカブル・ポインター [ √ ][ ® ][ π ][ † ]で “Clear”
を選びます。

テキスト・ボックスのテキストがすべて削除されます。 

3.「 A」を入力します。 

[VALUE]ダイヤルまたは [INC][DEC]キーを操作して
「 A」を選びます。 

[ENTER] キーまたはクリッカブル・ポインター [ ®]

を押します。カーソルが移動します。 

• クリッカブル・ポインターだけでもテキストを入力で
きます。

クリッカブル・ポインターのセンターを押すと、テキ
スト・ボックスのカーソルの四角い枠の表示が変わり
ます。

クリッカブル・ポインター [ √ ][ ® ][ π ][ † ]でテキスト
を選びます。もう一度センターを押すと決定します。

次のテキストをクリッカブル・ポインター [ ®] で選
び、同じ方法でテキストを入力します。 

• 下段に表示されている各ファンクション・ボタンの機
能は次のとおりです。クリッカブル・ポインター 
[

 

√

 
][

 

®

 
][

 

π

 
][

 

†

 
] でファンクションを選び、センターを

押して決定します。 

Clear

 

: テキストをすべて削除します。 

Del 

 

(Delete): カーソル上の文字を削除します。 

Ins

 

 (Insert): カーソルの位置にスペースを挿入しま
す。  

Cap.

 

 (Capital): 大文字と小文字を切り替えます。 

• その他に次の入力が行えます。

「 0」～「 9」、「－」、「 .」はテン・キーを使用して入力
できます。入力するとカーソルが自動的に次に進みま
す。

スペース（空白部）で [ENTER]キーを押すと、スペー
スの前で選択したテキストを入力できます。 

4. 残りのテキストを、手順 3を参照して、残りのテキス
トを入力します。 

5.

 

[MENU/OK]キーを押します。

手順  1 でユーティリティのダイアログからテキスト・
ダイアログを表示したときは、１つ前のダイアログに
戻ります。そのダイアログで [MENU/OK] キーを（ 2
度）押すとリネームが実行されます。

手順  1 で GLOBAL 3 ページでテキスト・ダイアログ
を表示したときは、リネームが実行されます。

リネーム項目 設定ページ

プログラム・ネーム PROG 0...9 Utility: Write Program

コンビネーション・
ネーム 

COMBI 0...9 Utility: Write Combi- 
nation

マルチ・セット・
ネーム 

MULTI 0-1 Utility: Rename Track

トラック・ネーム MULTI 0...9 Utility: Write Multi

ドラムキット・
ネーム 

GLOBAL 4 Utility: Rename Drum 
Kit 

アルペジオ・パター
ン・ネーム 

GLOBAL 5 Utility: Rename 
Arpeggio Pattern 

プログラム・カテゴ
リー・ネーム 

GLOBAL 3: TEXT 

コンビネーション・
カテゴリー・ネーム 

GLOBAL 3: TEXT 
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[SW1][SW2]の機能を設定する 

[SW1][SW2]キーの機能を設定します。 

[SW1][SW2]キーの機能は、プログラム、コンビネーショ
ン、マルチ・セットの 1つずつに対して設定します。 

[SW1][SW2]キーはキーの動作も設定でき、 [SW1][SW2]
キーを押すたびにオン／オフが切り替わる Toggle と、
キーを押している間だけオンになる Momentaryがあり
ます。

それぞれの設定は以下のページの “SW1/2 Assign” で行
います。 

• プログラム、コンビネーション、マルチ・セットのラ
イト時に [SW1][SW2]キーのオン／オフの状態が保存
されます。 

• オルタネート・モジュレーションやエフェクト・ダイ
ナミック・モジュレーションのソースとして使用して、
プログラム・パラメーターやエフェクト・パラメーター
をコントロールすることができます。
このとき通常、 SW1 Mod. (CC#80)、 SW2 Mod.
(CC#81)を選択します。 

•

 

[SW1]キーをプログラムのエフェクト・ダイナミック・
モジュレーションのソースとして機能を設定し、エフェ
クトをコントロールするための設定例を p.83に示して
いますので参照してください。 

Note: 電源オフ後も設定を保存しておく場合は、必ずライ
トしてください。 

REALTIME CONTROLS Bモード  
ノブ [1]～ [4]の機能を設定する 

REALTIME CONTROLS B モード時の [1] ～ [4] ノブの
機能を設定します。 

B モードのときの機能は、プログラム、コンビネーショ
ン、マルチセットの 1つずつに対して設定します。

それぞれの設定は、以下のページの “Knob B Assign”で
行います。 

• オルタネート・モジュレーションやエフェクトのダイ
ナミック・モジュレーションのソースとして使用して、
プログラム・パラメーターやエフェクト・パラメーター
をコントロールすることができます。 

• このとき通常、 Knob Mod.1 (CC#17)、 Knob Mod.2
(CC#19)、 Knob Mod.3 (CC#20)、 Knob Mod.4
(CC#21)を選択します。

ここでは、ノブ [1]でプログラムのフィルターとアンプの 
EGアタックをコントロールする設定手順を説明します。 

1.

 

[PROG]キーを押して、 Programモードに入ります。 

2.

 

PROG 7: Ed-Arp/Ctrls, Controls を表示します。 

[MENU/OK] キーを押してから、クリッカブル・ポイ
ンターで “Arp/Controls” を選び、センターを押しま
す。 

3.

 

Knob 1-Bの “Knob B Assign”を選び、 [VALUE]ダイ
ヤル等で、 F/A Attack(CC#73)を選びます。 

4.

 

REALTIME CONTROLS [SELECT] キーを押して B
モードにして、ノブ [1] を回すと、フィルターとアン
プの EGアタックがコントロールできます。 

Note: 電源オフ後も設定を保存しておく場合は、必ずライ
トしてください。

ディスプレイのコントラスト
（濃度）を調節する 

GLOBAL 0: System, Preference ページの “LCD
Contrast” でディスプレイのコントラスト（濃度）を調節
します。 

Note: 電源オフ後も設定を保存しておく場合は、必ずライ
トしてください。

モード ページ 

Program PROG 7: Ed-Arp/Ctrls, Controls

Combination COMBI 7: Ed-Arp/Ctrls, Controls

Multi MULTI 7: Arp/Ctrls, Controls

モード ページ 

Program PROG 7: Ed-Arp/Ctrls, Controls

Combination COMBI 7: Ed-Arp/Ctrls, Controls

Multi MULTI 7: Arp/Ctrls, Controls
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タップ・テンポ・コントロール 

Program、 Combination、 Multi モードのアルペジエー
ターのテンポをタップにより変化させることができます。

各モードでアルペジエーターを再生中に、目的のテンポに
合わせて [ENTER] キーまたはフット・スイッチ（ “Foot
SW Assign”を Tap Tempoに設定時 ☞ p.87）を数回押す
ことで、演奏テンポをリアルタイムにコントロールできま
す。

アルペジエーターの演奏テンポをリアルタイムに他の
ビートと合わせる場合に便利な機能です。 

Programモードでの操作手順を説明します。 

1.

 

Programモードでいずれかのドラムス・プログラムを
選びます。 

Drums カテゴリーから選んでもよいでしょう。 

2.

 

PROG 0: Play, Arp. Play ページを選択し、 “Latch”
チェック・ボックスをチェックします。 

3. フロント・パネルの [ARP ON/OFF] キーを押してを
オンにします。 

4. 目的の拍子に合わせて [ENTER]キーまたはフット・ス
イッチ（ “Foot SW Assign”を Tap Tempoに設定時）
を数回押します。演奏テンポに合わせてディスプレイ
右上のテンポ “ �  =”の表示が変わります。

鍵盤を押さえると、アルペジエーターによるドラムス・
パターンが、調節したテンポで演奏されます。 

5.

 

[ENTER]キーまたはフット・スイッチを拍子のタイミ
ングに合わせて押します。そして、押す間隔を少し速
めます。

ドラムス・パターンの演奏テンポが少し速くなります。 

Note:

 

 タップ・テンポ・コントロールは、 [TEMPO]ノブ
が操作できる状態でのみ機能します。

ショート・カット 

[MENU] キー +テン・キー [0]～ [9] 

• モード内の各ページへアクセスします。 [MENU]キー
を押しながらテン・キー [0]～ [9]でページ・ナンバー
を入力します。 

[MENU] キー +[PAGE+]、 [PAGE–] 

• モード内の各ページへアクセスします。 [MENU]キー
を押しながら [PAGE+]、 [PAGE–]を押すことによって
移動します。 

[ENTER]キー +テン・キー [0]～ [9] 

• 各ページのユーティリティ・メニュー・コマンドへ、
アクセス（ 10 項目まで）します。 [ENTER] キーを押
しながらテン・キー [0] ～ [9] を押すことによって、
ユーティリティ・メニューに表示される 10 項目まで
を選択することができます。 

[ENTER]キー +鍵盤 

[ENTER] キーを押しながら本機の鍵盤を押すことによっ
て以下の入力が行えます。 

• ノート・ナンバー値、ベロシティ値の入力 

•

 

GLOBAL 4: DKitページでの “Key”選択
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データの保存

保存できるデータについて
各データを保存する方法は以下のとおりです。 

•

 

X50へのライト 

•

 

MIDIデータ・ファイラーなどへの MIDIデータ・ダンプ 

• 付属エディター「 X50 Editor/Plug-In Editor」を使用
したセーブ 

X50へのライト

ライトが可能なデータ・エリア
次のデータ・エリアにライトすることができます。ライト
の方法は各参照ページをご覧ください。 

• プログラム
バンク A～ Dの各プログラム 0～ 127　 ☞ p.43 

• コンビネーション
バンク A～ Cの各コンビネーション 0～ 127　 ☞ p.59 

• マルチ・セット 000～ 127　 ☞ p.73 

• グローバル・セッティング（ページ 0～ 3）　 ☞ p.88 

• ドラムキット 00(INT) ～ 40(User)  ☞ p.106 

• アルペジオ・パターン U000～ U250)　 ☞ p.101

次のデータ・エリアにはライトできません。 

• プログラム  バンク G: 001～ 128、 g(d): 001～ 128 

• プリセット・ドラムキット  40(GM)～ 48(GM) 

• プリセット・アルペジオ・パターン 
Preset-0～ Preset-4 

• プログラム・オーディション・リフ  000～ 383

ライトが可能なエリアには、出荷時にあらかじめデータが
ロードされています。これらをプリロード・データといい
ます。また、プリロード・データは本体に記憶されてい
て、 “Load Preload Data”（ ☞ p.107）で再ロードするこ
とができます。

ライトができないエリアにはプリセット・データが収めら
れています。これらのデータは書き換えができません。

ライトが可能なモードとページ
次の項目について、それぞれ該当するページでライトしま
す。  

MIDIデータ・ダンプ
接続した MIDIデータ・ファイラー、コンピューター、ま
たはもう 1 台の X50 などへ、 MIDI エクスクルーシブ・
データとして送信し、保存することができます。（ ☞ PG
p.83） 

MIDIデータ・ダンプで外部のデータ・ファイラー等に保
存できるデータは、以下のとおりです。 

• プログラム、コンビネーション、マルチ・セット、グ
ローバル・セッティング、ユーザー・ドラムキット、
ユーザー・アルペジオ・パターン

エディター「 X50 Editor/Plug-In 
Editor」を使用したセーブ
エディター「 X50 Editor/Plug-In Editor」を使用して、 X50
のデータが保存できます。詳しくは、付属の「 Editor/Plug-
In Editor取扱説明書」（ PDF）をご覧ください。

ライト項目 設定ページ

プログラム PROG 0...9 Utility: Write Program

コンビネーション 
COMBI 0...9 Utility: Write Combi- 
nation

マルチ・セット MULTI 0...9 Utility: Write Multi

グローバル・セッ
ティング 

GLOBAL 0...3 Utility: Write Global 
Setting

ドラムキット GLOBAL 4 Utility: Write Drum Kits 

アルペジオ・パターン 
GLOBAL 5 Utility: Write Arpeggio 
Patterns 
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エディット・バッファについて 

Program、 Combination、 Multi
モードのメモリーについて 

PROG 0: Play、 COMBI 0: Play、 MULTI 0: Playでプロ
グラム、コンビネーションやマルチ・セットを選ぶと、本
機のエディット・バッファに、プログラム、コンビネー
ションやマルチ・セットのデータが呼び出されます。

そして 0: Playをはじめ各ページでパラメーターを変更す
ると、エディット・バッファ内のデータが変更されます。

この変更したデータを本機のメモリーに保存するには、ラ
イトしなければなりません。

ライトすると、エディット・バッファ内のデータは、それ
ぞれのバンクのプログラム・ナンバーやコンビネーショ
ン・ナンバー、マルチ・セットに書き込まれます。

ライトせずに他のプログラム、コンビネーションやマル
チ・セットを選ぶと、エディット・バッファに新たな、プ
ログラム、コンビネーションやマルチ・セットのデータが
呼び出され、変更したデータは消えてしまいます。

これらのモードで [COMPARE]キーを押すと、メモリー
のデータ（ライトされている内容）が一時的にエディッ
ト・バッファに呼び出されます。エディット中の設定と、
エディット前の設定を比較することができます。 

Globalモードのメモリーについて 

Global モードのデータは電源オン時に、本機の Global
モード用のメモリー・エリアに呼び出されます。そして、 
Global モードでパラメーターを変更すると、メモリー・
エリア内のデータが変更されます。この変更したデータを
本機のメモリーに保存するには、ライトしなければなりま
せん。

ライトすると、メモリー・エリア内のデータは、それぞれ
のグローバル・セッティング、ドラムキット、アルペジ
オ・パターンに書き込まれます。

ライトせずに電源をオフにすると、メモリー・エリアの変
更したデータは消えてしまいます。

Edit Buffer

Write Select

Internal Memory

Edit

Program

Bank A  0...127

Combination

Bank A  0...127

Multi

0...127

ライトすると､プログラ
ム、コンビネーションや
マルチ・セットの設定
がインターナル･メモ
リーへ保存されます。 

エディットは､エディット･バッ
ファのデータに対して行なわ
れます。また､プログラム、コ
ンビネーションやマルチ・セッ
トの演奏は､エディット･バッ
ファのデータで行ないます。

プログラム、コンビ
ネーションやマルチ・
セットを選ぶと､イン
ターナル･メモリーから
エディット･バファへ､設
定が呼び出されます。 

Internal Memory

Drum Kits
Arpeggio
Patterns

Global Setting

Memory Area

Write Power On

Edit

 

ライトすと､Global 
モードの各設定がイ
ンターナル･メモリー
へ保存されます。 

電源オン時にメモ
リー・エリアへ設定
が呼び出されます。 

エディットは､メモリー・エ
リアへ呼び出されたデータ
に対して行なわれます。 
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故障とお思いになる前に
故障とお思いになる前に、次の項目を確認してください。

電源
電源が入らない
□ AC アダプターがコンセントに接続されていますか？ 

☞

 
p.23

□ 電源スイッチがオンになっていますか？

→ リア・パネルの電源スイッチをオンにしてください。 

☞

 
p.23

ディスプレイ
電源は入っているが、ディスプレイには何も表
示されない。
鍵盤を弾くなどの操作を行うと、通常に動作し
ている。
□ 周囲の温度変化などによって、まれにディスプレイの
表示が見にくくなる場合や見えなくなる場合がありま
す。そのようなときは次の操作でコントラストの調整
を行ってください。 

1.

 

[EXIT/CANCEL]キーを押しながら、 [UTILITY]キーを
押します。 

[GLOBAL] キーが点滅し、 Global モードの Update
Global Setting ダイアログが表示されます。 

Note: ディスプレイの表示を確認できないときや、 
Update Global Setting ダイアログが表示されない場
合は、 [GLOBAL]キーが点滅しているかどうかを確認
してください。 

2.

 

[VALUE]ダイヤルでディスプレイのコントラストを調
整します。 

3.

 

[MENU/OK]キーを押します。

ディスプレイのコントラスト設定がライトされます。 

Note: このときは、他のグローバル設定もライトされ
ます。

電源は入っているが、ディスプレイが正常に表
示されない、またはエラー・メッセージが表示
されている。鍵盤を弾いても音が出ず、正常に
動作していない。
□ プログラムのライトなどによる内部メモリーへのデー
タ書き込み中に、本機の電源をオフにしてしまうなど、
内部メモリーへの書き込みが正常に終了しなかった場
合などに、上記のような状態になる場合があります。
このようなときは、次の操作を行い、本機の内部メモ
リーを初期化します。 

1.

 

X50の電源をオフにします。 

2.

 

[ENTER]キーと [0]キーを押しながら、本機の電源を
オンしてください。

本機がイニシャライズ（初期化）され、内部メモリー
へデータが書き込まれます。データの書き込み処理を
している間は、ディスプレイに “Now writing into
internal memory”が表示されます。

音の出力
音がでない
□ アンプ、ミキサー、ヘッドホンは正しく端子に接続さ
れていますか？

□ アンプ、ミキサーの電源が入っていますか？

□ Local Control Onになっていますか？ 

“Local Control On”（ GLOBAL 1: MIDI）のチェック・
ボックスをチェックしてください。 ☞ p.32

□ [VOLUME]スライダーが上がっていますか？

□ INDIVIDUAL OUTPUT 1、 2 端子から音が出ない場
合、 “BUS Select” またはインサート・エフェクト通
過後の “BUS Select”が 1、 2、 1/2のいずれかに設定
されていますか？ ☞ p.79、 p.82

□ Multiモードで特定のトラックが発音しない場合、 
“PLAY/MUTE”が PLAYになっていますか？ ☞ p.68

□ “Status” が INT、 BTH になっていますか？ ☞ p.61、 
p.69

□ “Key Zone”や “Velocity Zone” は、音が出る設定に
なっていますか？ ☞ p.63

音が止まらない
□ “Hold”チェック・ボックス（ PROG 1: Ed-Basic, Prog

Basicページ）のチェックがはずれていますか？ 

☞

 
PG p.6

□ “Damper Polarity” または “Foot SW Polarity”
（ GLOBAL 0: System, Footページ）が正しい設定に
なっていますか。 ☞ PG p.80

ノイズや発振音が出る
□ BPM/MIDI Sync機能で、エフェクトのディレイ・タ
イムをコントロールするとき、ディレイ音にノイズが
入ることがあります。これはディレイ音が不連続にな
るためのノイズで、故障ではありません。

□ エフェクト 015: St.AnalogRecd など、ノイズ効果を
持つエフェクトがあります。また、レゾナンス付きフィ
ルターは発振させることが可能です。これらは故障で
はありません。
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プログラム、コンビネーション
オシレーター 2に関する設定が表示されない
□ “Oscillator Mode”（ PROG 1: Ed-Basic, Prog Basic
ページ）に Doubleを選択していますか？

データをロードしたら、コンビネーションが正
しく発音しない
□ コンビネーションで使用しているプログラムのバンク
／ナンバーは、コンビネーションを作成したときと同
じですか？

→ プロラム・バンクを入れ替えた場合、ユーティリティ 
“Change all bank references” でコンビネーション
のティンバーに設定してあるプログラムのバンクに一
斉に変更することができます。 ☞ PG p.77

マルチ・セット
データをロードしたら、マルチ・セットが正し
く発音しない
□ マルチ・セットで使用しているプログラムのバンク／
ナンバーは、マルチ・セットを作成したときと同じで
すか？ 

“Copy From Combi”でコピーしたコンビネー
ションが、 Combinationモードでの演奏と同
じように再現できない
□ Copy From Combinaion ダイアログでの設定は正し
いですか。 ☞ p.70

→ Copy From Combinaionダイアログで、 “Auto adjust
Arpeggio setting” をチェックして、コピーを実行し
てください。

エフェクト
エフェクトが効かない
□ GLOBAL 0: System, Basic ページの FX SW “IFX

Off”、 “MFX1 Off”、 “MFX2 Off”がチェックされて
いませんか？ ☞ p.85

□ Combination、 Multi モードでティンバー／トラック
の “S1(Send1(MFX1))”、 “S2(Send2(MFX2))”を上
げてもマスター・エフェクトがかからない場合、マス
ター・エフェクトからの “Rtn1 (Return1)”、 “Rtn2
(Return2)”は上がっていますか？ ☞ p.81

また、ティンバー／トラックで使用しているプログラ
ム・オシレーターごとの “Send1”、 “Send2”が下がっ
ていませんか？ ☞ p.82

実際のセンド・レベルは、プログラムのオシレーター
ごとのセンドと、ティンバー／トラックでのセンドの
設定のかけ算で決まります。

アルペジエーター
アルペジエーターがスタートしない
□ [ARP ON/OFF] キーがオン（点灯）になっています
か？

□ コンビネーションやマルチ・セットでアルペジエー
ターがスタートしない場合、 “Arpeggiator Run” に
チェックがつき、 “Assign”にアルペジエーターが選択
されていますか？　 ☞ p.94

□ GLOBAL 1: MIDIの “MIDI Clock”が Internalになっ
ていますか？　 ☞ PG p.81

ドラムキット
ドラムサンプルのピッチが変わらない
□ “Assign” チェック・ボックスにチェックを付けない
で、右隣りのキーのドラムサンプルを半音下げて発音
させようとしたがピッチが変わらない。

→ Program モードでドラム・プログラムを選んでから、 
Global モードでドラムキットをエディットする場合
は、  PROG 2: Ed-Pitch, OSC1ページで “Pitch Slope”
を＋  1.0に設定してから  Globalモードに入ってくださ
い。

オーディション機能 

[AUDITION]キーをオンにしたときに発音しない
□ AUDITION機能は、 Programモードでのみ有効です。

□ PROG 1: Ed-Basic, Audition ページの “Audition
Riff”が Offになっていませんか？　 ☞ PG p.9 

MIDI、 USB
外部から送信された MIDIデータに応答しない
□ MIDIケーブルまたは USBケーブルは正しく接続され
ていますか？ ☞ p.31、 p.34

□ 送信機器と同じチャンネルで、 MIDI データを受信し
ていますか？　 ☞ PG p.81

外部機器から送信された  MIDIデータに正しく
応答しない
□ GLOBAL 1: MIDIページの MIDI Filter “Enable Pro- 

gram Change”、 “Bank”、 “Combi”、 “Ctrl Change”、 
“AfterT”、 “Exclusive” がそれぞれチェックされてい
ますか？ ☞ PG p.82

□ MIDI エクスクルーシブ・メッセージを受信する場合
に、  GLOBAL 1: MIDI ページの MIDI Filter “Exclu- 
sive”がチェックされていますか？ ☞ p.32

□ 本機が対応しているメッセージを送信していますか？
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USBで使用するときに、発音処理が遅い、テ
ンポが安定しない
□ 接続している USB ポートに MIDI ドライバーはイン
ストールされていますか？

→ ドライバーのインストールは USB のポートごとに必
要です。 KORG USB-MIDI Driver for Windows XPを
インストールしたときと異なる USBポートに X50を
接続して使用する場合は、 KORG USB-MIDI Driver
をインストールしなおしてください。

□ コンピューターのエコー・バックと、 X50のローカル・
コントロールの設定は正しいですか？

付属 CD-ROM
付属 CD-ROMのドライバがインストールでき
ない
□ USBケーブルが正しく接続されていますか？

□ CD-ROMが CDドライブに正しく入っていますか？

→ CD-ROM が正しく入っていることを確認してくださ
い。

□ CD ドライブのレンズが汚れていませんか？

→ 市販のレンズ・クリーナーでクリーニングしてくださ
い。

□ ネットワークの CDドライブからインストールをして
いませんか？

→ ネットワークで接続されている CDドライブからはイ
ンストールできません。

□ USBが使用可能になっていますか？

→ Windows XPの場合、 [コントロール   パネル ]の [シス
テム ]、 [ ハードウェア ] タブ、 [ デバイス  マネージャ ]
でユニバーサル  シリアル  バスコントロール、 USB ルー
トハブを確認してください。

□ 不明なデバイスとして認識されていませんか？

→ Windows XPの場合、 [コントロール   パネル ]の [シス
テム ]、 [ ハードウェア ] タブ、 [ デバイス  マネージャ ]
で確認します。正しく認識されない場合は、 X50が「そ
の他のデバイス」の中に表示されたり、「不明なデバイ
ス」と表示されます。 USB ケーブルを再接続し、新た
に「不明なデバイス」と表示された場合は、 X50が不明
なデバイスとして認識されています。表示された「不明
なデバイス」を削除し、ドライバをインストールし直し
てください。   ☞ p.28

ソフトウェアが反応しない
□ USBケーブルが正しく接続されていますか？

□ ドライバをインストールしましたか？

□ 接続したコンピューターに X50 は認識されています
か？

→ Windows XPの場合は、 [コントロール  パネル ]の 
[サウンドとオーディオ  デバイスのプロパティ ]、 [ハー
ドウェア ] タブで確認してください。

→ Mac OS X の場合は、 Macintosh HD →アプリケー
ション・フォルダ→ユーティリティ・フォルダ→ 
“Audio MIDI設定 ”の “MIDI装置 ”タブ・ページで X50
が認識されているかを確認してください。

→ ご使用になるコンピューターのハードウェア環境に
よっては、 USB接続で本機を認識できないことがあり
ます。

□ X50 のアサイン設定と USB-MIDI ポートの設定を確
認してください。

□ 接続している機器やソフトウェアが、 X50 に対応して
いない場合があります。接続している機器またはソフ
トウェアの取説を参照し、確認してください。

ソフトウェアが正しく動作しない
□ コンピューターの環境は、ソフトウェアが使用できる
条件を満たしていますか？

また条件を満たしていても、お客様がご使用になるコ
ンピューターによっては動作しないこともあります。
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仕様とオプション

仕  様
使用温度条件 ＋ 0～＋ 40度（結露させないこと）

システム HI (Hyper Integrated) シンセシス・システム

鍵盤部 61鍵

音源部 シンセシス方式 HI (Hyper Integrated) シンセシス・システム

最大同時発音数 シングル・モード時 62ボイス（ 62オシレーター）

ダブル・モード時 31ボイス (62オシレーター  )
波形メモリー 64MByte PCM ROM（ 470マルチサンプル、 518ドラムサンプル）

プログラム オシレーター OSC1 (Single)、 OSC1+2 (Double)

1オシレーターにつき 2段階ベロシティ・スイッチが可能

フィルター 24dB/oct LPFレゾナンス付、 12dB/oct LPF＋ HPF

モジュレーション 1ボイスにつきエンベロープ・ジェネレーター  2基（ Filter & Amp）、 2基の LFO
キー・トラッキング・ジェネレーター 2基（ Filter &Amp）

その他、 Pitch EG、オルタネート・モジュレーション機能（ AMS）

コンビネーション ティンバー数、
マスター・キーボード機能

最大 8 ティンバー、キーボード、ベロシティー・スプリット／レイヤー／クロスフェード、
トーン・アジャスト機能によるプログラムの設定変更可能、外部 MIDI機器のコントロール
可能

マルチ・セット トラック数、
マスター・キーボード機能

最大 16 トラック、キーボード、ベロシティー・スプリット／レイヤー／クロスフェード、
トーン・アジャスト機能によるプログラムの設定変更可能、外部 MIDI機器のコントロール
可能

ドラムキット ドラムサンプルのアサイン、 2 段階ベロシティ・スイッチが可能

数：

コンビネーション
プログラム
マルチ・セット
ドラムキット

ユーザー・コンビネーション 384 コンビネーション／ 384プリロード

ユーザー・プログラム 512プログラム／ 512プリロード

マルチ・セット 128マルチ・セット／ 16プリロード

ユーザー・ドラムキット 40 ドラムキット／ 16プリロード

プリセット・プログラム 128GMプリセット・プログラム＋ 9 GM2 プリセット・ドラムス・プログラム

エフェクト部 インサート・エフェクト 1系統、ステレオ・イン —ステレオ・アウト

マスター・エフェクト 2系統、モノ・イン —ステレオ・アウト

マスター EQ １基の 3バンド・ステレオ EQ

エフェクト・タイプ 89種（インサート／マスター・エフェクト用）

モジュレーション ダイナミック・モジュレーション機能（ Dmod）

アルペジエーター デュアル・ポリフォニック・ア
ルペジエーター 

Programモード： 1 基 
Combination、 Multi モード： 2基使用可能

テンポ 40～ 240

アルペジオ・パターン数 5プリセット、 251ユーザー／ 251プリロード

コントローラー ON/OFF、 REALTIME CONTROLS Cモード  Knob [1]～ [4]

コントローラー [MOD]ホイール、 [PITCH]ホイール、 [SW1]、 [SW2]

REALTIME CONTROLS KNOBS [1]～ [4]

SELECT A、 B、 C
アルペジエーター ARP ON/OFF

ユーザー・
インターフェイス

ディスプレイ グラフィカル・ユーザー・インターフェイス : 240× 64ピクセル  LCDディスプレイ  
Mode キー = [COMBI]、 [PROG]、 [GLOBAL]、 [MULTI]

Pages キー = [PAGE +] [PAGE –]、 [EXIT]、 [MENU]、（ [MENU]+テン・キー・ブロック [0]～ [9]） 

VALUEコントローラー ダイヤル =[VALUE]、キー =[INC] [DEC]、テン・キー・ブロック（ [0]～ [9]、 [-]、 [.]、 [ENTER]）、
（クリッカブル・ポインター） 

VALUEセレクト クリッカブル・ポインター [ √ ][ ® ][ π ][ † ] センター、キー =[OK]、 [CANCEL]

UTILITY キー = [UTILITY]、（ [ENTER]+テン・キー・ブロック [0] ～ [9]）  
BANK キー = PROG BANK [A] ～ [GM]、 COMBI BANK [A] ～ [C]

TEMPO ノブ = REALTIME CONTROLS C [4]、キー = [ENTER]

CATEGORY キー = [CATEGORY]、 [HOLD]

その他 キー = [COMPARE]、 [AUDITION]、 [VOLUME]
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コンピューターに接続する場合の動作環境 

KORG USB-MIDIドライバ動作環境 

X50 Editor/Plug-In Editor動作環境

オプション
※ オプションは別売りです。

※ 製品の外観および仕様は予告なく変更することがあります。
（ 2006年 2月現在）

オーディオ・アウトプット

アナログ MAIN OUTPUT 
L/MONO,  R

INDIVIDUAL OUTPUT 1, 2

ø6.3mmフォーン・ジャック（不平衡）、 MAIN OUTPUT L/MONO, Rのみ [VOLUME] ス
ライダーによるコントロールが可能

出力インピーダンス 1.1 [kΩ ]
550 [Ω ]（ L/Mono 端子の Mono出力時）

最大レベル L/MONO： +12.0 [dBu]
(INDIVIDUAL OUTPUT) 1、 2： +11.6 [dBu]

負荷インピーダンス 100 [kΩ ] 以上 
Headphones ø3.5mm ミニ・ステレオ・フォーン・ジャック、 [VOLUME]スライダーによるコントロー

ルが可能（ MAIN OUTPUT L/Mono連動）

出力インピーダンス 33 [Ω ]

最大レベル 36 [mW]

負荷インピーダンス 33 [Ω ]
コントロール・
インプット 

DAMPER（ハーフ・ダンパー対応） 

ASSIGNABLE SWITCH、 ASSIGNABLE PEDAL 
MIDI

 
IN、 OUT 

USB

 

USB B端子（ MIDI 送受信のみ対応）

電源 電源端子（ DC 12V）、電源スイッチ

本体外形寸法（ W  x  D  x  H） 975 x 257 x 80 mm

本体重量 4.3 kg

電源電圧 DC 12 V

消費電力 10 W

付属品 ACアダプター、オペレーション・ガイド、 CD-ROM（ X50 Editor/Plug-In Editor、 KORG USB-MIDI Driver、
パラメーター・ガイド） 

Windows
対応コンピューター  Microsoft Windows XPの動作環境を満たす USBポート搭載のコンピューター

対応 OS Microsoft Windows XP Home Edition/Professional/x64 Edition（ x64 Edition 用ドライ
バはベータ版です。）  

Macintosh 対応コンピューター  Mac OS X の動作環境を満たす USBポート搭載の Apple Macintosh

対応 OS Mac OS X 10.3 以降 

Windows 対応コンピューター  

CPU: Intel Pentium Ⅲ / 1 GHz 以上
メモリ : 256MB 以上
モニタ : 1,024 x 768、 16bit カラー以上 
Microsoft Windows XPの動作環境を満たす USBポート搭載のコンピューター

対応 OS Microsoft Windows XP Home Edition/Professional Edition Service Pack 1以降 

Macintosh 対応コンピューター  

CPU: Apple G4/400MHz 以上
メモリ : 256MB 以上
モニタ : 1,024 x 768、 32000色カラー以上 
Mac OS X の動作環境を満たす USBポート搭載の Apple Macintosh

対応 OS Mac OS X v.10.3.9以降

エクスプレッション /ボリューム・ペダル XVP-10 EXP/VOLペダル

フット・コントローラー EXP-2

フット・スイッチ PS-1

ダンパー・ペダル DS-1H

その他 MIDIケーブル
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Numerics

 

10’s HOLD

 

 37

 

A

 

Amp EG

 

 53

 

AMS

 

 49

 

ARP ON/OFF

 

 89

 

ASSIGNABLE PEDAL

 

 27, 87

 

ASSIGNABLE SWITCH

 

 26, 87

 

AUDITION

 

 36

 

B

 

BPM/MIDI Sync.

 

 84

 

C

 

Combinationモード   55 
Control Track

 
 68

 

Convert Position

 

 32

 

D

 

DAMPER 端子  26 
Double

 
 46

 

Drums

 

 46

 

E

 

EG

 

 49

 

EG-INTENSITY

 

 42

 

EG-RELEASE

 

 42

 

Exclusive

 

 32

 

Exclusive Group

 

 105

 

F

 

Fixed Note Mode

 

 100

 

G

 

Globalモード   85 

H

 

HI (Hyper Integrated)シンセシス・
システム   9 

L

 

LFO

 

 48

 

Local Control

 

 32

 

LPF CUTOFF

 

 42

 

M

 

MIDI

 

 14, 34, 74, 87
チャンネル  37, 61
データ・ダンプ  111
フィルター  62
プログラム・チェンジ  37, 56, 75 

MIDI/テンポ・シンク  49 

MODホイール  39, 50, 83 
Multi Mode (Global)

 
 32

 

Multi モード  67 

O

 

Oscillator Mode

 

 46, 103

 

P

 

PITCHホイール   39, 50, 53, 65 
Power On Mode

 
 86
 

Programモード   35 

R

 

REALTIME CONTROLS

 

 41

 

Bモード  109 
RESONANCE/HPF

 
 42

 

S

 

Single

 

 46

 

Status

 

 61, 69

 

SW1、 SW2  39, 109 

T

 

TEMPO

 

 90

 

U

 

USB B端子  31 

V

 

VALUEコントローラー  20

ア
値の変更  20
アルペジエーター   89
テンポ調節  90
オン／オフ  89, 94
リンク  86

アルペジオ・パターン  91
初期化  97
ユーザー・アルペジオ・パターン 
96
アンプ   53

イ
移調  85
インサート・エフェクト  80, 82
インストール 

Mac OS X
 
 30
 

Windows XP

 

 28

エ
エディット・セル   15
エディット・バッファ  112
エフェクト  77

エフェクトをコントロールする MIDI
チャンネル  83
エンベロープ・ジェネレーター  49

オ
オーディオ出力  25
オーディション機能  36
オシレーター  46
音の 3要素  44
オルタネート・モジュレーション  49

カ
カテゴリー
コンビネーション  56
ネーム  88
プログラム  36

キ
キー・シンク  92
逆再生  47

ク
クリッカブル・ポインター  13

ケ
鍵盤の位置でピッチを変化させる  50

コ
工場出荷時の設定に戻す  107
コントロール・トラック  68
コンビネーション  55
選択  55
カテゴリー  56
バンク  56
コンビネーションの設定をコピーす
る（マルチ・セット）  70
コンピューターとの接続  27
コンペア  45, 61, 72, 96, 104

シ
システム・エクスクルーシブ  32
シャッフル  92
ショート・カット  110
シングル・プログラム  46

ス
スクロール・バー  16
ステータス  61, 69
スプリット  62
スロープ  63

セ
接続  25
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タ
ダイアログ  15
ダイナミック・モジュレーション  83
タップ・テンポ  110
タブ  15, 20
ダブル・プログラム  46
ダンパー・ペダル  26, 39

チ
チェイン  81
チェック・ボックス  15
チューニング  85

テ
ディスプレイ  15, 113
コントラスト  109
ディチューン  65
テキスト・ダイアログ  108
デチューン・サウンド  47
デモ演奏  8
デュアル・アルペジエーター   94, 101
電源  23
表示  86
テンポ・シンク  49

ト
同期  102
同時発音数  46
トーン・アジャスト  65
ドラムキット  48, 103
作成  104
エフェクト・センド  106
バンク  103
ドラムサンプル  104
ドラムス・プログラム  46
トランスポーズ  32, 65, 85
トレモロ  53

ナ
名前をつける  108

ノ
ノート・ナンバー  38

ハ
ハーフ・ダンパー  39
バイパス  84
ハイパス・フィルター  51
パフォーマンス・エディット  41
パラメーター  15
選択  20
パン
ティンバー  58
トラック  68
ドラムキット  106
プログラム  54
バンク・セレクト  38, 61, 69

ヒ
ピッチ   50
ピッチ EG  50
ピッチ・ベンド  50
ビブラート  50

フ
フィルター  51 

EG
 

 52
キーボード・トラック  52

フット・スイッチ   26, 37, 40
フット・ペダル  27, 40
プログラム  35
選択  35
カテゴリー  36
タイプ  46
バンク  36

ヘ
ページ   15
選択  19

ページ・メニュー   16
ベロシティ  32, 38, 47, 53, 85
ベロシティ・スイッチ   62

ホ
保存  21, 111
コンビネーション  59
ドラムキット  106
プログラム  43
マルチ・セット  73
ユーザー・アルペジオ  101

ポリフォニック  46
ボリューム  40
ティンバー  59
トラック  69

ボリューム・バランス   59
ポルタメント  50, 64

マ
マスター  EQ  81
マスター・エフェクト   81
マスター・キーボード   32
マルチサンプル  46
マルチ・セット  67
マルチ・ティンバー   32

ミ
ミュート   68

メ
メモリー・プロテクト   86

モ
モード   17
選択  19 
Combinationモード  55 
Globalモード   85 

Multiモード  67 
Programモード  35
モジュレーション
アンプ  53
ピッチ  50
フィルター  52

モノフォニック  46

ユ
ユーザー・アルペジオ・パターン  96
和音  99
エディット  97
ドラムス  100
メロディ  99

ユーザー・スケール  87
ユーザー・オール・ノート・スケー
ル  87
ユーザー・オクターブ・スケール 
87
ユーティリティ  21

ラ
ライト   21, 111
コンビネーション  59
ドラムキット  106
プログラム  43
マルチ・セット  73
ユーザー・アルペジオ  101

リ
リアルタイム・コントローラー  41
リネーム  108

ル
ルーティング  79, 80, 82

レ
レイヤー  62
レゾナンス  51

ロ
ローカル・コントロール  32
ロード   107
ローパス・フィルター  51

ワ
ワウ  52
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■ 保証書 
本 製 品 に は 、 保 証 書 が 添 付 さ れ て い ま す 。 

お 買 い求めの際 に 、 販売 店が 所定事項 を記入 いた し ま 

す の で 、 「 お 買 い 上 げ 日 」 、 「販 売 店」 等 の 記 入 を ご 確 

認 く だ さ い 。 記 入 が な い も の は 無 効 と な り ま す 。 

な お 、 保 証 書 は 再 発 行 致 し ま せ ん の で 、 紛 失 し な い よ 

う に 大 切 に 保 管 し て く だ さ い 。 

■ 保証期間 
お 買 い 上 げ いた だ い た 日 よ り 一 年 間 で す 。 

■ 保証期 間中の修理 
保証 規定 に 基 づい て修 理 いた し ま す 。 詳 し く は 保証 書 

を ご 覧 く だ さ い 。 

本製 品 と 共 に 保証 書 を必 ず ご 持参の上 、 修理 を依 頼 し 

て く だ さ い 。 

■ 保証期 間経過 後の修理 
修 理 す る こ と に よ っ て 性 能 が 維 持 で き る 場 合 は 、 お 客 

様 の ご 要 望 に よ り 、 有 料 で 修 理 さ せ て い た だ き ま す 。 

た だ し 、 補 修 用 性 能 部 品 （電 子 回 路 な ど の よ う に 機 能 

維持の ため に 必要 な部 品） の入手 が 困難 な場 合 は 、 修 

理 を お 受 け す る こ と が で き ま せ ん の で ご 了 承 く だ さ 

い。 ま た、 外装部品 （ パネ ルな ど ） の修理、 交換 は 、 類似 

の 代 替 品 を 使 用 す る こ と も あ り ま す の で 、 あ ら か じ め 

サー ビ ス ・ セ ン タ ーへ お 問 い合 わ せ く だ さ い 。 

■ 修理 を 依頼 さ れ る 前 に 
故 障 か な ？ と お 思 い に な っ た ら 、 ま ず 取 扱 説 明 書 を よ 

く お 読 み の う え 、 も う 一 度 ご 確 認 く だ さ い 。 

そ れ で も 異 常 が あ る と き は 、 サ ー ビ ス ・ セ ン タ ー へ お 

問 い 合 わ せ く だ さ い 。 

■ 修理時の お 願い 
修 理 に 出 す 際 は 、 輸 送 時 の 損 傷 等 を 防 ぐ た め 、 ご 購 入 

さ れ た と き の 箱 と 梱 包 材 を ご 使 用 く だ さ い 。 

■ ご 質問、 ご 相談 に つ いて 
ア フ タ ー サ ー ビ ス に つ い て の ご 質 問 、 ご 相 談 は 、 サ ー 

ビ ス ・ セ ン タ ーへ お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。 

商 品 の お 取 り 扱 い に つ い て の ご 質 問 、 ご 相 談 は 、 お 客 

様 相 談 窓 口 へお 問 い 合 わ せ く だ さ い 。 

WARNING!
こ の 英文 は 日 本国内 で 購入 さ れ た 外国人 の お 客様 の た め の 注意事項 で す 

This Product is only suitable for sale in Japan.
Properly qualified service is not available for this
product if purchased elsewhere. Any
unauthorised modification or removal of original
serial number will disqualify this product from
warranty protection.

ア フ タ ー サ ー ビ ス 

お 客様相談窓口 TEL 03（ 3799） 9086

● サ ー ビ ス ・ セ ン タ ー : 〒143-0001 東京都大田区東海 5ｰ4ｰ1
明正大井 5号 営 業 所 コ ル グ 物 流 セ ン タ ー 内 TEL 03（ 3799） 9085


	目　次
	安全上のご注意
	取扱説明書について
	クイック・スタート
	セットアップ
	プログラムやコンビネーションのサウンドを聞く
	デモ演奏を聞く

	はじめに
	X50のおもな特長
	各部の名称と機能
	フロント・パネル
	リア・パネル
	ディスプレイの名称と機能

	基礎知識
	X50のモード概要
	基本的な操作方法


	セットアップ
	電源のオン／オフ
	ACアダプターの接続
	電源オン
	電源オフ

	接　続
	基本接続
	ダンパー・ペダル、フット・スイッチ、フット・ペダルの接続
	コンピューターとの接続
	MIDI機器との接続


	プログラムの演奏とエディット
	プログラムの演奏
	プログラムの選択
	コントローラーの使用方法

	プログラムの簡易エディット
	パフォーマンス・エディット
	REALTIME CONTROLS [1]、[2]、[3]、[4]、[SELECT]
	エディットしたプログラムを保存する

	プログラムの詳細なエディット
	エディットをはじめる前に
	オシレーターの基本設定
	LFOとエンベロープ（EG）を設定する
	オルタネート・モジュレーションを使用する
	ピッチを調節する
	フィルターを調節する
	アンプを調節する
	エフェクト


	コンビネーションの演奏とエディット
	コンビネーションの演奏
	コンビネーションの選択
	コントローラーの使用方法

	コンビネーションの簡易エディット
	ティンバーのプログラムを変 更する
	ティンバーのパン、ボリュームを調節する
	REALTIME CONTROLS [1]、[2]、[3]、[4]、[SELECT]
	エディットしたコンビネーションを保存する

	コンビネーションの詳細なエディット
	エディットをはじめる前に
	ティンバーのプログラム選択
	ステータスとMIDI設定
	レイヤー、スプリット、ベロシティ・スイッチ
	プログラムをコンビネーションに合うように調節する
	エフェクト


	Multiモードでの演奏と設定
	マルチ・セットの設定方法
	マルチ・セットの選択方法
	トラックにプログラムを選択し、ボリュームやパンを設定する
	コンビネーションの設定をマルチ・セットにコピーする
	Multiモードでできること
	コントローラーの使用方法
	プログラムをマルチ・セットに合うように調節する
	レイヤー、スプリット、ベロシティ・スイッチ
	エフェクト
	エディットしたマルチ・セットを保存する
	MIDIを使ったコントロール


	エフェクトの設定
	各モードでのエフェクトについて
	エフェクト・タイプについて
	プログラムのエフェクト設定
	コンビネーション、マルチ・セットのエフェクト設定
	ダイナミック・モジュレーションとBPM/MIDI Sync.
	エフェクトのライト
	インサート・エフェクトまたはマスター・エフェクトをバ イパスする

	本機全体に関する設定（Global）
	Globalモードの構成
	システム・セットアップ 0: System
	MIDIに関する設定 1: MIDI
	ユーザー・スケール作成 2: User Scale
	カテゴリー・ネームの設定 3: Category Name
	グローバル・セッティングの保存
	ドラムキット 4: DKit、アルペジエーター 5: Arp. Patternの設定

	アルペジエーターの設定
	Programモードでのアルペジエーター
	Combination、Multiモードでのアルペジエーター
	ユーザー・アルペジオ・パターンの作成
	ユーザー・アルペジオの保存
	アルペジエーターの同期につ いて

	ドラムキットの設定
	ドラムキットとは？
	エディットする前に
	ドラムキットの作成
	ドラムキットの保存

	その他の機能
	工場出荷時の設定に戻す（プリロード・データをロードする）
	名前をつける（リネーム）
	[SW1][SW2]の機能を設定する
	REALTIME CONTROLS Bモード　ノブ[1]〜[4]の機能を設定する
	ディスプレイのコントラスト（濃度）を調節する
	タップ・テンポ・コントロール
	ショート・カット

	付　録
	データの保存
	保存できるデータについて
	エディット・バッファについて

	故障とお思いになる前に
	仕様とオプション
	仕 様
	コンピューターに接続する場合の動作環境
	オプション

	MIDIインプリメンテーショ ン・チャート
	索　引




